
    
      フロムエース１

可愛すぎるクラスメイトとバイトするんだけど、何か質問ある？



尼野ゆたか













富士見ファンタジア文庫



    

  
    
      本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。



    

  
    
      

口絵・本文イラスト　瑠奈璃亜



    

  
    
      　もくじ



１．アニメショップ店員の名無しさん［sage］

　　名前の通り職場はアニメショップです。

２．アニメショップ店員の名無しさん

　　外見のスペックは超絶。ＡＢＣ評価でＡ＋みたいな。中身？　うーん、中身は──

３．アニメショップ店員の名無しさん

　　超大変だよ。オタク仕事だと思って舐めてると痛い目を見るよ。俺みたいに。

４．アニメショップ店員の名無しさん

　　色んな人がいるよー。まあ確かにみんな何らかのオタかなｗ

５．アニメショップ店員の名無しさん

　　色々大変だけど、やりがいがあるよ。挫けそうになったこともあるけどね。

６．アニメショップ店員の名無しさん

　　ないない！　いや、喋ったりするけどそういう関係にはならないから！
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      「返事がないようだけど」

　どうして、こんなことになったのか。

「聞こえなかったのかしら」

　自問しても、答えは出ない。

「なら、もう一度言うわよ」

　耳に響ひびくのは。

「──アニメショップの店員になりなさい」

　目の前の美少女の、そんな宣告のみ──



    

  
    
      
　１．アニメショップ店員の名無しさん［sage］　名前の通り職場はアニメショップです。




　そこは遺い跡せき。壁かべには一面に壁へき画がが描えがかれ、巨きよ大だいな人型の石像が虚うつろな視線を地面に投げかけている。

　その石像の足あし下もとを、一人の少年が歩いていた。背中には、やたらと大きな鞄かばんを背せ負おっている。

「はあ、は……」

　鞄が重いのか、他ほかにも理由があるのか、その足取りはやや覚おぼ束つかない。

「は、は……あっ!?」

　やがて、少年は蹴けつ躓まずき転んでしまった。鞄の蓋ふたが開き、中身がその場に散らばる。

「た、大変だ……！」

　少年は、慌あわてて散らばったもの──すなわち、黄金の輝かがやきを放つ細工品を拾い集める。

「おや、どうした武たけ詞し」

「あらあら、大だい丈じよう夫ぶ？」

　彼の前から、そんな声がした。

　声の主は、

「しっかりしろ。それでも最強のトレジャーハンターの息子むすこか？」

　中折れ帽ぼう子しに革かわのジャンパー、そして腰こしから鞭むちを提さげた男性と、

「まあまあ。ここは、最高のトレジャーハンターが手伝ってあげましょう」

　探検帽を被かぶり、サファリジャケットを身につけた女性だった。

「やれやれ。手のかかることだ」

「うふふ。武詞くんはまだまだ子供ね」

　二人が少年の元に歩み寄り、拾うのを手伝う。揃そろって少年のものより遥はるかに大きな鞄を背負っているのだが、その足取りはとても軽い。

「おかしすぎるだろ……三日近く何も食ってない人間の動きじゃないぞ……」

　鞄を背負い直しながら、少年が呻うめいた。

「はっはっは！　この程度、なんということもないぞ！」

　得意げに言うと、男性は再び前へと歩き出し、

「うおおお!?」

　次の瞬しゆん間かん、天てん井じようから降ってきた網あみに捕つかまってしまった。

「あらら、トラップに引っかかっちゃったみたいね」

　その様子を眺ながめながら、女性がのほほんとした口ぶりで言う。

「まったく、世話が焼けるよ……」

　溜ため息いきをつくと、少年はナイフを取り出した。

「それ、っと」

　そのナイフを、少年は網に走らせる。すると、網はあっという間に細こま切ぎれになった。

「まあ、相変わらず見事なナイフさばきね」

　女性が感かん嘆たんし、

「ふっ、助かったぞ」

　男性がふんぞり返る。

「助けてもらっておいて何でそんな偉えらそうなんだよ……ん？」

　ふと、少年が眉まゆをひそめた。

「誰だれか、来てる……？」

　そんな少年の呟つぶやきと同時に、防ぼう弾だんジャケットに身を包んだ一団が現れた。いずれも小しよう銃じゆうで武装しており、統率が取れた動きには一いつ切さいの無む駄だがない。

「まさか……ＦＯＥＳ特別作戦部隊!?」

　少年が青ざめる。

「なんだ、それは」

　対照的に、男性は呑のん気きな表情である。

「この国の特とく殊しゆ部隊だよ！　トレジャーハンターならちょっとは調べておこうよ！」

『No se mueva!動くな！』

　少年が男性に突つっ込んでいると、武装した集団の中の一人がそう叫さけんだ。同時に、全員が少年達に銃を向ける。

「あらあら、何と言ってるのかしら？」

　緊きん張ちよう感のない様子で、女性が言う。

「動くなって言ってるの！……もうやだこの人達！　現地の言葉も勉強してないとか！」

　少年の声は上うわずり、ほとんど悲鳴のようである。

「なに、言葉など些さ細さいな事だ。──いいか武詞。こういう時こそ実はチャンスなんだ」

　男性が、自信満々の様子で前に進み出た。

「危機とは人を成長させるための炭水化物！　それを栄養として吸収し、自みずからの力とすることで、人は大きくなる！　見よ武詞！　言語の壁を越こえ心で会話する父の姿を！」

　高らかに宣言すると、男性は身振り手振りを交まじえながら言う。

「ワターシタチハ、トモダチデース！」

『abran fuego!撃て！』

　武装した一団は、一いつ斉せいに銃じゆう撃げきを開始した。

「うわー!?」

　少年達は、石像の陰かげに転がり込む。

「てか、なんで軍の特殊部隊に襲おそわれてるんだ！　許可取ったんじゃなかったの!?」

　銃声が響ひびく中、少年が絶ぜつ叫きようする。

「うむ。『スペイン人の略りやく奪だつを免まぬがれたお宝があると聞いたので、頂きに行く』と政府宛あてに日本語で書いて送ったぞ」

「なにその怪かい盗とうの犯行予告みたいな文面！　絶対翻ほん訳やくした上で誤ご解かいされてるよ！」

「仕方ないわね。反撃しましょうか」

　そう言うと、女性はどこからともなく重機関銃を取り出した。

「やめて！　そんなごつい兵器なんて持ちだしたら、向こうが本格的に制圧しようとしてくるって！」

　少年が女性を押しとどめていると、何かがころころと転がってきた。

　パイナップルのような形をした、手のひらサイズの物体。いわゆる一つの手しゆ榴りゆう弾だんである。

「ちょ、これは……！」

　凍こおり付く少年。そして、次の瞬間──



    

  
    
      　　外見のスペックは超ちよう絶ぜつ。ＡＢＣ評価でA+みたいな。中身？　うーん、中身は──




　──次の瞬間、庫くら川かわ武たけ詞しは目を覚ました。

「……ひどい夢を見た」

　ひとまず、嘘うそ偽いつわりない本音を口にしてみる。

（まあ、何がひどいって、内容が全部実際にあったってことが一番ひどいんだけど……）

　溜ため息いき混じりに武詞はベッドから起き上がり、部屋を出てリビングへと向かった。

「おはよう──って、あれ？」

　リビングに足を踏ふみ入れ、きょとんとする。

「二人とも、いない……？」

　普ふ段だんはいるはずの両親の姿が見えない。その代わりと言わんばかりに、テーブルの上に置き手紙らしきものとカードと思おぼしきものが鎮ちん座ざしていた。

「…………」

　武詞の体を、嫌いやな予感が貫つらぬく。何か、何か非常に良くないことが起こっている。

「何なんだよ、一体……」

　手紙を手に取り、おそるおそる開く。

『諸しよ葛かつ孔こう明めいの遺のこした秘宝が、ブラジルにあるという事実を突つき止めた。これから発はつ掘くつに行ってくるから、期待して待っていなさい。偉い大だいなる父より』

『帰るまでしっかり生き延びるのですよ。心優やさしき母より』

「…………」

　とりあえず絶句してから、もう一度読み直す。

『諸葛孔明の遺した秘宝が、ブラジルにあるという事実を突き止めた。これから発掘に行ってくるから、期待して待っていなさい。偉大なる父より』

『帰るまでしっかり生き延びるのですよ。心優しき母より』

「…………」

　顔を洗い、歯を磨みがき、気分をすっきりさせてから、もう一度読み直す。

『諸葛孔明の遺した秘宝が、ブラジルにあるという事実を突き止めた。これから発掘に行ってくるから、期待して待っていなさい。偉大なる父より』

『帰るまでしっかり生き延びるのですよ。心優しき母より』

「ふざけんなぁぁぁぁぁ！」

　頭を抱かかえて絶ぜつ叫きようする。

「何でブラジルなんだよ！　三国時代の軍師の宝がサンバとサッカーの国にあるわけないだろ！　てかちょっと待てよ！　俺の生活費は!?」

　手紙には、期待して待てとかしっかり生き延びろといった曖あい昧まいなメッセージが記されているのみで、具体的に必要なものについての情報が一いつ切さい書かれていない。

「……あ」

　ふとあることに思い当たり、武詞はガスコンロの側そばに立ち、火をつけた。

「さては、こういうことだな……」

　そして、その火の上に紙をしばらくかざしてみる。

『お金に困らないよう、キャッシュカードを置いておく。遺跡から持ち出した宝を売ったお金が入っているぞ。暗証番号は１２３４だ。使いすぎないように。息子むすこ思いの両親』

　すると、そんな文章が浮うかんできた。いわゆるあぶり出しである。

「やっぱりな。ったく、家族宛あての手紙にまで宝探し要素盛り込むなよ。というか暗証番号安直すぎだし。変へん更こうしとかないと──」

　ぶつくさ言いながら、武詞はテーブルの上に置いてあるカードを手に取り、

「………………」

　そして固まる。

『ヨドガワカメラ　ゴールドポイントカード』

　カードの表面には、そう記されていた。





「……とまあ、そんなわけだよ」

　校舎の屋上で、武詞はぼやいた。身に纏まとっているのは、ブレザータイプの制服である。

「高三生活初日にしてこの状じよう況きようとか。ほんと、とんでもない人生だ」

　言いながら、もたれている柵さくの向こう側を眺める。

　そこにあるのは、広い敷しき地ち──すなわち、稲いな野の大学附ふ属ぞく高等学校の校庭である。

「あらら。おじさんとおばさん、置いていくカード間ま違ちがえちゃったんだね」

　武詞の傍かたわらで、一人の少女が苦く笑しようする。彼女も同じくブレザーの制服姿だ。

「だからたっくん、元気なかったのかぁ」

　少女の名前は、木き津づ藍あい那な。幼よう稚ち園えんの頃ころからの付き合いで、武詞にとってはいわゆる一つの幼おさな馴な染じみというヤツである。

　長く癖くせのない黒くろ髪かみと、祖母から受け継ついだという左右で色が違う瞳オツドアイ。落ち着いた雰ふん囲い気きは、見るからにいいとこの箱入りお嬢じようさんという感じだ。

「最初にたっくん見た時は、びっくりしたよ」

　実際、藍那の家は江え戸ど時代から続く地主の家系で、父は市議会の議員を務めているという、結構なご令れい嬢じようなのである。

「どんよりとした顔で、とぼとぼ歩いてて。どうしたのかなって思っちゃった」

　平均を圧あつ倒とう的てきに上回る豊かさを誇ほこる胸の前で、藍那は手のひらを組み合わせる。

「わたし、心配して──ひゃっ」

　藍那がスカートの裾すそを押さえた。いきなり、強い風が吹ふいたのだ。

（むっ……）

　内心で武詞は唸うなる。残念ながら、スカートの中身を拝むことは出来なかった。まあ、小説でもない限りそんな幸運なドキドキラツキースケベはあり得ない。現実リアルというのは、いつでも砂のように無む味み乾かん燥そうな代しろ物ものなのである。

「もー……びっくりしちゃったぁ」

　藍那が言う。風に吹かれたが、長い髪は一切乱れず美しいストレートさを保っている。

「さて。まあとりあえず、お昼ご飯にしよっか」

　備え付けてあるベンチに、藍那は腰こし掛かけた。髪を敷しかないように気をつけている様子が窺うかがえるが、こういう気配りも美しい髪を保つ秘ひ訣けつの一つなのだろう。

「ああ、そうだな」

　藍那の隣となりに、武詞はどっかり腰を下ろした。

「両親がトレジャーハンターだと、苦労するよ」

　──トレジャーハンター。財宝を探し世界を飛び回る冒ぼう険けん家か。フィクションの中の存在だと思われがちだが、現代にも実在している。

　その宝探しハンテイングの内容は、沈ちん没ぼつ船のサルベージから人の立ち入らない遺い跡せきの探たん索さくまで幅はば広ひろく、中には巨きよ万まんの富を掴つかんだ人間もいたりする。

「わたし、憧あこがれちゃうな。とっても素す敵てきなお仕事じゃない」

　目を輝かがやかせて藍那がそんなことを言うが、

「ないない！　全然素敵じゃないよ！」

　武詞は全力で否定する。

「俺があの道楽両親のおかげでどんだけ苦労したか、藍那知らないわけじゃないだろ」

「んー、でも海外旅行に連れて行ってもらったりして、楽しそうだったじゃない」

「楽しくない！　あの二人について行くとろくなことにならないんだぞ！」

「あれ？　おじさんとおばさんって、最強と最高のトレジャーハンターなんでしょ？」

　そう言うと、藍那はサンドイッチを口にした。



    

  
    
      「それは自じ称しよう。実際はひどい有あり様さまだったんだよ。何度死にかけたことか」

　そうぼやくと、武詞はドングリをかじった。

「……えっと。たっくん……それは……？」

「昼飯だよ、昼飯。冷蔵庫の中身を全部持って行かれたから、緊きん急きゆう手段ってわけ」

　半分になったドングリを口の端はしでくわえると、武詞は怪け訝げんそうな藍那に説明する。

「ドングリって食べられるんだ……」

「これで結構栄養豊富なんだぜ。アク抜ぬきしとかないと、渋しぶくてたまらんけど」

「なるほどー。そうだったんだぁ」

　藍那は、素直に感心する。

「お前はいい奴やつだよ……」

「ほえ？　どういうこと？」

　武詞がしみじみ呟つぶやくと、藍那は目をしばたたかせた。

「そういうところだよ。……しかしどうしたもんかな。うちの現金はほぼ親父おやじの口座にまとめてあるしな……」

「んー……おじさんの口座なら、何とか窓口で下ろせないのかな……？」

　スマートフォンをブレザーのポケットから取り出すと、藍那は慣れた手つきで操作する。インターネットで調べているようだ。

「んー……委任状とか、武詞くんとおじさんの身分証明とか、あとハンコがいるみたい。Ｑ＆Ａサイト情報だけど、どう？　委任状とかはＦＡＸしてもらえるよね？」

　ちら、と藍那は武詞の顔を見てきた。

「んー……無理なんだよなそれが……」

　武詞は首を横に振ふる。

「銀行印とかそういう貴重品は屋根裏に保管してあるんだけど、屋根裏って親父が仕し掛かけた罠わなで一いつ杯ぱいなんだよ。親父自身解除できない程ほどの凶きよう悪あくなヤツ」

　──以前、父が保険証か何かを屋根裏へ取りに行ったことがあった。

　すると、屋根裏からは数十分間にわたって機械音や爆ばく発はつ音が響ひびき、戻もどってきた父の頭と背中には槍やりが刺ささっていた。それ以降、武詞は屋根裏には近づかないようにしている。

「そもそもＦＡＸとか自体無理だよ。どうせ、電話も繋つながらない奥地にいるからなぁ」

　言ってから、武詞はドングリを二つまとめて口に放ほうり込む。

「まあ、最低限水と野草さえあれば、半月やそこらは余よ裕ゆうで生きられはするけど……」

　これも、トレジャーハンター暮らしの影えい響きようである。危き機き一いつ髪ぱつの事態を繰くり返し繰り返し切り抜けているうちに、無駄に優れたサバイバル能力が身についてしまったのだ。

「ダメだよー、そんなの。お食事はちゃんとしたものを取らないと」

　藍那はむーっと武詞の顔を覗のぞき込み、

「ああ、そうだ。良かったら、うちで晩ご飯一いつ緒しよにどう？」

　それから、藍那はにっこりと微笑ほほえみかけてきた。

　非常にありがたい申し出である。これで食事の心配は要いらなくなる。

「……気持ちは嬉うれしいけど、遠えん慮りよしとく」

　だというのに、武詞は、首を横に振った。

「あれれ、どうして？」

「これは、チャンスなんだ。……ふっふっふ。藍那くん、これを見てみたまえ」

　傍らの鞄かばんから、武詞はあるものを取り出した。

「えーと、アルバイトの情報誌、フロム……？」

　表紙を読み上げながら、藍那は目をぱちくりさせる。

「うむ。残り僅わずかな所持金で買った」

「アルバイトするの？」

「そうだ。俺は今日から自活する。必要な金くらいは自分で稼かせいでみせる」

　家は一応持ち家だし、電気代その他は口座引き落としのはずである。となるとさしあたって必要なのは食費や通学費になるのだが、それくらいはアルバイトで十分稼げるはずだ。

「それはいいかもね」

　藍那が、情報誌を覗き込んでくる。

「ねえ、これとかどう？」

　そして、ページの片かた隅すみを指差してきた。

「どれどれ……？」

　藍那の指先に目を遣やってみる。

『スタントマン急きゆう募ぼ！　ダイナマイトで爆ばく発はつする工場から飛び出す簡単なお仕事です！』

「何だよこれ!?」

　武詞は仰ぎよう天てんした。どう考えても簡単な仕事ではない。むしろ命がけだ。

「たっくん、いつだったか冒険中に爆ばく弾だん投げつけられたんでしょ？　経験者じゃない」

　藍那が、無む邪じや気きに言う。

「そんな経験で優ゆう遇ぐうされたくないよ！……爆発はなし！　何か他の！」

「うーん……じゃあ、こっちは？」

　藍那が、別の募集を指差す。

『体力に自信のある方急募！　登山用の荷物を背せ負おって、カンチェンジュンガを踏とう破はしてみませんか？』

「これもおかしいだろ！　カンチェンジュンガって世界で三番目に高い山じゃないか！」

　標高は八千メートル超。熟練した登山家でも命を落とす危険が伴ともなう、恐おそるべき高こう峰ほうだ。

「つーかなんでコンビニ売りのアルバイト情報誌で募集してるんだよ！　普通は現地でシェルパっていう専門の人を雇やとうんだぞ！」

「でも、たっくんなら出来そうじゃない？　重い荷物を背負って戦ったことがあるんでしょ？」

　藍那が、呑のん気きなことを言う。

「結局戦ったのはお袋ふくろと親父で、俺は別に何もしてないよ！……あーもう、なんでこんな特とく殊しゆなのばっかピックアップするんだ！」

　ばん、と武詞は情報誌を閉じた。

「俺は、普ふ通つうのバイトがしたいの！」

「どうして？　たっくんなら、普通の人じゃ出来ないことが出来るのに」

　不思議そうに、藍那が聞いてくる。

「それがいやなんだよ！　俺が、俺が現代日本に溶とけ込むのにどれだけ苦労したか……！」

　──両親と共に世界を回り得た知識や能力は、現代日本で生活する上で何一つとして役に立たなかった。

　周囲から浮きまくり、先生を困らせ、武詞はひとかたならぬ苦労を味わった。思い出したくもない過去である。

「うーん……」

　武詞の叫さけびを聞くと、藍那は指を顎あごに当てて考え込んだ。

「前から思ってたけど、無理して普通に合わせることないんじゃないかな。たっくんはたっくんだよ。たっくんならではのいいところが沢たく山さんあるんだから、それを大事にしてみたら？」

　武詞の方を見て、藍那は少しだけ微笑む。

「『普通』って、きっと石ころみたいなものだよ」

「えっ……」

「じゃ、五限目、体育だから。わたしもう行くね」

　身の回りの荷物を片付けると、藍那は屋上を去っていく。

「おー、頑がん張ばれよー」

　その背中に適当な言葉を投げかけつつ、武詞は首を傾かしげた。

（……どういうことだ？）

　藍那の言葉の意味が分からないのだ。普通というのは、生活を無難に送る上でとても大切なことである。それを、石ころだなんて。

（……ま、いっか。俺も、とりあえず教室戻らないとな）

　ベンチから立ち上がり、ちらりと校庭を見やる。

　校庭には、ちらほらと体操服姿の生徒がいた。

（藍那のクラスかねー）

　体操服だというのに、生徒達はどこか優ゆう雅がな雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。それもそのはず、武詞の通う稲野大学附ふ属ぞく高等学校の生徒には、いわゆる良家の子息子女が多いのだ。

　よって、名士の令嬢たる藍那あたりはまだしも、トレジャーハンターの息子むすこである武詞には色々と不ふ釣つり合いで、実際苦労することもある。なのになぜここに通っているのかというと、それは自宅から通学できる唯ゆい一いつの附属高校だったからだ。

　──高校受験の時、武詞の母は三者面談で「高校を出ればトレジャーハンターになるのだから、その役に立つような勉強が出来る所がいい」という無茶苦茶なオーダーを出した。

　武詞としてはそんな人生設計はご免めんだったので、当時の担任と相談した上で、この学校へと入学。必死の勉強で必要な単位を取得し、早い段階で内部進学を決めた。

　その成績を元に両親を説得、大学進学の許可をとりつけ、今に至るというわけである。

（ま、高三でバイトが出来るってのもそのおかげだけども）

　そんなことを考えながら屋上を後にし、教室へ向かう。

（しかし、なんだこの『資格：‥宇宙人、未来人、異世界人、超ちよう能のう力りよく者』って。世界を大いに盛り上げるつもりかよ。なんでこんなおかしな求人ばっかり──）

　ぺらぺらと情報誌のページをめくりながら歩き、廊下の角を左に曲がって階段の踊り場に着いた、その瞬間。

「──えっ」

　武詞の目の前に、女子生徒が姿を現した。

「しまっ──」

　慌あわてて避けようとするが、間に合わない。向こうが、小走りだったのだ。

「おわっ！」

「きゃっ!?」

　激げき突とつ。バランスを崩くずし、武詞は倒たおれ込んだ。

「い、ててて……」

　後ろに跳ぶなりなんなりして、瞬しゆん時じにかわせるかと思ったのだが、体がついてこなかった。高校に入ってから両親のトレジャーハンティングに付き合っていなかったため、すっかり鈍なまってしまっているようだ。

「な、何が……」

　とにかく状じよう況きようを把は握あくすべく身を起こし、

「……うおっ!?」

　武詞は仰ぎよう天てんした。丁度、ぶつかった少女を押し倒すような形になってしまっている。

「や、やばい──」

　更さらに、困った事がもう一つ。

（こ……この……）

　──武詞の、右手に。

（この、感かん触しよくは……！）

　──何か、柔らかい感触が。

「あ、あ、あ……」

　おそるおそる、右手に目をやる。

「……おわあ!?」

　掴つかんでいた。

　間ま違ちがいなく、掴んでいた。

　女性の体で最も柔やわらかい部位を、掴んでいた。

「う、ん……」

　硬こう直ちよくしてしまった武詞の体の下で、ぶつかった相手が微かすかに声を上げる。

「もう、一体何が……きゃあああ!?」

　微かな声は、すぐに悲鳴へと変化した。

「あ、わわわ、っいやその！」

　慌てて体を起こし、その場から離はなれる。

「ち、違うんだ！　誤解なんだ！　俺、お、俺は──」

「…………」

　身を起こした少女が、武詞をきっと睨にらみ付けてきた。

（どどど、どうしよう!?）

　武詞は狼狽うろたえる。

（し、しかも……この子、めちゃめちゃ可愛いし！）

　艶つややかな長い髪かみに、整った顔立ち。切れ長の瞳ひとみは、魔ま法ほうじみたどきりとするような魅み力りよくを放ち、桜色の唇くちびるは瑞みず々みずしさと妖よう美びさとを合わせ持っている。

　スレンダーな体つきも魅力的だ。スカートから伸のびる脚あしはすらりと長く、腰こしはきゅっとくびれている。いわゆる、モデル体型というヤツである。

「……あっ」

　武詞を見るなり、女子生徒は一瞬目を見開いた。まるで、知っている人間に会ったような顔。

（あれ……？）

　武詞も、この女子生徒に見覚えがある。つい最近、どこかで見かけたはずだ。

（だ、誰だれだったっけ……？）

　しかし、思い出せない。動転するあまり、さっぱり記き憶おくが繋つながらないのだ。

（直接面識はないはずだけど、えーと、確か……）

　まじまじと見ていると、女子生徒は再び武詞を睨み付けてきた。怒おこっているようだ。

「あ、いや……」

　思わず気け圧おされてしまう。一体、どうなってしまうのだろう。

　武詞のよく読む小説なら、ハリセンで叩たたかれたり、超電磁砲レールガンを撃うち込まれたり、クソムシと罵ののしられたり、とにかくバリエーション豊かなひどい目に遭あう場面なのだが、さすがに現実でそういうことはないだろう──

「……何すんのよっ！」

　と思いきや、女子生徒はいきなり足を高々と上げてハイキックを繰くり出してきた。

「おわ──」

　予想外のことに戸と惑まどう武詞だったが、体は反応した。

「──っと！」

　ほとんど反射的にのけぞり、側頭部を狙ねらった蹴けりをやり過ごす。

（……ん？）

　瞬間、武詞の視界に何かが飛び込んできた。

　はね上げられた足の奥、スカートの中。まばゆく輝かがやく、純じゆん白ぱくの布。

（こ、これはっ……！）

　そう、紛まがう事なき──パンツである。

（み、みえ──）

　その眺ながめに愕がく然ぜんとした次の瞬間、武詞の後頭部に衝しよう撃げきが走った。

「ぐあっ……!?」

　というと聞こえがいいが、要するに武詞は柱に頭をぶつけた。驚おどろきのあまり、背後の警けい戒かいを完全に怠おこたっていたのだ。

「あ……う……」

　武詞はふらつき、その場に倒たおれ込む。

「……知らないっ！」

　薄うすれゆく意識の中、武詞が最後に見たのは、背中を向け去っていく女子生徒の姿だった。





「うっ……」

　目が覚めると、武詞はベッドの上に寝ねかされていた。

「ここ、は……保健室？」

　周りの様子を見る限り、そのようだ。一体、どうなっているのか。

「おー、やっと目が覚めたか」

　傍かたわらから、声がする。見やると、一人の男子生徒が携けい帯たいゲーム機で遊んでいた。

　わざとらしく緩ゆるめたネクタイに、わざとらしくずりさげたズボン。わざとらしく整えた眉まゆ毛げに、わざとらしくセットした無造作ヘアー。

「ああ……前まえ園ぞのか」

　何もかもがわざとらしいこの男子生徒は、名前を前園学まなぶという。武詞とは三年間同じクラスであり、なおかつ、



    

  
    
      「なんでそんな面めん倒どうくさそうなんだよ。親友に対して失礼だぞ」

　自じ称しよう武詞の親友でもある。

「目覚めて一番最初に見たのがお前の顔だったからに決まってんだろ」

　言いながら、壁かべに掛けてある時計を見やる。

「てかもう授業始まってるじゃないか。お前こんなところで何してんだよ」

　武詞が聞くと、学はわざとらしく髪かみをかき上げた。

「決まり切ってるじゃないか。親友が心配だから看病してたんだよ」

「よく言うぜ。どうせ授業サボる口実だろ」

　鼻を鳴らす。一年の頃ころからの付き合いだから分かるが、学はそんな殊しゆ勝しような人間ではない。

「へへ。ばれてたか。……ところで、親友よ。さっきはいいものを見させてもらったな」

　ゲームを中断すると、学は何やらニヤニヤし始めた。

「いい加減親友押しがうざくなってきたんだが。で、見たって何の話だ」

　きょとんとする武詞を見やってくる学は、なおもニヤついている。

「それはな、親友。お前が天あま賀がさんに蹴っとばされそうになってた光景だよ」

「だから親友押しは──っておいおい、待て待て待て！　今なんつった！」

「写真もあるぜ」

　驚く武詞に、学はタブレット型の端たん末まつを見せてくる。そこには、今まさに女子生徒の蹴りを食らおうとしている武詞の姿が映し出されていた。

「ど、どうやってこんなものを……」

「俺様を誰だと思っている。稲野で一番の情報通、前園学様だぜ」

　そう言ってふんぞり返ってから、学はまじまじと武詞を見てくる。

「……しかし、お前も勇ゆう敢かんだな。あの天賀さんに直接アタックするとは」

「いや、アタックというか単にぶつかっただけだって。……ところで、『あの天賀さん』ってどういうことだ？　有名なのか、あの子」

　武詞がそう訊たずねると、学は呆あきれたような顔をした。

「天賀佐さ希きさんを知らないのか。俺達とあの子、今年から同じクラスなのに」

「同じ、クラス……」

　クラス替がえ発表時の記憶が蘇よみがえる。そういえば、男子一同が「当たり」だなんだと随ずい分ぶんと騒いでいた気がする。

「稲野美少女ランキング五回連続首位、稲野彼女にしたい女子名めい誉よ女王、アイドル研究会による『この稲野女子がすごい！』最新版五部門制せい覇は。そのクールな佇たたずまいと、プライベートが一いつ切さい分からないというミステリアスさから、白の氷雨アイシクルレインと呼ばれてもいるんだぜ」

　学が、あれこれとマニアックなデータを並べ上げる。

「さすが異様に詳くわしいな……。しかし、そのネーミングはどうなんだ。そもそもIcicleって氷柱つららだし。二つ名的にいまいちだろ」

「二つ名なんて、カッコ良さげでなおかつ響ひびきが分かりやすけりゃ何でもいいんだよ。……まあそれはさておき、天賀さんはあまり人とも話さないし、男も軽々しく寄せ付けないんだ。だから、あれだけのやり取りをしたってのは凄すごくラッキーなケースなんだぜ」

「蹴りもらいそうになったのがラッキーとかどういう価値観だよ」

「……しかし、意外だな」

　武詞の突つっ込みをスルーすると、学はしみじみと語り始めた。

「お前はＣ組の木津さん──『このイナ』お嬢じよう様さま部門で連続優勝した黒髪の聖母ブラツクマリアこと木津藍那ちゃんと付き合っているとばかり思っていたんだが、天賀さん狙いだったのか」

「はぁ？　藍那とは単なる幼おさな馴な染じみだよ。……てかその二つ名もダメだろ。Black Mariaって囚しゆう人じん護送車とか霊れい柩きゆう車しやって意味があるんだぞ。女子高生につけるには不吉すぎだって」

「幼馴染み？　嘘うそつけよ。これはもう幼馴染みの枠わくを超こえてるだろ」

　そういうと、学は端末を差し出してくる。端末には、屋上で情報誌を覗のぞき込む武詞と藍那の画像が表示されていた。角度のせいか、まるで抱だき合っているように見える。

「変な写真撮とんな！　今すぐ消せ！　消さないと幸運のスピンキック入れるぞ!?」

「お前に蹴られてもラッキーとは言わないよ。……で、本当のところはどうなんだ？」

「本当も何も、全まつたくないって！　そんな風に考えた事もないよ！」

　そう、全く意識していない。小さい頃から近しいので、かえって何とも感じないのだ。

「……ううむ、あの子でもないのか。何だお前、好きな子でもいるのか？」

　喚わめく武詞に、学はそんなことを聞いてきた。

「好きな子、か──」

　ふと。脳のう裏りに、一人の女性の姿が浮かぶ。

「お？　お？　なになに、恋こいのお悩なやみか？　困っているなら、この早耳の悪魔スピードデーモン、前園学さんが相談に乗ってやるぜ」

「もう二つ名突っ込まないからな。……別にそういうわけじゃないよ」

　そう言ってから、武詞はふっと遠い目をしてみせた。

「……相手は、次元が違うんだよ」

「アイドルか何かか？」

「どうだろうな。……じゃ、俺は授業行くからな」

　学の問いを適当に流すと、武詞は立ち上がった。

「おい、もう平気なのかよ。相変わらず頑がん丈じような奴やつだな」

「普通の生徒たるもの、サボりなど言語道断だ」

　目を丸くしている学をほったらかして、武詞は歩き出した。

　──この日を境に、武詞の人生は思いも寄らない方向に転がり出すことになる。そのことに、気づきもせずに。





「やめてよ！　シロウトがそんなロボット、動かせるわけないでしょ!?」

　叫さけんだはなめを、梯はし子ごの上から宗そう輔すけが見下ろした。

「素人しろうと……？」

　彼の顔は暗がりの中で、はっきりとは見えなかった。ただ彼女には、瞬しゆん間かん、彼の目がぎらりと光ったように思えた。そして──きっと錯さつ覚かくだったのだろうが──彼がぞっとするような笑えみを浮うかべた気がした。

「俺は素人ではない。専オ門タ家クだ」





「素晴らしい……」

　溜ため息いきをつきながら、武詞は本を閉じる。何度も読み返したシーンだが、それでもわくわくしてしまう。なんとカッコいい場面だろうか。

　学校が終わって帰宅するなり、武詞は自分の部屋にこもって小説を読んでいた。本当はアルバイト探しに取り組むつもりだったのだが、ついつい小説に手が伸びてしまったのだ。

　読んでいたのは、羽は東とう招しよう二じ著、藤ふじ江えファンタスティック文庫出版の小説『フルオタク・パニック！』だった。武詞にとって、バイブルとでも言うべき小説シリーズである。

「ふぅ……」

　表紙に目を落とす。そこには、一人の魅力的な美少女が描えがかれていた。

「面おも白しろいよなぁ……フルオタ」

　──出会いは、学校の図書室だった。何気なく文庫コーナーを歩いていて、シリーズの一巻である『ただ買うボーイ・ミーツ・ガール』を見つけたのだ。

　特に深く考えず読み出して、武詞はすっかりハマってしまった。

　都立内うちん代だい高校に通う千ち鳥どり橋ばしはなめの元に、嵯さ峨が宗輔と名乗る少年が現れる。そんな感じでスタートする物語は、スリルとアクション、そしてときめきと感動が一いつ杯ぱいで、クライマックスはカッコいいロボットが大活かつ躍やく。様々な要素が、たった一冊に込こめられているのだ。

（こういう世界なら、普ふ通つうじゃなくてもいいよなぁ）

　特別であることで、損をしない。イヤな思いをしない。むしろ、特別故ゆえに様々な活躍が出来る。架か空くうの話なのに──心の底から、羨うらやましい。

　小説の世界は夢で一杯なのである。現実に夢がないことの、裏返しとして。

「…………」

　ふと、その時。武詞の脳裏に、昼間の出来事が蘇った。

（やっちゃったなぁ……）

　後こう悔かいが押し寄せてくる。同じクラスにいるということは、これからも顔を合わせるということだ。気まずいなんてものではない。

（現実の女の子は、厳しいなあ……）

　溜息をつきながら、口絵を開く。そこにいるのは、表紙と同じ髪かみの長い美少女だ。

「はなめちゃん……可愛いぜ……」

　ヒロイン、千鳥橋はなめ。美少女で、勝ち気。でも優やさしく女の子らしいところもある。まさに、武詞のストライクゾーンどんぴしゃりなのだ。

（ふぅ……癒いやされる……）

　ページをめくり、モノクロのイラストも眺ながめる。怒おこった顔、笑顔、泣き顔。様々な表情を見せる彼女は、どのイラストでも魅み力りよく的だ。

「……おし！」

　なんだか元気が蘇ってきた。武詞は起き上がり、ＰＣの前に座って電源を入れる。

（日課、日課と）

　時間のかかる立ち上がり──大分旧式なのだ──を待って、ブラウザを起動。ブックマークから、とあるサイトにアクセスする。

「デ・ドウナン中央発令所」。作品に出てくる潜せん水すい艦かんから名前を取った、フルオタのファンサイトである。

　──稲野高校で苦労することというのが、趣しゆ味みについて。同好の士がいないのだ。なんせ、趣味が乗馬、バイオリンの演奏なんていう手合いがごろごろいるのである。いわゆるライトノベルで盛り上がれる仲間など、少なくとも身の回りでは皆かい無むなのだ。

　そんな武詞でも、唯ゆい一いつ己おのれを解き放てる場所がこのサイトだった。ここでなら、思う存分作品の話が出来るのだ。家では勿もち論ろん、学校でもパソコンルームでアクセスしたりしている。

「これより、ブリーフィングを開始するー」

　作中の台詞せりふを呟つぶやきながら、トップページから掲けい示じ板ばんのリンクをクリックする。

「キャラへの愛を叫ぶスレ12」「メカ・ロボット立体化要望スレ」「粟あ生お姐ねえさん専用スレ４」「京きよう子この髪をポニーテールにしたいぽに」。様々なスレッドが、画面に表示されていく。

（お。えらく伸のびてるスレがある）

　その中の一つに、武詞は目を留めた。

（考察スレかぁ）

　フルオタはとても設定がしっかりしている。それについて、マニアックな読者が分ぶん析せきしているのだ。

『投とう稿こう者　アイランド西口

　ムダ・ドライバの原理は、やっぱりはなめが口走ったＷＡＲＯＳという言葉がキーだと思う。現状、オタクのエネルギーを力にするという曖あい昧まいな感じだけど、作者は設定マニアだから相当作り込んでるはず。ソビエト連れん邦ぽうが崩ほう壊かいしていないという設定や、二巻「ポチるワン・ナイト・スタンド」で出てきた指揮官の呼び方についての丁てい寧ねいな解説からも──』

（すごいなぁ……）

　何となく読み流してしまいそうな部分も、しっかりチェックしている。同じ読者として、見習いたい姿勢である。

（……ん？　新スレ？）

　ふと、武詞は新たなスレッドに気づいた。タイトルは、「三巻情報！」となっている。

（おお、新刊が出るのか！）

　胸をときめかせながら、書き込みを読んでみる。

『投稿者　管理人＠毎日ＥＣＳ

　昨今珍めずらしいであろうファンサイトですが、盛り上げて頂き感謝してます！

　さて、今月20日に発売される新刊ですが、とらのまきで購こう入にゆうすると店てん舗ぽ特典として、西にし季き童どう子じ先生による描かき下ろしイラストカードが手に入ります。参考ＵＲＬは──』

「イラスト、カード……!?」

　次の瞬間、武詞は書き込みの中にあったリンクをクリックしていた。

　飛んだ先は、とらのまきなるアニメショップのサイトだった。何やら、十八歳未満は入ってはいけない的な注意書きが表示されている。アニメショップだけに、おそらく十八禁の商品を取り扱っているのだろう。

（俺、もう十八だしな。大だい丈じよう夫ぶ大丈夫）

『はい』のボタンを押し、ページに飛び、

「お、おおおおおお！」

　武詞は歓かん喜きの声を上げた。

「はなめちゃん、はなめちゃんが……水着に……!?」

　アップされている画像は、水着を着たはなめだった。

「これは……入手せねば！」

　行動は早かった。即そく座ざにサイトのトップへと移動、店舗情報を調べる。

（ここかっ！）

　近い店舗は、一いつ本ぽん橋ばしという場所にある庵あん波ば店。電車で三十分程ほどの距きよ離りだ。

「行くぞ！」

　武詞は、気合いを入れたのだった。





（で、来てはみたものの──）

　20日、土曜日。学校が休みということもあり、武詞は早さつ速そく一本橋に到とう着ちやくしていた。

（……ここは、一体どういう場所なんだ……!?）

　そして愕がく然ぜんとしていた。

「一度、是ぜ非ひお帰りください♪」

　四よつ辻つじで、沢たく山さんのメイドさんがビラを配っている。

「あっ、爪つめ壊こわれたわ」

「ダメダメ！　二回はダメ！」

　ピアスやらシルバーアクセやらを身につけた数名の男性が、輪になってポータブルのゲーム機を操作している。

『宇宙人の本買うて』

　そんなのぼりを立てたリヤカーを、おじいさんが引いて歩いている。

（な、なんだこのちぐはぐさは……）

　もう少し、雰ふん囲い気きにまとまりがあると思っていた。バンダナに指空き手て袋ぶくろにアニメＴシャツ──というイメージは少々古いかもしれないが、それにしてもばらばらである。

　派手な色の髪をしたゴスロリの女性が、武詞の脇わきを通り過ぎる。続いて、スーツをばっちり着込んだ男性が現れる。その男性の次にやってきたのは、背中に正義と書かれたコートを羽織った集団だ。

（ゴスロリ、サラリーマン、そして……海軍……？）

　実に支し離り滅めつ裂れつな通行人達である。何というか、統一感が欠片かけらもない。

（……い、いかんいかん！）

　そこで我に返った。自分は一本橋の人間の生態を観察しに来たわけではない。

（俺は、イラストカードを手に入れに来たんだ）

　武詞は、目の前の雑居ビルを見上げる。二階の窓に、『とらのまき』と書かれたオレンジ色の看板が取り付けられている。

（さあ、入るぞ……！）

　店の中に、足を踏ふみ入れる。

　広い入り口の中央部分には大きな台があり、色々な商品が並べられている。入って左側の壁かべの棚たなには雑誌、右側の壁の棚には文庫本が陳ちん列れつされていた。

（こっちだ！）

　右側にダッシュ。文庫本のタイトルを一気にチェックする──あった。棚の奥の方に、『フルオタク・パニック！』三巻『釣つれるイントゥ・ザ・ブルー』が積まれている。

（よし、よし！　特典ゲット──って、あれ……？）

　早速手に取りかけ、ふと武詞は動きを止めた。本の包装に、手書きのカードが貼はられているのだが、そのカードに「店舗特典・特製しおりが付いてきます」と書かれているのだ。

（しおり……なんで？）

　一体どういうことなのだろう。とらのまきの特典は、イラストカードではないのか。

「後ろ失礼しまーす」

　武詞が困こん惑わくしていると、そんな声が掛かけられた。

「あ、すいません」

　通行の邪じや魔まになっていたらしい。慌あわてて棚に体を寄せる。

「失礼しまっす」

　声の主は、エプロンをつけた女性だった。髪を頭の後ろで二つに縛しばっている。

（店員さん……かな？）

　丁度いいタイミングである。武詞は声を掛けてみることにした。

「あの、すいません」

「はいはい？」

　武詞の後ろを通り抜ぬけたところで、振ふり返ってくる店員さん。

「この本の特典はイラストカードだって、サイトに書いてあったと思うんですけど──」

（よしよし）

　すらすらと喋しやべりながら、安心する。メイドさんだなんだと超ちよう現実的な存在でペースを乱されかけていたが、落ち着けばちゃんと普ふ通つうに振る舞まえるのだ。自信が湧わき上がってくる。

「あー、あー……」

　しかし。武詞の話を聞くなり、店員さんは苦く笑しようした。

（あ、あれっ!?）

　湧き上がってきた自信が一いつ瞬しゆんで消しよう滅めつする。気づかないうちに、何か変なことを言ってしまったのか。普通じゃない発言をしてしまったのか。

「こちらへどうぞー」

　そう言って、店員さんは店の外へと歩いて行った。

（えっ、えっ？）

　意図の掴つかみにくい反応である。混乱しながらも、武詞はひとまずついて行く。

「イラストカードは、うちの特典じゃないんですよね」

　店の前に立つと、店員さんはそんなことを言った。

「うちの特典じゃ、ない……？」

「それはうちじゃなくて、とらさんの特典なんですよ」

　言いながら、店の入っているビルを見上げる。

「えっ、でも……」

　武詞も一いつ緒しよになって見上げる。

「そこの、ビルの窓にとらのまきって看板が……」

「下、下。もう少し下です。軒のきというか庇ひさしというかそういうところ」

「下……？」

「そうそう」

　言われるがままに、目線を下にやる。

　店の軒に、黄緑色の垂れ幕が出ている。垂れ幕には、店の名前とケモノ耳をつけた少女のイラストが描えがかれていた。

「ゲーマード……庵波店？」

　とらのまきではない。一体、どういうことなのか。

「はいー。このビル、一階と二階で別の店が入ってるんですよ」

「そ、そうなんですか!?」

　武詞は仰ぎよう天てんした。同じ業種の店が雑居しているビルとは、激戦区にも程がある。

「ええー。初めて来た人は結構間ま違ちがえちゃうみたいで」

　店員さんはあはは、と笑う。

「そ、そうだったんですか……」

　どうも、調査が足りなかったようだ。イラストカードで浮うかれすぎていた。反省である。

「二階と三階がとらのまきさんです。そこの階段から上ってくださいねー」

　店員さんはてきぱきと説明する。慣れている所からして、本当によくある事なのだろう。

「ども、ありがとうございました」

　武詞は、心からの礼を言う。最後の最後で、危あやうく行き詰づまってしまうところだった。

「いえいえー。それでは」

　笑顔えがおで返してくる店員さん。

（いい人だなー。ありがたいありがたい）

　改めて感謝しながら、武詞は店員さんが指し示した場所へと向かった。

　そこは、ゲーマードの入り口の横。両開きの扉とびらがあり、扉の奥には二階へ続く階段が見える。一階部分と二階部分では入り口が別になっているタイプのビルなようだ。

（おー、すごいな）

　開放されている扉から中に入るなり、武詞は驚おどろく。階段の壁一面に、様々な大きさのポスターが貼られているのだ。

　ひときわ目立つのは、メガホンを持った女の子のイラスト。確か、とらのまきのイメージキャラクターである。名前は、真ま黄きちゃんというはずだ。

（このキャラ結構可愛かわいいよなー）

　そんなことを考えながら、折り返しの階段を上る。幅はばは狭せまく、下りてくる人がいたらかなり大変そうである。互いに端はしに寄らないと、すれ違うのも難しそうだ。

（おし……到着！）

　上り切るなり、武詞はほっとした。全然難しくない行程だったはずなのに、やたらと苦労したような気がするのだ。

（いざ、行かん！）

　勇ゆう躍やくといった感じで、武詞は店内へと足を踏み入れた。

「おお……」

　途と端たん、声が漏もれてしまう。

　階段の狭さとは対照的に、フロアは広々としていた。その空間に、ありとあらゆるオタクアイテムが所ところ狭せましと置かれているのだ。

　漫まん画が、ライトノベル、フィギュア、ブルーレイ、ＣＤ、同人誌。大半は見たこともないタイトルばかりだ。

（ふむふむ……）

　だというのに、武詞は一つ一つの棚を見て回ってしまっていた。商品に付けられている作品紹しよう介かいが、やたらと面おも白しろいのだ。

『秘められし闇やみの力が目覚めた奴やつ集まれー←これタイトルです』

『大人気サークル【かるでらレイク】が贈おくるタイサニオンリー“〝兎とにも角にも”〟新刊「ラッキーフライト」！　なんと旅客機のパイロットコスです！』

『合体ロボットがちょーかっこいい！　作者さんやる気マンマンだぜー！』

『ボカロメタルの大おお御ご所しよの４ｔｈ。楽曲は相も変わらずの鋼鉄一直線。勢い余ってメイデンなはご愛あい敬きよう。はイングヴェイのカヴァー。こだわりすぎの選曲についニヤリ』

『迷わず買えよ。買えば分かるさ！　※返品はご遠えん慮りよ願います』

　色々なものがあるのだが、全すべて手書きである。一つ一つの紹介は、ストレートだったり捻ひねっていたりと様々だが、共通して作品への深い愛情が伝わってくる。

（すごいな……）

　ゲーマードに入った時は、色々いっぱいいっぱいで分からなかったのだが、アニメショップという場所は、本当に──本当に、凄すごい。

（しかも、結構人がいるんだな）

　辺りを見回すと、客の姿が沢たく山さん目に入る。土曜の午前中、というのもあるのだろうか。

「園その花かちゃーん、ちょっとこっち手伝ってくれない？」

「はーい！……降臨！　満を持してー！　ばひゅーん！」

　店員さんも、随ずい分ぶんと忙いそがしそうである。

　店員さん達が身につけているのは、スカートを主体にした服とエプロンである。おそらくは、制服なのだろう。

（ふむふむ、これは……）

　ウェイトレスを彷ほう彿ふつとさせるオシャレな雰ふん囲い気きだが、一方で動きやすさも考こう慮りよされているようでもある。それでいて、しっかり可愛らしくまとめている。実に素す晴ばらしい──

『みんなー！　だきしめてー！』

「おわっ……？」

　驚く武詞。いきなり、傍かたわらで大きな声がしたのだ。

『運河の！　果てまでー！』

　声の発生元は、一台のモニターだった。ライブの映像が大音量で流されているのだ。

（声優さんかな？）

　アイドル風の衣い装しようを着た女性が、ステージの上で踊おどりながら歌っている。とても可愛い。

（ふむ……）

　ついつい足を止めて見入っていると、武詞の隣となりに一人の男性が立った。

（……ん？）

　武詞は目をしばたたかせる。この男性、若じやつ干かん様子がおかしいのだ。腕うでまくりし、前ぜん屈くつしたり首をこきこきいわせている。何やら、今から運動を始めるかのような様子だ。

　一体何をするつもりなのか、と武詞が怪け訝げんに思ったその瞬間。

（んんんんんんん!?）

　男性は、いきなり画面の中の女性とまったく同じ振り付けで踊り始めた。

　試合中のアスリートの如ごとき、真しん剣けんな面おも持もち。遊びではない、本気の空気が伝わってくる。

『キリッ☆』

　キメのポーズも完かん璧ぺきなタイミングで再現しているあたり、凄すさまじい練習量が感じられる。

（ど、どういうことなんだ……）

　訳が分からないが、とりあえず邪じや魔まをするのは悪いような気がしたのでその場を離はなれる。

（てか、おいおい。本来の目的忘れてないか俺）

　いつの間にか、脱だつ線せんしていた。アニメショップの雰囲気に飲まれてしまっていたようだ。

（えっと、ライトノベルのコーナーは……ここだな）

　壁かべ沿いの棚たなの前まで来て、武詞は立ち止まった、棚にも、その前の台にも、ずらりと文庫本が並んでいる。

（伝撃に、ＮＦ……藤江ファンタスティック文庫は……こっちかな）

　台に並べられた作品の表紙に目移りしつつ、武詞はコーナーの端はしの方へ移動する。

（よーし、発見だ）

　見覚えのある背表紙が並んでいる一角に到とう着ちやくした。気持ちが一気に浮き立つ。

（並びは……作者名順か。はとう、はとう……あった！）

『ただ買うボーイ・ミーツ・ガール』。『ポチるワン・ナイト・スタンド』。武詞が何度となく読みまくった既き刊かんが並んでいる。そして、三巻は──

「──あれ？」

　ない。新刊が並んでいない。台にあるのかと見てみるが、そちらにもない。

（どうなってるんだ……？）

　まだ、届いていないのだろうか。それとも、別の場所にあるのだろうか。

　弱り果てて、周りをきょろきょろする。

（お、丁度いいところに──）

　少し離れたところに、一人の店員さんがいた。他ほかの店員さん達と同じ制服を着ていて、文庫本で満まん載さいの台車を押している。武詞に背中を向けて立っていて、顔は分からない。

「あの、すいませーん」

　早さつ速そく声を掛かけてみる。新刊の在あり処かを訊たずねよう。

「はーい」

　振ふり返る店員さん。

「えっ──」

　瞬間、武詞は呆あつ気けにとられた。

「君、は……」

　長い髪かみに、整った顔立ち。切れ長の瞳ひとみと、桜色の唇くちびる。すらりと伸のびた脚あしに、出るところは出て締しまるところは締まっている体つき。

　髪を結んでいたり、例の制服を着ていたりと、雰囲気は少し違う。しかし、間違いない。

「天賀、さん……？」

　つい先日、廊ろう下かで激げき突とつした女子生徒──天賀佐希だ。

「え、え？」

　戸と惑まどってしまう。

　その服装は、何なのか。彼女はここで何をしているのか。いや、見るからに店員をやっているのだろうが、学校で人気らしい彼女と今の姿とがどうにも結びつかない──

「いかがなさいましたか？」

　武詞が唖あ然ぜんとしていると、佐希は笑顔えがおでそう訊たずねてきた。

「えっ……？」

　学校での事などなかったような、そもそも武詞と初めて会ったような、そんな態度だ。

「何か、お探しですか？」

　重ねて、佐希が訊ねてきた。

「えっ、あっ──」

　武詞は狼狽うろたえる。

「その、フルオタの、えーと……」

　頭が混乱して、上う手まく言葉が出てこない。

「あ、『フルオタク・パニック！』の最新巻ですね。こちらへどうぞ」

　武詞の挙動不ふ審しんさを気にした様子もなく、佐希は歩き出した。

「は、はい」

　言われるがまま、武詞はその後ろについて行く。

（別人、なのかな……？）

　しかし、それにしてはあまりに似すぎている。一体、どういうことなのだろう。

「こちらの新刊台です」

　佐希が足を止めたのは、フロアの中央辺りの場所だった。平らな台の上に、様々なライトノベルがずらりと陳ちん列れつされている。

（……あ、あった！）

　その一角に、フルオタ三巻が二列並べられていた。早速、手を伸ばして一冊取ってみる。

　ビニールで綺き麗れいに包装されている。裏返してみると、イラストカードが同どう封ふうされていた。

　水着姿のヒロインのイラスト。欲ほしくて欲しくてたまらなかった特典である。

「おおっ……」

　息を呑のむ。やはりネットで見るのと実物とでは全然違う。何と魅力的な絵だろう。

「では、失礼いたします」

　感動する武詞にそれだけ言い残すと、佐希は歩き去っていった。

「……あっ」

　我に返って呼び止めようとした武詞だったが、佐希はあっという間にさっきいた場所まで戻もどっていた。台車の脇わきにしゃがみ、何かの作業をしている。

（真剣な、顔だな……）

　つい先さき程ほどまでの笑顔や、学校での雰囲気とはまったく違う、ひたむきな表情。

　──とても、また戻って話しかけられるような空気ではなかった。





（なんだったんだろう……）

　週明け。学校の自分の机に頬ほお杖づえをつきながら、武詞はあの日のことを思い返していた。

　色々なことがあったが、最後のは極きわめつけだった。学校で人気の美少女が、アニメショップでアルバイトをしていたのだ。インパクトが、あまりに強すぎる。

（やるべきことをやらないといけないんだけど……）

　やるべきこととは、勿もち論ろんアルバイト探しである。電車に乗って一本橋へ行きフルオタの三巻を買った結果、いよいよ所持金はゼロ寸前なのだ。

　この前買ったアルバイト情報誌は、机の上に広げてある。だが、読もうとしても中々頭に入らない。店員姿の佐希ばかりが頭に浮うかんできてしまう。

（そもそも、なんで俺はこんなに天賀さんのことを気にしてるんだ……？）

「ん？　どうした、何やってんだ？」

　考え込む武詞に、学が近づいてきた。

「バイト探してんだよ」

　適当な返事を投げると、学は瞳を輝かがやかせる。

「バイトかー。楽しそうだよなー。俺も一回やってみたいわ」

　おそらくは、アルバイトに憧あこがれがあるに違いない。その辺は、やはり稲野に通うおぼっちゃんだということなのだろう。

「……ああ、そうだ」

　丁度いいタイミングである。佐希について、少し聞いてみよう。

「なあ。天賀さんって、アルバイトしてたりすんのかな？」

「うーん……そういう話は聞いたことないな。もう内進決まってるし、バイトしててもおかしくはないんだけど」

　武詞の机に腰こし掛かけながら、学は話し始める。

「ああ、内進コースなのか」

　ちなみに内進とは内部進学の略で、要するに佐希も武詞と同じくエスカレーターで大学に行くということを意味している。

「バイト申しん請せい制度みたいのがあったら分かるんだけど、稲野はそういうのないしなー」

　学は残念そうだった。情報通として悔くやしいところなのだろう。

「そういやそうだな。やりたきゃ好きにやれって感じだし」

　武詞は頷うなずいた。良家の令れい嬢じよう子息が集まる学校の割に、その辺は随ずい分ぶんとおおらかなのだ。

「とにかく、学校にいる時以外の彼女については完全に謎なぞなんだ。俺も独自のルートから様々に調査は行ってるんだが、未いまだに有力な情報は──って、おい。ちょっと待て」

　ふと、学は武詞の顔をまじまじと見てきた。

「なんでお前、そんなことが知りたいんだ？」

「いや……別に、大したことじゃないよ」

　もごもごと誤ご魔ま化かす。まさか、アニメショップで佐希そっくりの店員さんを見たと言う訳にもいかない。

「……ははーん」

　いきなり、学がニヤニヤし始めた。

「さてはお前、あれだな。天賀さんを狙ねらってるんだな」

「ち、ちがうよ！　何言ってるんだお前！」

　椅い子すから腰を浮かす武詞。明らかな誤解である。

「やめとけやめとけ。この三年間で、何人の男子生徒がフラれたと思ってるんだ」

　肩かたをすくめる学。

「五十七人だぞ、五十七人。フラれた中には全国模試七位の曽そ根ねや、当時野球部主将だった滝たき井い、あと甲こう南なんみたいなのまでいるし。甲南くらいは知ってるだろ。甲南グループの御おん曹ぞう司しの甲南芦あし矢やだよ。お前じゃまあ無理だって」

「聞けよ人の話を！　俺はただ──」

「庫川武詞くん。ちょっと、いいかしら」

　必死で否定していると、横合いから話しかけられた。

「今取り込み中だから──え？」

　少し、聞き覚えのある声である。誰だれだろうと横を向いて、

「……うおっ!?」

　武詞は仰ぎよう天てんした。

「あ、天賀……さん!?」

　そう、佐希である。真横に立ち、武詞の顔をじっと見てきている。

「少し話があるの。屋上まで来てくれないかしら」

　呆ぼう然ぜんとする武詞に、佐希はそんなことを言ってきた。





「その、話って……一体何？」

　屋上に、武詞達以外の生徒の姿はなかった。完全に、二人っきりである。

　佐希はというと、屋上に来てからというもの、一言も発していなかった。ずっと何かを考えているような様子で、長い髪を風になびかせている。

（ま、まさかこれは……）

　つい、期待してしまう。もしかしたら、何らかの理由でフラグが立っていたのではないか。もしやこれから自分は、佐希に、告白をされることになったりするのでは──

「この前、ぶつかった時の事だけど」

　などというのは、所しよ詮せん妄もう想そうだった。

「あんた……わたしの胸、触さわったわよね」

「!?」

　単刀直入極まりない切り出し。

「えっ、あっ、いや……あれはその……不ふ可か抗こう力りよくというか──」

　慌あわてて言い訳を並べるが、

「とってもいやらしい手つきで、じっくりと触ったわよね。違ちがうとは言わせないわよ」

　佐希はそれを封ふうじるように畳たたみかけてくる。

「そ、そそ、それは……」

　違う、とはとても言い切れない。

「あんた、内進らしいけど。もしわたしがこのことを学校に相談したりしたら、一体どうなるでしょうねぇ？」

「──っ！」

　背筋を寒気が貫つらぬく。

　こんな不ふ祥しよう事じが学校に知られれば、内部進学は絶望的だ。そうなると、最も早はや両親と共にトレジャーハンターとして生きていく以外道はなくなってしまう。あまりに──悲ひ惨さんだ。

「……今すぐ訴うつたえ出てもいいんだけど、条件次し第だいでは見み逃のがしてあげてもいいわよ」

　恐きよう怖ふに震ふるえ上がる武詞に、佐希はそんなことを言ってきた。

「ほ、本当に!?」

　反射的に食いついてから、はっと気づく。

（ま、まさか……強ゆ請すられるのでは……!?）

　それはそれでまずい。何しろ所持金はほとんどゼロなのだ。ヨドガワカメラのポイント支し払はらいを受け付けてくれれば話は別だが、多分無理だろう。

「その、俺……いや、僕は、あんまりお金持ってなくて……両親は今ブラジルだし……」

　交こう渉しようすべく、武詞がおそるおそる話し始めたところ、

「……はぁ？　あんた何言ってんの？　お金を脅おどし取ろうなんてつもりないわよ」

　佐希は、眉み間けんにしわを寄せた。心外だ、と言わんばかりの口調である。

「あ、あれ？　そうなの？」

「条件はこうよ。うちの店でバイトして頂ちよう戴だい。そうすれば、学校には黙だまっててあげるわ」

「うちの、店……？」

　一いつ瞬しゆん、理解が追いつかなかった。

「何言ってるの。土曜日に、来たでしょう。あの店よ」

　目をぱちくりさせる武詞に、佐希は命じる。



「とらのまき庵波店。そこで、アルバイトをしなさい。わたしと一いつ緒しよに」



    

  
    
      　　超ちよう大変だよ。オタク仕事だと思って舐なめてると痛い目を見るよ。俺みたいに。




（履り歴れき書に、メモ用紙に、ボールペンに……）

　鞄かばんの中をチェックする。

（忘れ物は、ないかな）

　うむと頷くと、武たけ詞しは目の前の階段──とらのまき庵あん波ば店につながる階段を見やる。





「面接は、今週の金曜日よ。学校が終わったらすぐに来なさい」

　有う無むを言わさぬ口調で、佐さ希きが言った。

「で、でも僕……その、本屋さんで働いたことなんてないし──」

「ふーん」

　鼻を鳴らすと、佐希は懐ふところから何やら紙を取り出し、無表情で読み上げる。

「バイトするなら『とらのまき』！“〝好き”〟から始める幸せなシゴト。コミックやＤＶＤがいっぱいの職場です！　好きな物に囲まれた楽しいアルバイトはどうですか♪　元気に『いらっしゃいませ！』からはじめよう！　週二、三日からＯＫ！　学生歓かん迎げい、交通費支給（上限あり）」

　紙を仕し舞まうと、佐希は胸を反らした。

「さあ、働きたくなったでしょう」

「いやその、感かん嘆たん符ふだらけのＰＲ文を淡たん々たんと読み上げられても単に不気味というか……」

「繰くり返しになるけど」

　難色を示す武詞に、佐希は鋭するどい視線を突つき刺さしてくる。

「逃にげたりしたらバラすから、そのつもりでいなさい」





　そう言われては、逆らえない。武詞は大人しく履歴書にプロフィールを記入し、証明写真を貼はり付け、それを持参して店にやってきた。

（まぁ、バイト探してたわけだし……それに、『わたしと一緒』にって……いいよなあ……）

　何より、この言葉がポイントである。何だか、とても甘かん美びな響ひびきだ。

（もしかして、これをきっかけに……仲良くなったりなんてことも……）



『あら大変。棚たなの一番上に手が届かないわ』

『はいどうぞ』

『ありがとう。武詞くんって素す敵てきね』

『いやーはっは』

『話してみると結構普ふ通つうの人だし』

『いやーはっは』

『実は前から気になってたの。わたしと付き合って』

『いやーはっは』



（これだ！　これだよ！）

　思わずニヤついてしまう。細部が適当だが、大筋の流れとしてはあってもいいはずだ。

（おーし、頑がん張ばるか！）

　モチベーションが高まる。おしっと気合いを入れ直すと、武詞は階段を上った。

（さて、どうしたもんか……）

　店内に入り、きょろきょろと辺りを見回す。

「……ん」

　と、一人の女性店員さんと目が合った。レンズの厚い眼鏡を掛かけ、髪かみは太い三つ編みにしている。

「おやおや。もしかして」

　そう言うなり、女性店員さんは武詞に駆かけ寄ってくる。

「あなたが、庫くら川かわ武詞くん？」

「あ、はいそうですけど……」

「やっぱりー！　聞いてた通りの人だわ～」

　女性店員さんは、にこやかに言う。

（話しやすそうな人だな）

　アニメショップの店員さんというと、何となく大人しい人が多いという風にイメージしていたのだが、随ずい分ぶんと快活で明るい雰ふん囲い気きである。

「わたしは朝あさ霧ぎり舞まい子こっていいます。よろしく！」

　自己紹しよう介かいしてくる店員さん。

「よろしくお願いします」

　武詞も軽く頭を下げる。よし、普通にこなせている。

「面接よね？　事務所でやるから、こっちへどうぞー」

　そう言うと、舞子と名乗った店員さんはフロアの外へ出た。

「はい」

　その後に武詞はついていく。

「事務所は上にあるんじゃよー」

　そう言うと、舞子は階段を上る。

「こっちこっち。店長も社員さんも中にいるから」

　三階部分の踊おどり場で、舞子は立ち止まった。

「中、ですか？」

　武詞は右側にあるフロアを覗く。何やら、熱気が充じゆう満まんしている。

「逆逆ー。そっちは売り場よー。事務所はこっちなのよさ」

　言いながら、舞子は左側に歩き出す。





　そちら側は廊ろう下かになっていた。色々なものがぎっしり詰まっている感じのあった店内とは、随ずい分ぶんと印象が違う。殺さつ風ぷう景けいというと大げさだが、いかにも「舞台裏」という趣おもむきがある。

　少し行くと、右手に扉とびらがあった。この扉も、よくあるビルの扉そのままな感じである。

「ちーす。例のバイト候補くん連れてきましたよー」

　扉を開けて、中に呼びかける舞子。

（……俺のこと、話題になってるのかな？）

　首を傾かしげる武詞の前で、舞子が続ける。

「佐希ちゃんのおっぱいをもみもみした、あの勇者くんっすよー！」

「うおおなぜそれを!?」

「あの佐希ちゃんの胸を触さわるとはね。想像だけでご飯三杯ばいいけるわ」

　振ふり返り、舞子がそんな事を言った。

「ち、ちがっ、そういうわけじゃ！」

　なんと、佐希はあの事件のことを店の人達に話してしまっていたらしい。

「セクハラ犯がいると聞いて」

　慌あわてる武詞に、追い撃うちの如ごとき言葉が掛けられた。

「佐希ちゃんは犠ぎ牲せいになったのだ……」

　中から、一人の女性が出てくる。

　いわゆる「ジト目」な感じの視線。表情は乏とぼしく、何を考えているのか今ひとつ分かりづらいが、けだるげに髪をかき上げるその仕し草ぐさには、セクシーな色いろ香かが漂ただよっている。制服を着ているところから見ると、彼女も店員さんなのだろう。

「誤解なんです。あれは事故、不幸な事故だったんです」

　そんな女性に、身の潔白を必死で訴うつたえる武詞だが、

「はいはいワロスワロス。リア充じゆう爆ばく発はつしろ」

　ネットのスラングを多用しながら、女性は武詞をからかってくる。

「ともかく、はじめまして。鳥とり居い一いち乃のっす」

「あ、ども。庫川武詞です。面接受けに来ました」

　挨あい拶さつされたので、武詞も名乗ってみる。

「へえ」

　一乃なる女性は、とことこ歩み寄ってくると、じっと武詞を眺ながめてきた。

「……？　どうしました？」

「性せい欲よくをもてあます男子高校生を観察中」

「んなっ!?」

　武詞は仰ぎよう天てんする。とんでもない表現だ。

「で、具合はどうだったのよ？」

　舞子もずいっと近寄ってきた。

「柔やわらかかった？　おっきかった？　ハァハァした？」

「なっ、なななななにを!?」

「やーん。ちょっと反応が可愛かわいいー」

　舞子がくすくす笑えば、一乃も頷うなずいて、

「おろおろする男子高校生ぺろぺろ」

「い、いや、その……」

「朝霧、鳥居。やめないか」

　武詞が狼狽うろたえていると、二人をたしなめる声がした。

「折角の面接志望者をからかうんじゃない」

　扉から現れたのは、ダークなスーツをばしっと着こなした女性だった。すらりと伸のびた長い足に、きりっとした面おも立だち。いかにもキャリアウーマンといった感じの雰囲気である。

「うひゃー怒おこられた。あとは任せたわよ一乃」

「だが断る」

　二人の店員さんは慌ててその場を逃げ出した。

「まったく……」

　スーツの女性が溜ため息いきをつく。

（この人が、店長なのかな？）

　雰囲気や服装からして、いかにもそんな感じである。

「あなたが庫川くんですね」

　武詞の目を見てそう言うと、スーツの女性は体を引いて招き入れてくる。

「さあ、入ってください。店長がお待ちですよ」

「あ、はい」

（この人が店長じゃなかったのか……）

　武詞は、内心で首を傾げた。いかにも人の上に立っていそうな感じなのだが。

「ああ、自己紹介が遅おくれましたね。わたしは丹たん波ば観み月つき。店長について、色々と担当しております。今日は、面接に来てくれてありがとうございます」

　女性は淀よどみなく名乗る。先程の店員さん達とは異なる丁てい寧ねいさである。

「いえ、こちらこそ。庫川武詞です。よろしくお願いします」

　武詞も名乗り返す。思わず緊きん張ちようしてしまう。

「では、失礼します」

　そして、事務所の中へと足を踏ふみ入れた。

（結構、広いな……）

　第一印象は、そんな感じだった。

　入ってすぐの手前部分のスペースには、所ところ狭せましと段ボール箱が積まれていた。段ボール箱には、『ハートジェムストラップ』とか『ナイススマイルカンパニー』といった、商品名や会社名らしきものが印字されている。

　中央部分には大きな棚がいくつも置かれていて、何やら様々なものが詰つめ込まれている。その向こう側には、大きなモニターやデスクトップＰＣがいくつも並んでいた。

「こっちです」

　観月と名乗った女性は、段ボール箱と棚の間を抜ぬけて歩き出す。

「あ、はい」

　武詞も、慌ててその後に続く。

「こちらのテーブルへどうぞ」

　部屋の奥、隅すみの部分に楕だ円えん形のテーブルがあった。テーブルには、パイプ椅い子すが二脚きやくずつ向かい合わせで置かれている。

　そのパイプ椅子の一つに、少女が座っていた。子供のような背せ丈たけと面立ちに、のほほんとした雰囲気。足をぶらぶらさせながら、生の食パンをぱくついている。

（誰だれだろう……）

　事務所、という空間には今ひとつふさわしくない雰囲気である。制服を着てはいるが、アニメショップの店員さんというには外見が幼すぎる。

（ま、それはさておくとして……店長さんは？）

　事務所を見回すが、他ほかには誰もいない。目に入るのは、突つき当たりの壁かべに向かって置かれた長机──ノートＰＣがいくつも置かれている──と、その上の壁付け棚、カレンダー、ファイルなどばかりである。店長らしき人物の姿は、どこにも──

「店長、お連れしました」

　観月が、少女に話しかけた。

「……店長!?」

　耳を疑う。一体、何の冗じよう談だんなのか。

「あら～。どうもどうも～」

　食パンを食べ終えると、少女が椅子からぴょいっと立ち上がる。

「店長の伏ふし山やま桃もも見みです～。今日はおいで頂きまして～、ありがとうございます～」

　とことこ歩み寄ってきて、少女は自己紹しよう介かいする。

「は、はぁ……」

　面食らってしまう。これは予想外の事態である。

「？　どうなさいました～？」

　桃見と名乗った少女が、目をしばたたかせた。

「いえ、その……随ずい分ぶんお若く見えますもので……」

　とりあえず、当たり障さわりのない表現で誤ご魔ま化かしてみる。

「やだやだ～。もう、お上手なんですね～。うふふふ～」

　すると桃見は、両手を頬ほおにあててくねくね動いた。照れているらしい。

「よおし、合格です～！　早さつ速そく明日あしたから働いてもらいましょう～！」

　そして、武詞に指を突きつけながらそんなことを言う。

「え、えええっ!?」

　マンガ的なジェスチャーはさておくとしても、話の内容がとんでもない。

「……店長、冗談はやめてください。彼、困ってるじゃないですか」

　やれやれと言わんばかりの口調で、観月が桃見をたしなめる。

「え～。割と本気だったんだけどな～」

　桃見が、むーっと唇くちびるを尖とがらせる。

「いけませんよ、ちゃんと面接しないと。彼も準備してきてくれているのですし」

　そう言うと、観月は机の側そばの椅子を勧すすめてきた。

「どうぞ、おかけください」

「あ、はい」

　慌てて椅子に座り、鞄かばんから履り歴れき書を取り出す。

「お預かりします～」

　武詞から履歴書を受け取ると、桃見は武詞の向かいに座った。

「それでは、面接を始めましょうか」

　桃見の隣に座ると、観月は履歴書に目を通す。

「まず、二、三質問させて頂きます」

　すっ、と。観月の瞳ひとみに真しん剣けんな光が宿った。

「履歴書を拝見しましたところ、学業については既すでに進学を決めていらっしゃるということなので心配しておりませんが、保護者欄らんについて少々お尋たずねしたい事がございまして」

　その言葉もその語気も、格段尖っているということはない。

「字が同じですが、保護者の方に一筆頂けなかったのですか？」

　しかし、観月の視線からは、隠かくし事や嘘うそを一いつ切さい見み逃のがさない、鋭い洞どう察さつ力が滲にじみ出ていた。

「両親が……その、海外に仕事に行ってまして」

　何とか答える。ぼかしているが嘘ではない。むしろ、ありのまま話す方が余よ程ほど胡う散さん臭くさい。

「なるほど」

　ふむ、と頷くと、観月は再び履歴書に目を落とす。納なつ得とくしてくれたらしい。

「では次の質問です。アルバイトの経験はないとのことですが、今まで学校の部活や地域のクラブ等で活動されたことはありますか？」

「あー……ないですね」

「ふむ。……そうそう。一つ忠告です。特技の欄が抜けていますが、これはいけませんね。履歴書は空欄を作らない。基本ですよ」

　観月が武詞を見やってくる。何かないのか、と促うながしているのだろう。

「あ、す、すいません……」

　平謝りの武詞である。しかし、これには事情がある。

「特技、特技……」

　例えばサバイバル技術なら、日本の高校生の中でもトップクラスなのは間ま違ちがいない。しかし、そんなことを特技だと自じ慢まんしては間違いなく変人と思われるだろう。

「両親の手伝いで世界を回ってまして、体力とか記き憶おく力にはそれなりに自信があります。あと、手先もそこそこ器用かな……」

　というわけで、無難な表現で誤魔化してみる。

「わぁ～、すごいわね～」

　驚おどろいたように、桃見が言う。

「ふむふむ。……では、最後にもう一つ」

　観月は、両親の仕事について聞くつもりはないらしい。ほっとする武詞である。

「読書がお好きだということですが、どういうものを読まれますか？」

「格好付けて～、夏なつ目め漱そう石せきとかトルストイとか言わなくていいよ～。漫まん画がとかでもＯＫ～」

　桃見が付け加えてくる。

「え、えーと……」

　普ふ通つうの質問ばかりかと思いきや、最後になって結局アニメショップらしい質問が来た。

「そうですね、ライトノベルとか好きです」

　あれこれ考えてから、武詞は無難と思われる答えを導き出す。

「なるほど～、ラノベか～」

「ふむ、分かりました」

　二人とも、納得したような感じの反応をする。

（よーし、問題ない）

　武詞は内心で頷いた。上う手まくこなせたようだ。

「……さて、いかがですか店長」

「うん～。いいと思うよ～。丁度～男手が欲ほしいな～って思ってたところだったし～」

　桃見と観月は、お互たがいに視線を交かわす。

「というわけで～、是ぜ非ひウチで働いて下さいな～」

　桃見が、そう言ってきた。

「はい、よろしくお願いします！」

　武詞は頭を下げる。

「では、週二回、土曜日と日曜日に出勤という形でお願いします。祝日も来て貰もらえるとなお有り難いのですが」

　観月が言う。

「ええ、大だい丈じよう夫ぶですよ」

　二つ返事で引き受ける。武詞としても、働ける日が多い方が嬉うれしい。

「そうか。では土曜──明日になりますが、早速来て貰えますか？」

「はい、分かりました」

「ありがとうございます。助かります」

　微笑ほほえむと、取り出した手帳にペンを走らせる観月。

「期待してるよ～。……あ、そうだ～」

　立ち上がると、桃見は近くにあった冷蔵庫の前に立った。桃見の身長より少し小さいくらいの、一人暮らし用のものだ。

「お近づきの印をどうぞ～」

　言いながら、桃見は冷蔵庫の扉とびらを開けた。

「これ、は──」

　中を見るなり、武詞は絶句する。

　冷蔵庫には、袋ふくろ入りの食パンが詰まっていたのだ。隙すき間ま無く──みっしり、と。

「どうぞ～。美お味いしいよ～」

　袋を一つ取り出すと、桃見はそのまましゅぱっと差し出してくる。

「え、えーと……」

　焼いてもいなければ何かを塗ぬってもいない、素材そのままの食パンである。反応に困る。

「店長。その他人に生の食パンを勧めるクセは止やめて下さい」

　呆あきれた口ぶりで、観月が桃見をたしなめる。

「え～。こんなに美味しいのに～」

　不満げにむくれると、桃見は袋から食パンを取り出しぱくぱくと頬ほお張ばる。

「……いきなりで大変かもしれないけれど、無論わたしや店長もバックアップするし、研修も受けてもらう予定だ。きっとすぐに慣れると思うよ」

　苦く笑しようしながら、観月がそう言ってきた。





（さあて）

　次の日。一いつ本ぽん橋ばしの街を歩きながら、武詞は色々と考えを巡めぐらせていた。

（今日は、初仕事だな）

　時間は朝の八時半。メイドさんも、宇宙人のおじいさんも、海軍の将校もいない。時折背広姿の人とすれ違うくらいで、静かなものである。

（別に、そこまで大変じゃないだろうけどね）

　──いきなり踊おどり出すお客さんがいたり、すぐ下に同業種の店てん舗ぽが入っていたりするが、まあ本屋さんである。仕事内容そのものは、そこまでキツいものでもないだろう。

（さて、到とう着ちやくと）

　店に辿たどり着き、すぐ三階まで階段を上る。

「おはようございますー」

　声を掛かけながら、武詞は事務所に入る。

「おや、早いじゃないか」

　ＰＣを操作していたスーツ姿の観月が、振ふり返って武詞を見やってきた。

「ええ、初日ですしね」

「うふふ、感心感心～」

　そんなことを言う桃見は、また生の食パンを手にしている。

「さて、ロッカーに荷物をしまってきたまえ」

　観月が、武詞を促してきた。

「ロッカーの場所は、昨日教えたあそこだよ～」

　食パンを頬張りながら、桃見も言う。

「分かりました。……ロッカー、ロッカーと」

　扉の近くに、自じ動どう販はん売ばい機きがある。その側、向かって左後ろの辺りに、二段型のロッカーが置かれているのだ。上の段の右から二番目が、武詞の場所のはずである。

「さて、と」

　武詞はロッカーの扉に手を掛けると、がちゃりと引き開けた。

「……あれ？」

　中を覗のぞき込み、武詞はきょとんとする。既に、何やらあれこれと物が入っているのだ。

（間違っては……いないよな）

　場所を確かく認にんする。上の段の右から二番目。教えられた通りの場所だ。

（じゃあ、なんで……）

　首を傾かしげながら、もう一度ロッカーの中を見る。

　入っているのは、いわゆるおもちゃだった。特とく撮さつヒーローや怪かい人じんの人形に、変身用のベルト、トレーディングカードの束。何というか、小学生の男の子みたいな持ち物である。

「……はっ!?」

　武詞の後ろで、悲鳴のような声がした。

「ん？」

　振り向くと、そこには一人の少女がいた。ぱっと見の幼い雰ふん囲い気きといい、ボーイッシュというより男の子っぽい服装といい、ほとんど小学生だ。

「なっ、ななななにをしているー！　この河内かわち園その花かのロッカーを漁あさるなど、言語道断！」

　武詞に指を突きつけ、少女が叫んだ。

「えええ!?　いや、それは誤解──」

「天が呼ぶ地が呼ぶ人が呼ぶ！　悪を倒たおせとあたしを呼ぶ！」

　園花と名乗った少女は、手近にあったスリッパを手に取り、武詞に突きつけてくる。

「最初に言っておく！　あたしはかーなーり、強い！」

「あの、どういう事なのか俺にはさっぱり──」

「おはようございます」

　おたおたしていると、佐希が現れた。

「あら、おはよう園花ちゃん」

　スリッパ片手にテンションＭＡＸな園花を見るなり、佐希はにこやかに挨あい拶さつし、

「……来てたの」

　スリッパを向けられ困惑中の武詞を見るなり、冷たい声こわ色いろと面おも持もちでそんなことを言ってくる。

「扱あつかいに激しい差がある気がするんだけど。脅おどしておいて、『来てたの』というのも──」

「不満そうね」

　武詞の抗議をみなまで聞かず、佐希は自分のロッカーへとすたすた歩き出した。

「勘かん違ちがいしないで。人手が足りなくて困っていたからあんたを呼んだだけよ」

　そしてこの物言いである。

（む、むむむ……！）

　弱みを握にぎっているからといって、あんまりな態度だ。

「佐希お姉ちゃん、知り合いなの？」

　油断なくスリッパを構えながら、園花が佐希に訊たずねる。

「ええ。……園花ちゃん、こっちへおいで。あの人の側そばにいちゃダメ」

　佐希は、園花を手招いた。

「なんでー？」

　首を傾げる園花に、佐希は言う。

「高校入ったばかりの子を、変質者と話させるわけにはいかないわ」

「んなっ!?」

　思わずひっくり返りそうになる武詞である。

「へんしつしゃ？　どういうこと？」

　園花が、きょとんとする。

「あのね、園花ちゃん。実はあの人、女性を押し倒して胸を触さわるという趣しゆ味みがあるのよ」

「な、な……」

　途と端たん、園花の表情が変わった。

「いやー！」

　悲鳴と共に、園花は佐希の後ろに隠れる。

「ちょっと！　本人の目の前で堂々と変な噂うわさを流さないでくれよ！」

「危険人物についての情報を同どう僚りようと共有しているだけよ」

　佐希は、抗こう議ぎする武詞から園花をかばうようにして立つ。

「怖こわがらなくても大丈夫。もしこいつがイヤラしい事をしようとしたら、わたしがこいつの素す性じようを明らかにして社会的に抹まつ殺さつするから」

「イヤラしいことなんてしないよ！……てか、素性云うん々ぬんで思い出した！　その話、他ほかの店員さんにも言いふらしただろ！　約束が違うじゃないか！」

　内ない緒しよどころか、面接に来た時点で既すでに広まっていたのだ。これはあんまりである。

「わたしは学校に訴うつたえ出ないとは約束したけど、誰だれにも話さないとは言っていないわ」

　しれっとした口ぶりで、佐希はそんなことを言う。

「騙だまされた！　すげー騙された！　悪質だ！　募ぼ集しゆうの時と話が違う！」

「ＳＥを募集するのに架か空くうの社員を広告に登場させたりしても大丈夫みたいだし、多少違っていても違い反はんとは言えないでしょ」

　佐希はふふんと笑う。

「随ずい分ぶんと仲が良さそうね～」

　いつの間にやら現れた桃見が、そんなことを言ってきた。

「いやいや、それは物事をポジティブに解かい釈しやくしすぎですよ！」

　武詞は思わず突っ込んでしまう。

「まったくです。わたしにそういう趣味はありません」

　佐希も否定した。非常に冷たい口ぶりだ。

「あらそう～？」

　桃見はきょとんとする。

「というか、店長。僕のロッカーに、この子の荷物が入ってるんですけど」

　園花を指差しながら、武詞は桃見に訊ねた。

「あ～。言ってなかったかな～。ロッカーはスペースの関係で共用なの～。ごめんね～」

　申し訳なさそうに、桃見が答えてくる。

「別がいいっていうなら、これに入れたら？」

　佐希が、透とう明めいの袋を出してくる。

「それ可燃ゴミの袋だろ！」

「じゃあこっち」

「資源ゴミの袋じゃないか！　ゴミは確定かよ！」

「……あ、そうだ～！」

　そんな二人の様子をにこやかな面持ちで眺ながめていた桃見が、ぽむと手を合わせた。

「佐希ちゃん～、今日からしばらく武詞くんに付いて教えてあげてくれない～？」

「えっ……」

　佐希は、驚いたような顔をする。

「佐希ちゃんも、なっちんがいた頃ころは付きっきりで教わってたでしょ～？」

　新しい食パンを取り出しながら、桃見が言う。

「でも、香か住すみさんがまだ来られなくて忙いそがしい時期に、かかりきりになっちゃうのは……」

　佐希が賛成できないといった顔をしたところ、

「ふむ、面白そうな話をしているね。教育係、いいじゃないか」

　観月が、そんなことを言った。

「それなら、わたしが売り場に出るよ。一刻も早く戦力になってもらいたいからな」

「うーん……」

　佐希は、下した唇くちびるを突き出して呻うめく。アイシクルナントカみたいな二つ名にはふさわしくない、実に感情だだ漏もれの表情である。

「……分かりました。店長と観月さんのお言葉ですし、引き受けます」

　やがて、しぶしぶといった面持ちで佐希はそう言った。

「別にあんたの面めん倒どうなんて見たくないけど、店のためじゃあ仕方ないわね」

　そして、武詞につかつかと歩み寄ってくる。

「とはいっても、やるとなったら情なさけ容よう赦しや無しでびしびし鍛きたえるわよ。覚かく悟ごなさい」

　佐希が武詞の顔を見上げてきた。その瞳に宿る挑戦的な色合いが武詞に聞いている。

　──あんたに、出来るのかしら？　と。

「おう、やってやろうじゃないか」

　その視線を真っ向から受け止める。普ふ通つうに仕事をこなし、あっと言わせてやろう。

「どしたのー？　なんか騒さわがしいけど」

「いったい何が始まるんです？」

　舞子と一乃が、やってきた。

「ん～。あのね、佐希ちゃんに武詞くんの教育係を任せたの。二人が仲良しだったから」

　桃見がそう説明し、

『仲良くありません！』

　武詞と佐希は、完全に同じタイミングで否定する。

「……さて。そろそろ朝礼の時間だ。勤きん怠たいがまだの人間はさっさと押すように」

　そこで、観月がぱんぱんと手を叩たたいた。

「きんたいをおすって……何なの？」

　言葉の意味が分からず、武詞はきょとんとする。

「タイムカードみたいなものよ。出勤と退勤の時間を記録するの。ＩＤ教えてもらった？」

「ああ、それは覚えてるよ」

　聞いてくる佐希に、武詞は六桁けたの数字を言ってみせる。

「えらい～。ちゃんと覚えてるのね～」

　それを聞いた桃見が、褒ほめてきた。

「いやあ、それほどでも」

「ふーん」

　照れる武詞を、じろりと佐希が見やってくる。

「な、なんだよ」

　武詞が訊ねると、佐希は眉まゆを大きく動かした。

「別に？　ああいう外見の人が好きなロリコンさんだったのかーと思っただけよ」

「ぶふっ!?」

　またも無茶な言いがかりである。

「いや～ん、困っちゃうわ～」

　頬に手を当てて、桃見が身をくねらせる。いけない。変な具合に誤解が進みつつある。

「俺にそんな特とく殊しゆな趣味はないよ！　てかそもそも、あれだろ。店長は見かけは幼くても、店長ってことは別に子供ってお年じゃないんだろ。それなのにロリコンって──」

「──武詞くん」

　響ひびくのは、絶対零れい度どの声色。

「は、はははい！」

　武詞の背筋を、氷の如ごとき感覚が貫つらぬく。声のした方──桃見がいる方に目を向けられない。

「女性の年ねん齢れいを話題にするのはいかがなものかしら」

「ごご、ごめんなさい！」

　必死で謝る。これ程ほどまでの恐きよう怖ふを味わったのは、生まれて初めてかもしれない。爆ばく発はつ寸前の手しゆ榴りゆう弾だんを手にした時でさえ、もう少し心理的余よ裕ゆうはあったはずだ。

「分かればいいのよ～」

　途端、激げき烈れつな殺気は嘘うそのように消え去った。振ふり向くと、そこにはにこにこ笑顔で食パンを頬ほお張ばる桃見がいる。

「これに懲こりたら、気をつけることね。……ほら、早く。もうみんな済んでるわよ」



    

  
    
      　佐希が、顎あごをくいっとやって、ついて来るように促うながしてきた。

「うちはタイムカードじゃなくて、パソコンで管理してるの」

　呼ばれた先は、中央の棚たなの右側に備え付けられた机だった。机の上には、デスクトップＰＣや固定電話などが置かれている。

「そこに番号を入れなさい。合ってたら出勤時間と本人の名前が表示されるから」

　武詞は、ＰＣの画面を見てみた、中央上部に、デジタル式で現在時刻が表示されていて、その下には数字と名前と『出勤しました』という文字がいくつも並んでいる。他には、『出勤』『退勤』というボタンや、パスワードなどを入力するための四角い空くう欄らんがある。

「はいはいっと」

　ボックスに数字を打ち込み、出勤のボタンをマウスでクリックする。すると、現在の時刻と『庫川・スーパーヘンタイマン・武詞』という名前が表示された。

「なんなんだこのミドルネーム！」

　武詞は悲鳴を上げた。なんというか、ひどいにも程がある。

「あんたにはその小学生レベルのセンスが丁度いいでしょ」

　佐希がニヤニヤしてくる。

「佐希ちゃんがね～、そういう風に登録してくれっていうから～」

　桃見はニコニコしている。

「そんなリクエスト応こたえないで下さい……！」

　頭を抱かかえる武詞である。

「さて、全員済んだな」

　一同を見回すと、観月はふと眉をひそめた。

「野や洲す山やまはどうした？」

「まだ来てませんねぇ」

　苦く笑しよう混じりに、舞子が言う。

「まったく……そのうち一言言っておかんといかんな……」

　溜ため息いきをつくと、観月は思い思いの場所に立っている店員達を見回した。

「さて、とりあえず着き替がえだな」

「はい？」

　武詞はきょとんとする。何のことだろう。

「決まってるでしょ。制服に着替えるのよ」

　すると、佐希がそう言った。

「えっ、ええええ!?　着替え!?」

　それはつまり、ここにいるみんなが、服を脱ぬぐということに他ほかならない。

（おお、おおお……！）

　スーツな観月はともかく。セクシーなお姉さんの一乃が、実は脱ぐと凄すごそうな舞子が、未成熟な感じの桃見や園花が、そしてモデル体型の佐希が、みんな下着姿に──

「何期待してんのよ！　あんたの目の前で着替えるわけないでしょ！」

　武詞が妄もう想そう世界に飛び込みかけたところで、佐希がどやしつけてきた。

「金取ればいいんじゃね？　まさにＷｉｎ―Ｗｉｎ」

　涼すずしい顔で一乃が言う。

「良くないです！……ちょっと！　なに財布出しかけてるのよ！」

「あ、いや……つい……」

　ポケットの財布に手を伸のばしかけた姿勢で、武詞は誤ご魔ま化かし笑いを浮かべる。

「さっさと出ていきなさい！」

「は、はいー！」

　更さらなる怒ど鳴なり声を浴びせられ、一目散に武詞は外に飛び出した。

『もう、ほんとイヤらしいんだから……』

『まーまー、いいじゃないのよ』

　中から、話し声が聞こえてくる。

『変身！　とう！』

『園花ちゃん、脱いだ服は片付けないと。スーパーヘンタイマンにとられるわよ』

『ふふ～、何だかお姉ちゃんと妹って感じね～』

（む、むむ……）

　思わず耳をそばだててしまう。

『ほんと、油断したら調子に乗りますからね、あのスケベ男は』

『佐希ちゃんはぷんぷんだね～』

『それはさておき。お約束のアレいっとく？』

『きゃっ!?　やだ、ちょっと一乃さん待って！』

『ふむふむ。大きさは守もり絵えさんに負けるけど、形なら互ご角かくと見た』

『その年でそれなら、まだまだいけそうよねぇ』

『ちょっと舞子さん、見てないで助けてくださ──』

『あたしも触さわるー！　とうっ！……おおー、ふにふにしてる～！』

『やん！　も、もう、園花ちゃんまで！　そんな触らないでよぅ……』

「……ごくり」

　思わず生なま唾つばを飲み込んでしまう。何を、どう触っているというのか！

「……ふふ」

　いきなり、武詞の横で笑い声がした。

「おわっ!?」

　武詞は仰天する。

「やれやれ。年とし頃ごろの少年は大変だな」

　声の主は、観月だった。

「これは、ええとですね、その……」

「そんなにびくつくことはないよ。内ない緒しよ、内緒だ」

　笑いながら、観月は唇くちびるに人差し指を当てる。結構、気さくな人ひと柄がららしい。

「お待たせ～。もういいよ～」

　がちゃりと扉とびらが開き、桃見が顔を出した。

「よし、戻もどろうか」

「あ、はい」

　観月に言われ、武詞は事務所に戻り、

「……おお！」

　感かん嘆たんの声を上げる。

（み、みんな……いい！）

　すっかり着替えた店員は、皆みんな魅み力りよく的だった。一度は見ているのに、改めて感動する。

（特に、いいのは──）

　一番目を惹ひくのは、やはり佐希だった。すらりとした体つきに、殊ことの外ほか制服が似合う。

「ちょっと。なにじろじろ見てるのよ」

　きっ、と。佐希が睨にらみ付けてきた。

「あ、いや別に……」

　慌あわてて目を逸そらす。

「ふふ。なるほどな。……さて」

　にこりと笑うと、観月が一同を見回した。

「では、朝礼を始める！」

（なっ──）

　これまでの親しみやすい空気とは違ちがう、凄すさまじい気き迫はく。反射的に、武詞の背筋が伸びる。

「まずは、昨日の売り上げだ」

　がらがら、と観月はホワイトボードを出してきた。

　ホワイトボードには、何やら色々と書かれていた。『商業　１２０％』『同人　１４０％』『古物　１５５％』『女性向け　１１０％』『メディア　93％』。どういう意味だろう。

「あれは、部門別の売り上げ目標達成率よ」

　ボードに目を向けたまま、佐希が小声で説明してくる。

「毎日目標が決まってて、その目標に対する売り上げの割合を次の日に発表するの」

「ふむ、なるほど……」

　頷うなずいてみせる武詞だが、若干腑ふに落ちない面もある。

（どうして、バイトにそんな話をするんだ……？）

　所しよ詮せんバイトである。店の売り上げがどうこうという話は、無関係ではないのか。

「全体としてはよく売れている。しかし、メディアは93％と厳しい数字が出ているな。これは昨日だけでなく、先週からメディアのみ数字が減少の傾けい向こうにある」

　言いながら、観月は一乃に鋭するどい視線を向ける。

「メディア担当。この状じよう況きようをどう考える？」

　言い逃のがれや誤魔化しを許さない、圧あつ倒とう的てきなほどの威い圧あつ感かん。

「……ビッグタイトルや、大きなイベントがなかった事が原因として挙げられます」

　それと向かい合いながら、一乃が口を開く。

「しかし、徐じよ々じよに下がっているということは、なにか別の理由があるとも考えられます。売り逃のがしがあったかもしれませんし、遅おそ番ばんの人間とも一度話し合ってみます」

　ネット言葉をぼそぼそ呟つぶやいていたさっきまでとは異なる、はきはきした物言い。相変わらずほとんど表情が浮うかんではいないが、しかし真しん摯しな空気というものが感じられる。

「すごいな……」

　思わず感心してしまう武詞である。

「これが、とらのまき庵波店よ」

　佐希が胸を張る。

「自分の持ち場のことは自分で考える。適当に言われたことをこなしていれば済むなんて思ってたら、大間違いよ」

「いや、別にそんなつもりは──」

「そこっ！　私語は慎つつしまんか！」

　武詞が反論しようとしたところで、いきなり観月の怒ど声せいが飛んだ。

「はっ、はい！」

　びくり、と武詞は硬こう直ちよくする。

「人が話している時は黙だまって聞く。それくらいは教えられなくても分かると思うが？」

　観月が、針のような視線を突つき刺さしてきた。

「すいません！」

（こ、こええ……）

　古い表現だが、鬼おに軍ぐん曹そうとかその辺の表現がしっくりくる。

「……売り上げについては以上だ。いつも言っていることだが、各自意見があればどんどんわたしや店長に伝えてくれ。アルバイトも社員も同じ従業員だ。遠えん慮りよは要いらない」

　そう言うと、観月は一歩下がった。

「はい～。じゃあ連れん絡らく事じ項こうを伝えるよ～」

　椅い子すに座っていた桃見が、立ち上がる。

「今度のコミッケンのカタログだけど、裏のバーコードじゃなくて自社ＪＡＮを読んで下さいね～。あと～、知ってる人もいるかもだけど～、『魔ま法ほう使つかいの白びやく夜や』の発売日は延期になりましたから～、お客さんに聞かれたらそう答えてあげて～」

（じ、しゃじゃん……？）

　武詞は首を傾かしげる。専門用語なのだろうか、よく分からない。

「とりあえず、内容は以上です～。今日も一日頑がん張ばりましょうね～」

　にっこり笑って、桃見が言った。

「はいっ！」

　一同が返事をする。

「よし、声出し！」

　続けて、観月が大声で呼びかけた。

「いらっしゃいませ！」

『いらっしゃいませ！』

　それに続いて、一同が唱和する。

「かしこまりました！」

『かしこまりました！』

「ありがとうございました！」

『ありがとうございました！』

「あ、ありがとうございましたっ」

　慌ててそれについていく武詞。

（本屋さんなのに、なんかノリが体育会系というか……）

　アニメショップと言うより、どちらかというと居酒屋とかラーメン屋といった感じだ。

「……よし。搬はん入にゆうを始めるぞ！」

　そう言って、観月は事務所を出ていった。

「パトラッシュ、僕もう疲つかれたよ……」

　途と端たん、一乃ががくーんと脱だつ力りよくする。やはり、観月のプレッシャーはキツかったらしい。

「おっつかれー。どんまいどんまい」

「日々これ精進、心を磨みがく！　がんばれー！」

　舞子と園花が、そんな一乃を励はげます。

「はい、あんたの分よ」

　佐希が、エプロンと名札を渡わたしてきた。名札には、スーパーヘンタイマンではなく、普ふ通つうに庫川と書かれている。

「……自社ＪＡＮっていうのは、とらのまきが用意したバーコードのことよ」

　武詞がエプロンを締しめていると、佐希が話し始めた。

「カタログ本体に元々ついているのとは別のものってこと。実物が来たら教えるから」

「あ、うん……」

「ほら、ぼうっとしないの。行くわよ」

　面食らう武詞を、佐希は促うながしてくる。

「あ、うん」

　慌てて返事をすると、武詞は歩き出した佐希の後を追ったのだった。





「搬入は裏口からやるのよ」

　フロアを横切りながら、佐希が説明してくる。

「搬入っていうのは、届いた商品を運ぶってことだよね？」

「そう。取次さん──問屋さんみたいなものね。そこが毎朝運んできてくれるのよ」

「毎朝？　そんなに沢たく山さんあるの？」

「ええ、そうよ。ほぼ毎日商品が入荷するんだから」

　そう言う佐希は、なんだか少し誇ほこらしげな様子だ。

「とりあえず、商品をトラックからここまで運んで来て。最初は単純作業から慣れて頂ちよう戴だい」

「うん。えーと、一階から運ぶってことは、エレベーターを使ったり？」

　武詞の問いに、佐希は首を横に振った。

「ううん。エレベーターは、ゲーマードの店内にあるから使えないの」

「そっかー。ということは、抱えて運ぶんだね。了りよう解かい」

　そんな話をしているうちに、裏口の防犯ゲートに到とう着ちやくした。

「この台車は？」

　周りを見回しながら、武詞は佐希に訊たずねる。防犯ゲートの近くに、大量の台車がずらりと並べられているのだ。

「入荷した商品を、バックヤードまで運ぶためのものよ」

「そうなんだ……」

　佐希は商品を運ぶと言うが、この量はただ事ではない。

（まあ、全部使うってわけでもないのかもな）

　予備のような感じなのかもしれない。そう武詞は納なつ得とくした。

「ほら、ぼさっとしない。もうトラック来てるのよ」

　佐希が急せかしてくる。

「分かった、分かったよ」

　小走りで、武詞はゲートから出た。

「あ、ほんとだ」

　階段を下りると、すでにトラックが着いていた。コンテナの側面に扉とびらがついていて、そこから積つみ卸おろしが出来るようになっているタイプのものだ。

「ほいほい、通りますよぅ」

　そこに、舞子がいた。両手で、ビニールで梱こん包ぽうされた漫まん画が雑誌を担かついでいる。

「あ、持ちますよ」

　武詞は声を掛かけた。舞子が持っている漫画雑誌は、やたら分厚い上に、冊数も多いのだ。

「だいじょぶだいじょぶ。どんどん運ぶといいぜよー」

　そう答えると、舞子はすたすた上っていく。ああ見えて、結構な力持ちらしい。

（俺も頑張らないとな）

　こうなると、武詞も情けないことは言えない。しっかりこなさなければ。

「お、兄ちゃん見ない顔だね。新入りさんかい？」

　裏口から出るなり、頭上からそんな声がした。

「あ、はい。今日からバイトに入りました」

　言いながら見上げると、トラックのコンテナの中に声の主がいた。作業着を着た、三十前後くらいの男性である。格好や状況からして、トラックの運転手さんだろう。

「そうかそうかー。よろしくなー」

　気さくに笑うと、男性はビニールの包みを渡してきた。

「ほれ、それじゃ合わせてみっつめなー」

「お、っと」

　中々に重い。見てみると、先さき程ほど舞子が運んでいたのと同じ雑誌だった。

「よーん」

　言いながら、男性が更さらにもう一つ同じ包みを渡してくる。

「と、とと」

　更に重い。包み二つで重さは二倍になるのだから当たり前なのだが、中々に堪こたえる。

「んー？　大だい丈じよう夫ぶかい、兄ちゃん」

「はい、大丈夫です。まだ持てます」

　実はあまり余よ裕ゆうなかったりするのだが、口ではついそう言ってしまう。

「おっ、やるねー。それじゃごー、ろーく」

　包みを、どんどん重ねていく運転手さん。

（く、くそ……マジでなまってるな……）

　以前感じた事を再認にん識しきする。人間の体は使わないと使わないなりの衰おとろえ方をするようだ。

「も、もういきます……」

　更にもう一個積まれそうだったので、武詞は離はなれることにした。これ以上は厳しい。

「よ、っとと……」

　ふらふらしながらも、階段を上っていく。

「あれまぁ。頑張るわね少年。割と肉体派？」

　運び終えたらしい舞子が、階段を下りてきた。

「は、ははは。なんてことない、です、よ……」

　余裕ぶってみせつつ、慎しん重ちように一段一段上る武詞。

「……おし、着い、た……！」

　上り切り、ゲートの中まで入り、ようやく武詞は荷物を下ろした。

「へえ」

　そこにいた佐希が、少しだけ目を見開く。

（どうやら、思ったよりも沢山運んできて驚おどろいたみたいだな）

　ふふん、と武詞は顎を上げてみせる。

「爆熱的にっ、入荷せよー！」

　その時、背後からやたらと威い勢せいのいい声が響ひびき渡った。

「なっ──んだってぇ!?」

　振ふり返り、武詞は驚きよう愕がくする。

「風吹ふき荒あれて嵐あらし呼び！」

　園花が、階段を上ってきていた。──武詞がさっき運んだ分、それを遥はるかに上回る程の量の荷物を運びながら。

「荷物担いで雷かみなり走るー！」

　右手と左手、それぞれに武詞の持ってきたのと同じくらいの量の雑誌を持ち、あろうことか頭の上にも同じだけ乗せている。通常の武詞の三倍運んでいることになる。

「あたし、参上！」

　階段を上り終え、荷物を置くと、園花はばしっとポーズを決めた。

「そん、な……」

　愕がく然ぜんとする。いくら衰えたとはいえ、こんな小さな女の子に負けるなど、信じられない。

「ふ」

　立ち尽つくす武詞を見て、佐希がニヤニヤしてきた。

「ドヤ顔乙おつ」

「ぐぬぬ……！」

　顔が熱くなる。これは、この屈くつ辱じよくは晴らさねばならない。

　武詞は階段を勢いよく駆かけ下り、コンテナの前に立った。

「ばんばん運びます！　お願いします！」

　そして、コンテナの中の運転手さんにそう叫さけぶ。



    

  
    
      「お、おう。合わせてにーじゅ、にーじゅいち……」

　戸と惑まどいながらも、運転手さんは荷物を次々置いてくる。

「にじゅーに、にじゅーさん……おいおい、本当に大丈夫かい？」

「大丈夫です！」

　六つ分の梱包を両手で持ち、武詞は歩く。

「ぬ、ぐ、ぐぅ……！」

　これは重い。洒落しやれにならない。だが、佐希に鼻で笑われたままというのは──嫌いやだ。

「ぐ、が……！」

　呻うめきながら、やっとの思いで階段を上りきり、荷物を置く。

「ど、うだ……」

　まだ園花には負けているが、これだけ運べばさすがの佐希も認めざるを得ないだろう。

「ふーん……」

　ゲートの近くにいた佐希は、気のない感じで鼻を鳴らすと、

「ねえ、今の梱包は、全員が運んだ分合わせていくつ？」

　武詞にそんなことを訊ねてきた。

「えっ……いや、えーっと……」

　自分の分だけならまだしも、全員分聞かれても困る。

「分からないよ」

　正直にそう話したところ、

「何やってんのよっ！」

　武詞の頭からぱっかーんといい音がした。

「な、なんだ!?　俺の頭から痛みと共に小気味いい異音が!?」

「運転手さんがちゃんと全員分の合計を数えててくれたでしょう！　聞いてなかったの!?」

　そうどやしつけてくる佐希の手には、メガホンが握にぎられていた。マスコットキャラの真ま黄きちゃんが持っているものだ。どうやら、あれではたかれたらしい。

「数える……ああそういえば……」

　確かに、運転手さんは一つ一つ数えてくれていた気がする。聞き流してしまっていた。

「梱包の数を数えるのは大事なのよ。入荷数に間ま違ちがいがないか確認しないといけないもの。後から数え直したら二度手間になっちゃうから、一回でちゃんと把は握あくしないと駄だ目めなの」

「な、なるほど……」

「先に言わなかったわたしも悪かったけど、これからは気をつけなさい」

　そして、佐希も階段を下り始める。

「大体流れは分かったわね。それじゃ、急ぐわよ！」





　そして、ようやく全すべての荷物をトラックから降ろし終えた。

「はぁ、はぁ……」

　肩かたで息をしながら、武詞は周りを見回す。

「こ、れは……」

　見み渡わたす限りの商品である。最初に運んだビニールで梱包されていたものから、段ボール箱に入れられたものまで、とにかく大量に置かれている。

（台車が、沢たく山さんあるはずだよ……）

　予備などではない、あれは全て使うものだったのだ。唖あ然ぜんとする武詞だった。





「次の仕事は商品化よ。シュリンク──要するに、一冊一冊をビニールで包む作業ね」

　バックヤード──すなわち店の倉庫のような場所で、佐希が言った。

「ああ、なるほど。立ち読みを出来なくするためのアレだね」

　武詞は頷うなずいた。

「商品を出来る限り綺き麗れいなまま保つっていう意味もあるけどね。これを使うの」

　そう言って、佐希は一台の機械を指し示した。

「ほう……」

　雰ふん囲い気きはコピー機等に似ているが、形は大きく違う。非常に熱を発していて、近くに立っているともわっとした空気が感じられる。

「いきなりこの機械を使うのは難しいから、まずは雑誌をこの袋ふくろに入れていって頂ちよう戴だい」

　言って、佐希は手近な机の上に袋の束を置く。

「了りよう解かい」

　工程を分担して、効率よくしようということなのだろう。

（よし、やるか）

　早さつ速そく作業に取りかかる。先さき程ほどの搬はん入にゆうとは異なり、随ずい分ぶんと楽そうである。

（……あれ？　ひらひらして、入れにくい……？）

　というのは勘かん違ちがいだった。綺麗な形で入れるのが、ことのほか難しい。

「うーん……」

　中々納なつ得とくいく形にならない。ああでもない、こうでもないとあれこれ試ためしてみる。

「……よし、こんなものかな」

　ようやく入れ終わり、ふうと息をつく武詞。

「遅おそい！」

　すると、佐希のメガホンがすぱーんと武詞の頭を打ち据すえた。

「さっきより音のキレが増している!?」

「のんびりやりすぎよ！　後何冊あると思ってるの!?」

「……うぐ、ぐぐぐ」

　確かに時間を掛かけすぎた。雑誌の数を考えると、今のペースでは明らかに遅すぎる。

「うーん、とりあえずわたしが袋ふくろ詰づめやるわ。今日は雑誌多いしね」

　舞子が言った。

「あうう、すみません……」

　ひたすら恐きよう縮しゆくする武詞である。

「いきなり袋詰めは難しかったかな……」

　佐希が、うーんと考え込む。

「……よし、もう少し簡単なのをやってもらうわ」

　そう言うと、佐希は漫まん画がの単行本とイラストカードの束を持ってきた。

「伝撃コミックスの新刊なんだけど、全部店てん舗ぽ特典のイラストカードが付いてるの。このイラストカードを、帯に挟はさんでいってちょうだい。で、イラストカードは──」

「帯に挟むだけか。よしよし」

　これなら簡単である。武詞は早速イラストカードを手に取り、

「って待ちなさい！」

　再びメガホンでどごんと頭をはたかれた。

「どごんって！　メガホンで何か叩いて出る効果音じゃないだろ！」

「持ち方がなってない！　持つ時はこう！」

　そう言って、佐希は縁ふちを挟むようにしてイラストカードを持って見せてきた。丁度、ＣＤの正しい持ち方によく似ている。

「迂う闊かつに持ったら指し紋もんがついちゃうの。それはダメでしょ」

「ああ、なるほど……」

　理解出来る。もし自分のお気に入りキャラのイラストカードが指紋でべたべただと、ちょっと哀かなしい気持ちになってしまうだろう。

「……じゃあ、わたしはあっちで作業してるから。ほんと、気をつけなさいよ」

　そう言うと、佐希はその場を離はなれていった。

（よーし、いい加減殴なぐられないようにしないと）

　今度は気をつけて持ちながら、イラストカードを帯に挟んでいく。

　挟む。挟む。黙もく々もくと、挟む。

（……って、こんなにあるのか）

　挟んでない分に目をやり、武詞はうぐっとなる。まだまだ何十冊もあるのだ。

（人気作なんだな……ってこれ、ブレーキワールドじゃないか）

　ライトノベルが原作のコミックスだ。小説の方がヒットしているというのは知っていたが、コミカライズも相当な人気らしい。

（どれどれ……）

　裏の解説に目をやってみる。

（うーん、面おも白しろそう──）

「何をやってんのよー！」

　後頭部に、メガホンがどごぉぉぉと決まった。

「どごぉぉぉとかあり得ないよね!?　俺の頭爆ばく発はつしたんじゃないのこれ!?」

「やかましい！　状じよう況きよう分かってるの!?　ここにあるのは全部今日発売の品なのよ！　全部今日中に商品化しないといけないのよ!?」

　メガホンを振ふり回しながら、佐希が怒ど鳴なる。

「伝撃のコミックスに加えて、Ａ５──要するにきらきら系も入ってるのよ！　おまけに人気のタイトルも多いし！　合わせたら千冊なんてもんじゃないのよ！」

「分かった！　分かったからもう勘かん弁べんしてくれー！」

　悲鳴を上げて作業に戻もどる武詞だった。





「……その」

　開店直前の店内。武詞は、耐たえきれなくなって佐希に話しかけた。

「じっとしなさいよ。何をそわそわしてるのよ」

　武詞の隣となりに立った佐希が、呆あきれたように答えてくる。

「いや、初日からいきなりレジカウンターとか……大だい丈じよう夫ぶかなあと思って」

　宝探しの経験が豊富でも、レジは初めて。お金を直接扱あつかうというのは、やはり不安だ。

「どっちかっていうと、さっきの商品化とかから慣れていった方がいいんじゃ……？」

　そう武詞が言うと、佐希はふうっと軽く溜ため息いきをついた。

「人手が多ければ、そういうのもいいけどね。うちはギリギリで回してるから、出来るだけ早く慣れてもらわなくちゃいけないの」

　そこまで言うと、佐希は腕うでを組む。

「安心なさい。わたしが面めん倒どう見ると言った以上、お客さんの前でヘマはさせないし、店に迷めい惑わくを掛けるようなことにもならないようにするから」

（……すごいな）

　堂々たる物言いに、思わず感かん嘆たんしてしまう。

（俺、こんなに自信を持って何かを言えるかな……）

「開店しますよ～」

　武詞が物思いにふけっていると、桃見が店員達にそう呼びかけた。

「はーい！」

　返事をすると、佐希はレジスターの脇わきにあるノートＰＣを操作する。

『いらっしゃいませ、いらっしゃいませ。本日は、とらのまき庵波店にお越こし下さいまして、誠まことにありがとうございます』

　すると、店内に明るい女性の声が響ひびいた。

「いらっしゃいませ！」

　同時に、佐希も元気な声で挨あい拶さつする。

　その視線の先を見ると、開店と同時に早くもやって来たお客さんの姿があった。

「あ、いらっしゃいませ！」

　慌あわてて武詞も挨拶する。開店と同時に来店とは、気合いが入ったお客さんもいるものだ。

「手順覚えてる？　言葉で簡単に説明しただけだったけど」

　店内に目を向けたまま、佐希が小声でそう訊たずねてきた。

（ええっと……）

　レジに入る前に聞いた話を頭の中で再現してみる。

「ああ、大丈夫」

　しっかり入っている。問題ない、という奴やつだ。

「そう、ならいいけど……」

　少々不安そうな口ぶりで佐希が言ったところで、お客さんがレジにやってきた。

「いらっしゃいませ」

（まずは挨拶）

　お客さんは、ライトノベルを一冊出してきた。

『生徒会の実存』。これは武詞も読んだ事がある。実存主義という哲てつ学がくの小難しいキーワードを、可愛い登場人物達が生徒会室で繰り広げる雑談を通して学ぶことが出来るという、とても前衛的な作品だ。

「商品お預かりします」

　続いて、お客さんが持って来た商品を受け取り、裏返す。

（で、バーコードを読み込むと）

　リーダーを、バーコードに当てる。

（同時に質問をする）

「ポイントカードはお持ちですか？」

　訊ねると、お客さんは無言で首を横に振った。

（カードは、なしと。次はスリップだ）

　本に挟んであるスリップ──本のタイトルが書かれた短たん冊ざく状の紙を抜ぬき、

（小計を押す）

　レジスターの小計ボタンを押す。表示は五百八十八円。

「五百八十八円のお買い上げです」

　言いながら、カウンターの中から茶色の紙かみ袋ぶくろを取り出す。お客さんには見えない位置に、色々なものが置けるようになっているのだ。

　取り出した袋に商品を入れて、テープで留める。次は──そう、手て提さげだ。

「手提げ袋、ご入り用ですか？」

　商品の数の多い少ないにかかわらず、聞くのが決まりだと佐希は言っていた。

「いえ、いらないです」

　お客さんは、財布の小こ銭ぜに入れをごそごそやりながらそう答えてきた。

「はいっ」

「これで……」

　五百円玉と百円玉を一枚ずつ出してくるお客さん。

「六百円、お預かりいたします」

　ろく、ぜろぜろ。ボタンを押して、現計。お釣つりは十二円と表示された。

　十円玉を一枚、一円玉を──しまった、三枚取ってしまった。一枚をレジスターに戻す。

「十二円のお返しです」

　吐はき出されたレシートを千切り、お釣りと共に渡わたす。袋に入れた商品も渡し──完かん了りようだ。

「ありがとうございました」

　軽く頭を下げて、お客さんを送り出す。

（よし、出来た！）

　内心でガッツポーズ。多分、今日一日で、一番最初から普ふ通つうにこなせた作業だ。どうも、自分にはレジ担当が向いているのかもしれない──

「いらっしゃいませ」

　脇から佐希の声。同時にカウンターに商品が置かれた。漫まん画が本ぼんが四冊、雑誌が一冊。

「い、いらっしゃいませ！」

　次のお客さんが来たのだ。結構な量で、タイトルを確かく認にんしている暇ひまもない。

（……って、ええええ!?）

　作業しようとして、武詞は大変なことに気づいた。

　──並んでいる。開店直後だというのに、もう五人ほどの列が出来ているのだ。

（や、やばい！）

　急いで作業をする。バーコードを読み、小計を押し、袋、手提げについて──

「ありがとうございましたっ」

　何とか作業を済ませ、頭を下げる。

（……しまった！）

　そこで大変なことに気づいた。抜けと言われていたスリップを抜き忘れていたのだ。

　しかし、後こう悔かいする暇もない。次のお客さんが、もう来ている。

「いらっしゃいませ──」

　商品を見るなり、武詞は愕がく然ぜんとした。

　大量の漫画とライトノベル、声優さんのＣＤまである。とんでもない数だ。

（え、えとえと……）

　もたもたとバーコードを読み込む。一度は出来た作業に、なぜか時間がかかってしまう。

　並んでいるお客さん達は、誰だれも何も言わない。しかし、明らかに伝わってくる。早くしてくれよ、という内心が痛いほどに伝わってくる。

　──知らなかった。レジに並ばれるのが、これ程ほどプレッシャーのかかることだったとは。

「……!?」

　武詞は息を呑のんだ。ぴーっ、とレジスターからエラー音が鳴ったのだ。

「あ、あれ？」

　狼狽うろたえてしまう。何がまずかったのか、どうすればいいのか──

「庫川くん、袋ふくろ詰づめをお願い」

　その時。佐希が、すっと手を伸のばしてきた。

「あ、うん──いや、はい」

　我に返り、武詞は立ち位置を代わる。言こと葉ば遣づかいを変えたのは、お客さんの前だからだ。

「大変お待たせしました」

　お客さんに詫わびてから、佐希はリーダーを手に取る。

　──そして繰くり広げられるのは、圧あつ倒とう的てきに鮮あざやかな手並み。

　バーコードの読み込み、スリップを抜く作業──そういった一つ一つの手順が、流れるような滑なめらかさで進んでいく。

「七千五百二十円のお買い上げです」

　場合によっては、同時にこなされてさえいる。まるで、二人の人間が同時に頭の中にいて、バラバラに動いているような、そんな水みず際ぎわだった技術である。

「ありがとうございました」

　佐希の神かみ業わざは止まらない。客にせわしないという印象を与あたえない絶ぜつ妙みようのペースで、どんどん捌さばいていく。

「特典はどうなさいますか？」

「領収証ですね、かしこまりました」

　様々な状じよう況きようにも、まるで予測していたかのように対応する。

「あの、すいません。『むししし』の新刊ってどこですか？」

　いきなり、一人のお客さんが列の逆側から佐希に話しかけてきた。

（今、聞かれても……）

　袋詰めしながら、武詞は戸と惑まどう。たとえ場所が分かっていても、レジをほったらかして対応するわけにもいかない。口頭で説明するにしても、時間がかかるし、その間レジのお客さんを待たせることになってしまう──

「少々お待ち下さいませ」

　しかし佐希は動じない。

「園花ちゃん、こちらのお客さんお願いします」

　質問してきたお客さんに笑顔えがおで会え釈しやくをすると、良く通る声で園花を呼ぶ。

「誰が呼んだか園花ちゃーん！」

　品出しをしていた園花が、ハイテンションで駆かけつけてくる。

「お待たせ致いたしました」

　園花に対応を任せ、佐希はレジの接客に戻もどる。

（す、すげえ……）

　なんと冷静な判断力だろう。素す直なおに感かん嘆たんする他ほかない武詞だった。





　結局、一段落ついた頃ころにはお昼時になっていた。

「や、やっと終わった……」

　武詞はほっと一息つく。

「その、ごめん……俺、全然上う手まくできなくて」

　そして、佐希に詫びる。たとえ初めてだったとはいえ、あまりに鈍どんくさすぎた。

「まあ、最初だからね」

　叱しつ責せきされるかと思った武詞だったが、佐希の口からは意外な言葉が出てきた。

「えっ……」

　きょとんとする武詞に、佐希はむーっとむくれてきた。

「何よその反応。あんな状況じゃ、ぼこぼこに叱しかったりはしないわよ」

「そうなんだ……てっきり、『もたもたしてんじゃないわよこの変質者！』とかいってメガホンで殴なぐられるのかと……」

「なあんですって！」

「殴った！　やっぱり殴った！」

「まったく、失礼しちゃうわね」

　メガホンをカウンターの下に仕し舞まいながら、佐希がむくれる。

「慣れてもらうのが目的って言ったでしょ。いきなり完かん璧ぺきに出来なくていいわよ」

「そ、そっか……」

「でも」

　安あん堵どしかけた武詞の鼻先に、佐希の指が突つきつけられる。

「商品の数が多かったり、並ばれたくらいで狼狽え過ぎよ。店員がおろおろしてると、お客さんにはすぐに伝わっちゃうの。もっと堂々としなさい」

「は、はい……」

　うなだれながら、武詞は返事をした。

（全然、違ちがうもんなんだな……）

　しょんぼりしてしまう。危き機き一いつ髪ぱつの状況には慣れっこのはずなのに、その経験は全くといっていいほど活いきてくれなかった。

『業務連れん絡らく。西せい能のうさんいらっしゃいました。搬はん入にゆうのお手伝いお願いします。七箱です』

　店内のスピーカーから、そんな声が響ひびいてきた。多分、一乃のものだ。

「あー、分ぶん苑えんさんかぁ」

　そう言うと、佐希は少し考えるような素そ振ぶりを見せる。

「今の西能って、西能運輸？　宅配便の？」

　武詞はというと、状況が分からず目をぱちくりさせるばかりである。

「そうよ。……んー、仕方ないか。園花ちゃん、ちょっといい？」

　何やら妥だ協きようしたような物言いをすると、佐希は園花を呼んだ。

「はいはーい」

　すてててと園花がやってくる。

「わたしとコイツで分苑さんの搬入するから、園花ちゃんはレジをお願い」

「了りよう解かい！」

　びしっと園花がヒーローっぽいポーズを決める。

「裏口へ来て」

　武詞にそう言って、佐希はレジカウンターから出て行く。

「あ、うん」

　その後について武詞もレジを出る。

「うちはね、複数の取次さんから商品を入荷しているの」

　歩きながら、佐希は説明を始めた。

「一番多いのが、朝来てくれてたソーハンさん。商業向けの商品を入荷してるところよ」

「ふむふむ」

「で、今来たのは分苑堂さん。ソーハンさんは自社便みたいな感じで配送するんだけど、分苑さんは普通の宅配便なのよ」

「なるほど、だから西能が来たっていってたのか」

　納なつ得とくする武詞である。

「ところで、そのブンエンさんからは何を取ってるの？」

「せいねんむけよ」

　武詞の質問に、佐希はそう答えた。

「青年向け、か」

　武詞の脳のう裏りに、出世していく課長やミナミの金きん融ゆう業者が思い浮うかぶ。アニメショップには今ひとつそぐわしくない顔ぶれだが、そういう商品も置くのだろうか。

「ども、お世話になってますー」

　裏口につくと、そこには制服に身を包んだ運送屋さんがいた。

「じゃ、わたしは受け取りにサインしてるから。先に荷物バックヤードに運んでおいて」

　エプロンのポケットからボールペンを取り出しつつ、佐希が言う。

「了解」

　正直、また荷物を運ばないといけないのかという思いはあるのだが、致し方ない。

「よっ……」

　段ボール箱の縁ふちに手を掛かけて持ち上げ、

「むぐっ!?」

　武詞はよろめいた。見た目の割に、随ずい分ぶんと重いのだ。

「な、何が入ってるんだ……？」

　首を傾かしげながらも、えっちらおっちら武詞はバックヤードへと向かったのだった。





　バックヤードには、商品が山と収納されていた。隅すみにはやはりＰＣが置いてある。

「ふう……」

　最後の一つを運び終わり、武詞は一息つく。

「さ、それじゃ検品するわよ」

　すぐさま佐希がそう指示してきた。

「うう……休む間もない……」

　思わず武詞が愚ぐ痴ちると、

「情けないことを言わない！」

　間かん髪はつをいれずメガホンが繰り出された。

「くそ、ぼやくのもダメとか！　この先せん輩ぱい鬼おにだ！」

「観月さんを見なさい！」

　頭を抱かかえて逃にげ惑まどう武詞に、佐希がそう言ってきた。

「丹波さん、を……？」

　言われるがままに、バックヤードを動き回る観月の方を見やる。

「はい、承知いたしました。そのように計らいます」

　観月は、携けい帯たいで通話しながらＰＣのキーボードを叩たたきつつ瞬しゆん時じに移動して文庫本をシュリンクがけしていた。

「す、すごい……」

　端はたで見ていると、観月が三体に分身しているように見える。人間業ではない。

「てか、商品化ってまだ終わってなかったんだ……」

　そちらも驚おどろきだ。開店前に、随分済ませたはずだったのだが。

「一いつ旦たんどの商品もある程度並ぶようにしてから、残っているのを崩くずしていく感じね。まあ、まだこれでもマシなのよ」

「ＧＥファンタジーやネックスのコミックスも、本当は発売日が今日だからな。その辺は発売日が土曜に重なったらずらすので、多少は作業が少ないというわけだ」

　佐希の説明を、観月が補足する。

「もっと、大変……」

　圧あつ倒とうされてしまう。今でも接客しながらの作業なのに、普ふ段だんならもっと大変なのか。

「さあ、検品よ。商品の数を数えてから、伝票に○を付けるだけの簡単なお仕事よ」

　そう言うと、佐希は段ボール箱を開ける作業に取りかかり始める。

「んしょ、よいしょ……」

　留めてある部分を、カッターナイフを使って一いつ生しよう懸けん命めい開けていく佐希。必ずしも手際は悪くないが、少々時間がかかっている。

「ちょっと貸してもらってもいいかな」

　武詞は、横から手を差し出してみた。少々差し出がましいとは思うのだが、しかし作業が沢たく山さんあるというならここは武詞の手で時間短縮を図はかるべきところだろう。

「へ？　いい、けど……」

　どうするつもりだ、という表情で佐希がカッターを渡わたしてきた。

「おし。んじゃま──」

　受け取るなり、武詞はカッターの刃を縦じゆう横おう無む尽じんに走らせる。

「──これでＯＫかな」

　次の瞬しゆん間かん、段ボール箱の開かい封ふうは全て終わっていた。

　──トレジャーハンター暮らしで必要になってくる、刃は物ものを扱あつかう技量。それを、応用してみたのだ。

（役に立つこともあるんだな……）

　今まで、刃物の技を活かせる場面というのは非常に限られていた。なので使い道のないものだと決めつけていたのだが、そうでもなかったようだ。

「すご……」

　佐希はというと、息を呑のんで感心している。ちょっと嬉うれしい。

「なんせ、遺い跡せきのトラップを解除したりしてたからな。このくらい余裕さ」

　調子に乗り、武詞はいらないことまで口走ってしまった。

「遺跡？　トラップ？」

　佐希が、怪け訝げんそうな顔をする。

「い、いや何でもない。……さてさて！　作業頑がん張ばろうかな！」

　慌あわてて、武詞は佐希から離れた。生おい立たちや両親の仕事についての話になったら、色々とまずい。

「作業、作業……って、うおお!?」

　段ボール箱の中身を見て、武詞は悲鳴を上げた。

　中には、普通の単行本よりもサイズが大きめな漫まん画が本ぼんがみっちり詰つまっていた。この密度の高さが重さの原因だったのだろうが、最も早はや問題はそこではない。

（ままままっままさか……！）

『Ｈなお嬢じよう様さまは好きですか？』『監かん禁きんとなりのお姉さん』『おしくらぶるまんじゅう』『ニーソでふみ☆ふみ』『淫みだらな制服願望』──詰まっている本のタイトルは、どれもこれも実に、その、何というか、あれなものばかりである。

（これはすなわち……えっちな漫画……!?）

　というか、表紙を見れば間違いない。十八歳未満禁止の記号は付いているし、いずれも半はん裸らや全裸の女の子のイラストでいっぱいなのだ。

（青年向けじゃなくて……成年向けだったのか……！）

　今いま更さら、そんなことに気づく武詞。

「何動どう揺ようしているのよ。店長から聞いたけど、あんたもう十八歳でしょ」

　佐希が、検品作業を始めながら声を掛けてきた。

「法律的にも問題ないんだし堂々と検品なさい。園花ちゃんが年ねん齢れい的にまだ成年向けの商品は無理だから、あんたがしっかりしてくれないと困るのよ」

　佐希は、下着が見えている女の子が表紙の本を、顔色一つ変えず手に取っている。

「う、うう、うん……」

　狼狽うろたえながらも、検品作業を始める。

（し、しかしこれは刺し激げきが強すぎる……）

　タイトルだけでもドキドキしてしまうような本が、これでもかと言わんばかりに箱詰めされているのだ。冷静でいろと言うのは、やはり無理な相談である。

（よ、よし）

　何とか、段ボール箱一つ分の検品を終しゆう了りようした。

（でも、まだまだあるな……）

　依い然ぜんとして、結構な数の段ボール箱が残っている。

（無心、無心、無心だ……）

　言い聞かせながら、新たな段ボール箱を開く。そして目に飛び込んできたタイトルは、



『バイトの先輩のエッチなお仕置き♪』



　──ごくり。

　思わず、生なま唾つばを飲み込んでしまう。

　表紙は、ファーストフード店の制服を着た女の子が、妖あやしい笑えみを浮かべ下着を見せながらこちらを見下ろしているものだった。

　扇せん情じよう的なその構図もさることながら、タイトルがいけない。何だろう、この、鼓こ動どうが速くなり、呼吸が速くなってしまう感じは──

「ちょっとあんた、何やってんのよ」

　すぐ側そばで、佐希の声がした。

「うおっ!?」

　悲鳴を上げて、武詞は飛び下がった。

「ほんっとに、男はやらしいんだから」

　佐希がすぐ側に立っていたのだ。

「あ、えーとその……」

　まずい、この状じよう況きようは実にマズい。武詞の額から冷ひや汗あせが噴ふき出す。

「今は仕事中なんだから、常に冷静に作業して──」

　言いながら、段ボール箱の中を見て、

「なっ……!?」

　佐希の顔が真っ赤になった。

「い、いやいやいやいや！　違ちがう！　誤解だ！」

　必死で言い訳する。

「あ、あ、あ、あ、あんた！　何考えてんの!?　このドヘンタイ！」

　しかし佐希は聞く耳持たず、メガホンで情なさけ容よう赦しやなく打ち据すえてくる。

「変質者！　仕事してる振ふりして何を妄もう想そうしてるのよ！」

「してない！　してないよ！……なんだよ、ついさっき自分で常に冷静にどうのこうのって言ってたくせにっ！」

「それとこれとは話は別よ！　一度そのやらしいことで一いつ杯ぱいの頭を叩き直して──」

「庫川、天あま賀が」

　その時。部屋に冷たい声が響ひびいた。

「今は何の時間だ？」

　声の主は、観月だった。作業を中断し、武詞達に刃物のような視線を突つき刺さしている。

「しっ、仕事の勤務中です！」

　佐希が上ずった声で返事する。余よ程ほど動転したのか、台詞せりふが日本語として破は綻たんしている。

「です！」

　武詞も、やっとのことでそれに続く。

「分かればいい」

　それだけ言って、再び観月は作業に戻もどる。

「は、早く終わらせてフロアに戻るわよ！」

「うん、うん……！」

　佐希と武詞はがくがくと首を振り合い、大急ぎで検品を再開したのだった。





　ＰＣに、六桁けたの数字を打ち込む。

『庫川・スーパーヘンタイマン・武詞』なる名前と、17:03という退勤時刻が表示される。

「…………」

　ミドルネームに突っ込む元気もなく、武詞は手近な椅い子すに座り込んだ。

「つかれた……」

　物もの凄すごく濃こい仕事内容だった。肉体的にも精神的にも、完全にくたくたである。

「先に帰るわね」

「おつ～」

「また会おう！」

　店員達が、三々五々帰って行く。

「お疲つかれ様でした……」

　武詞はというと、そう声を掛かけるのが精せい一いつ杯ぱいである。

　──検品を済ませてからは、ずっとレジだった。お客さんは絶え間なく訪おとずれ、結局上がる時間の直前までレジから離はなれることが出来なかったのだ。想像を絶する忙いそがしさだった。

「お疲れ。……随ずい分ぶんくたくたじゃない」

「うん……」

　佐希に声を掛けられ、生返事を返す。

「ま、初めてにしては頑がん張ばった方だと思うけどね」

「うん……」

　生返事を返す。

「……何よ、せっかく褒ほめてあげたのに」

「……えっ？」

　我に返り、顔を上げる。しかし、佐希は既すでにそっぽを向いてしまっていた。

「二人とも～、おつかれさま～」

　桃見が、にこにこしながらそう言った。

（あれ……店長ってどこいたっけ……）

　そう言えば、仕事中に桃見を見かけなかったような気がする。

（まあ、いいか……）

　しかし、武詞はその疑問をそのままにした。もう深く考える元気が湧わかない。

「さってと。……すいませーん、店長。ちょっと残ってポップ書いてもいいですか？」

　桃見に話しかけながら、佐希が机の前に座る。

「ＯＫよ～。ペンとか好きに使ってね～。じゃ、わたしは遅おそ番ばんの子達と話があるから～」

　そう言うと、桃見は事務所を出て行った。武詞と佐希、二人だけが残される。

「もう退勤押したのに……まだ仕事を……？」

　武詞はぽつりと呟つぶやく。

「うん。そうよ」

　疲れた様子も見せず、佐希はそう答えてきた。

「熱心だな……仕事好きなの？」

「仕事っていうか、この店が好きなのかな」

　ペンを駆く使しして何か書きながら、佐希が言う。

「このとらのまきって空間が好きなの。だから、そのためには頑張れちゃう、みたいな」

「空、間……」

　疲ひ労ろうのあまり、頭が鈍にぶっているのか。佐希の言葉の意味が、今ひとつ把は握あくできない。

「……ふう。ほら、ちょっと」

　椅子から立ち上がると、佐希は武詞を指でちょいちょいと招いてきた。

「なに？」

「いいから、来なさいな」

「うん……」

　よく分からないが、とりあえずついて行く。

　階段を下りて、先程まで働いていたフロアに入る。

「見て」

　佐希は、軽く両手を広げた。

「勤務中じゃない今なら分かるでしょう。お客さん、どんな感じ？」

「どんな、感じって……」

　言われるがままに辺りを見回して、武詞は息を呑のむ。

「これ、は……」

　──笑顔で、友達との会話に花を咲さかせる女性。真しん剣けんな面おも持もちで、商品棚だなと向かい合う男性。買い物を終えた少年の、満足げな顔。列に並ぶ少女の、少し緊きん張ちようした面持ち。

「みんな、生き生きしてるでしょ」

　佐希は言う。

「それはね、ここが『好きなものを好きでいられる場所』だからなのよ。周りの視線を気にしないで、自分の好きだって気持ちをそのまま解き放てる場所なの」

　──とても、素す敵てきな笑顔で。

「そんな場所のために働ける。わたしたちが頑張ることで、そんな場所を守っていける。──だから、わたしはこの仕事が好きなの」

　思わず、見とれてしまった。

　佐希のこんな表情を見たのは、初めてだったから。

「……な、何よ」

　武詞の視線に気づいたらしい佐希が、どぎまぎし始める。

「あ、いや……なんでも、ない」

　今感じたことを正直に伝えるのは恥はずかしくて、武詞は適当に誤ご魔ま化かしたのだった。



    

  
    
      　　色んな人がいるよー。まあ確かにみんな何らかのオタかなｗ




「うめー……」

　朝の事務所。サンドイッチを頬ほお張ばりながら、武たけ詞しはしみじみと呟く。

「１００円コンビニのタマゴサンドで感動とか……あんた日ひ頃ごろなに食べてるの？」

　そんな武詞を見て、佐さ希きが呆あきれた。

「量も気になるな。サンドイッチだけというのは少なすぎないか」

　手帳にペンで何かを書き付けていた観み月つきが、ちらりと武詞を見てくる。

「いやあ、食費節約しようかなと思って……」

　そんな武詞の答えを聞くなり、観月は眉をひそめた。

「いかんぞ。しっかり仕事をするには十分なエネルギーの補給が必要だ」

「は、はい……」

　そう厳しく叱しかられている訳ではないのに、思わず気け圧おされてしまう武詞である。何しろ、目力がとんでもないのだ。トレジャーハンター絡がらみで色々な人に会ってきた武詞だが、ここまで目で『殺せる』人はそうはいなかった。

「あれ～。そう言えば観月ちゃん～」

　そんな魔ま眼がんの持ち主に、桃もも見みがちゃんづけで話しかける。こちらはこちらで大物である。

「そのペン～、なんだか可愛かわいいね～」

　観月の使っているペンを見やりながら、桃見が言った。

「あっ、分かります!?」

　途と端たん、観月の表情が輝かがやいた。何というか、まるで乙女おとめのようである。

（な、なんと……）

　武詞は内心で仰ぎよう天てんする。あまりに劇的な変化だ。

「見てくださいよー！」

　観月が、ボールペンを差し出す。ボールペンのノックボタンの部分には、何やら雪だるま状のキャラクターがちょこんと座っていた。

「この子、もちもってぃってキャラなんですけど、もう本当に可愛くって可愛くって！」

　観月は興奮気味に話す。雪だるまではなく、もちが膨ふくらんだ様子を表しているらしい。

（意外だな……）

　武詞は呆あつ気けにとられる。怖こわい人だと思っていたのに、可愛らしい側面もあるようだ。

「うん～。ゆるキャラって本当に沢たく山さんいるのね～」

「ちょっとちょっと、なんですかその当たり障さわりのない反応は。店長分かってませんね。これは現地の役所で二千個限定で発売──はっ」

　そこで、武詞の視線に気づいたのか、観月は誤魔化すように咳せき払ばらいをする。

「おほん、おほん。……つまりですね、研修についてです」

「そうだった～。あのね、武詞くん～、研修って形で他ほかのコーナーに行ってみない～？」

　桃見が、とことこ武詞に歩み寄りながら言ってきた。

「いいですね。今のところ、まだ商業のレジしか入ってませんし」

　桃見の言葉に、佐希がうむと頷うなずく。

「でも、俺……大だい丈じよう夫ぶなのかな？」

　今やっている商業のレジでさえ、まだまだなのである。そんなあれこれやる自信はない。

「コーナーを担当してる人に～、その都度教えてもらったらいいのよ～」

　桃見はそう言うが、不安がある。何というか、店員達は割と一ひと癖くせも二癖もある面々ばかりなのだ。果たしてちゃんとやっていけるのだろうか。

「ゴールデンウィークで毎日出てきてるし～、強化週間ということで～」

　桃見が、にっこりと微笑ほほえむ。

「ま、仕事できるようになってくれるに越こしたことはないからね」

　佐希も、期待しているのかしていないのか分からない口調でそんなことを言う。

「……分かりました。やります」

　こうなってしまっては、引き受ける他ない。覚かく悟ごを決める武詞であった。





　研修初日。武詞が向かうように言われたのは、女性向け売り場のレジだった。

「よろしく頼たのむよー、少年」

　そう言ったのは、編んだ髪かみに眼鏡な女の人。女性向け担当店員、朝あさ霧ぎり舞まい子こである。

「こちらこそ、お願いします」

「おっけー。とりあえず、わたしはちょっと作業があるから、レジを見ててちょうだい。さっき説明した内容は大丈夫？」

「はい。覚えてます」

「ＯＫ。このレジでは一いつ般ぱん向け同人も見るけど、まずは女性向けを中心に教えていくよ」

　にっこり笑うと、舞子はカウンターに置いてあるノートＰＣをいじり始めた。

「分かりました」

　返事をして、武詞は店内に目をやる。

　女性向けコーナーは、裏口側──武詞が入った出入り口とは、丁度反対の位置にある。

（面白いもんだなー）

　その女性向けコーナーの様子を見ながら、武詞はそんなことを考えた。

　コーナーと言っても、明確な仕切りがあるわけではない。ただ、女性向けに分類される商品が置いてあるだけである。

　だというのに、そのコーナー周辺には男性の姿がない。男性が足を踏ふみ入れても、まるで見えないバリアに跳はね返されたかのように、すぐさま離はなれていくのだ。

（そんなにも違ちがうものなのかな……って、ん？）

　一人のお客さんを見るなり、武詞は目をしばたたかせた。

　女性のお客さんである。雰ふん囲い気きは落ち着いていて、良い意味で普ふ通つうな感じだ。

（いやあ、いいなあ……普通はいい……）

　武詞がしみじみそう考えていると、女性はレジへと歩いてきた。

「いらっしゃいませ！」

「…………」

　こくりと頷くと、女性は商品をカウンターの上に置いた。漫画が二冊、ノベルが一冊だ。

「商品お預かりします。手て提さげ袋ぶくろはどうなさいますか？」

「…………」

　女性は、首を横に振る。

「かしこまりました。お会計は、三点で千五百九十円です」

「…………あの」

　女性が、初めて口を開いた。

「はい？」

　武詞が聞き返すと、女性はきょろきょろと視線を彷徨さまよわせた。

「えと、その……」

「お客様──」

　どうしましたか、と聞こうとしたところで、舞子がくいくいと服の裾すそを引いてきた。

「……？」

　舞子の方を向くと、舞子は眼鏡のレンズの向こうからちらりとアイコンタクトしてくる。

　──待ちなさい。

　舞子の視線はそう告げていた。

「……まっきー、チャンスを……」

　俯うつむきがちになりながら、お客さんは小声で言う。

「あ……はい、まっきーチャンスですね！」

　──まっきーチャンス。正式名めい称しようは、「真ま黄きちゃんのまっきーチャンス」。それは、一回につき五百円支し払はらうことで引くことが出来るくじのようなものだ。

（えーっと、まっきーチャンスは……）

　後ろの棚たなから、箱を取り出す。よくある、真ん中に穴が開いているくじ引き用のものだ。

（どうして、分かったんだろう……？）

　同時に、内心で首を傾かしげる。舞子は、どうやってお客さんの気持ちを汲くみ取ったのか。

「…………」

　お客さんはすぐさま箱に手を入れ、真剣な面おも持もちで中を探さぐり始める。

「……！……！」

　──否いな。真剣と言うより必死だ。まるで、戦いに赴おもむく兵士のような気き迫はくが宿っている。

「…………」

　くじの一つを抜ぬいて、差し出してくるお客さん。

「はい、お預かりします」

　くじを受け取る。三角形の、めくると結果が分かるようになっているタイプのものだ。

「めくりますねー」

　そう断ってから、武詞はくじを開けた。

「えーと、三等です。おめでとうございます」

「……☆」

　武詞が結果を告げた途端、お客さんは飛び上がりそうな程ほど喜んだ。

「…………」

　そして、頬ほおを赤らめながら俯く。感情を露あらわにしてしまったのが恥はずかしいようだ。

「三等は、『苦労執しつ事じ』のＡ４描かき下ろしイラストポスターですね」

　舞子が、手早く賞品を用意した。

「…………」

　賞品を受け取り、お客さんは微笑む。

（本当に、嬉うれしそうだな……）

　気持ちはよく分かる。武詞も、とらのまき特典のイラストカードは部屋の目に付く場所に飾かざっている。レアなグッズというのは、何物にも代え難がたい魅み力りよくがあるのだ。

「さあ、まっきーチャンスの分も計算して。やり方は覚えてる？」

「あ、はい。えーっと、ここをこうして……」

　舞子に促うながされ、武詞は作業を再開する。

「まっきーチャンスを足して、二千九十円です」

　頷うなずき、女性はお金を支払う。千円札二枚に、百円玉を一枚。

「十円のお返しです」

　差額が簡単だと、店員も有り難い。そんなことを考えながら、武詞はお釣つりを渡す。

「ありがとうございました！」

「…………」

　ぺこりと小さく頭を下げると、お客さんは軽かろやかな足取りでレジを離れていった。

「舞子ちゃん～。ナイスフォローよ～」

　武詞の傍かたわらから、いきなり声がした。

「おわっ!?」

　桃見である。一体、いつの間に現れたのか。

「ふふん。まあ、ざっとこんなもんでさぁ！」

　得意げに、舞子は胸を反らす。

「……あの、朝霧さんはどうしてお客さんの気持ちが分かったんですか？」

　魔ま法ほうのよう──というと大げさだが、実際不思議である。

「それはね～、ヒントがあるのよ～」

　桃見が武詞の顔を覗のぞき込んでくる。分かるか、と聞いているのだろう。

「ヒント、ですか？　うーん……」

　お客さんの様子を思い出す。仕草、雰囲気、出いで立ち。

「……分からないです」

　結論はこうだった。情けない話だが、見当もつかない。

「武詞くん。お客さんが出した商品、覚えてる？」

　舞子が、訊ねてきた。

「えーっと……『第一球投げました』の十巻、『ＧＩＡＮＴＳ ＫＩＬＬＩＮＧ』の七巻、あと『少年公こう爵しやく』シリーズの五巻でしたね」

「お～、ちゃんと覚えてるわね～。しかもタイトルまでしっかり～」

　桃見が、感心したように頷く。

「その商品が、決め手となるのじゃよー」

「決め手……？」

　舞子の言葉にも、武詞はちっともぴんと来ない。

「商品は、これね～」

　言いながら、桃見は先程売れた商品と同じものをカウンターの上に並べた。

「ど、どこからそれを……？」

　唖あ然ぜんとする武詞。まるで前もって用意していたかのようだ。

「細かいことは気にしないの～」

　さらりと言うと、桃見は漫画のページをめくる。

「どれも直接的なＢＬ表現があるわけじゃないんだけど～、そういう読み方のしやすい作品なのよね～。……あ、武詞くん～。ＢＬって分かる～？」

「はい、どういうものかは……その、何となく」

　少し言葉に詰つまりつつ、武詞はそう答える。ＢＬとは、要するに男性同士の組み合わせで惚ほれたりはれたりなんやかんやする──そんなジャンルのはずだ。

「今売れたのは、両方腐ふ女じよ子しに人気の作品なの。素す敵てきな男性キャラが沢山出てくるのよ」

　舞子が、漫画の表紙を指し示す。確かに、いずれの表紙にもイケメン男性や可愛い系の少年が描かれている。

「無論それだけじゃないけどね～。どれも内容自体がとっても面白いし～。で、今回のまっきーチャンスの景品になってる『苦労執事』も、腐女子受けのいいコミックなのよ～」

「なるほど」

　納なつ得とくである。ここまで説明してもらえれば、さすがの武詞でも理解出来る。

「腐女子ウケのいい作品を買ったお客さんが、もじもじしている。まっきーチャンスの景品が、同じ腐女子に人気の漫画が景品になっていることから、この人はまっきーチャンスがやりたいけど中々言い出せないに違ちがいない──そう推測したんですね」

「正解～。これからは、その辺にも気をつけてみてね～」

　そう言うと、桃見はレジを出てどこへともなく歩き去っていった。

「……うーん、まだまだだなあ」

　とほほと苦笑しながら、武詞は頬をかく。

「どんまーい。ぴんと来なくても仕方ないって。興味持ちづらいジャンルだろうし」

「いや、そんなことないですよ」

　舞子の言葉に、武詞は首を横に振ふって見せた。

「朝霧さんのお話を聞いたり、さっきのお客さんの様子を見てたりしたら、なんか面白そうだなーと思って」

「ほほう」

　いきなり、舞子の瞳ひとみが輝かがやいた。

（……え？）

　──そこに漂ただようのは。

　──底知れぬ、気配。

「今度、色々と貸してあげるわ。楽しみにするがよいぞよ。くっくっく」

「ど、どうも……ありがとうございます」

　口ではそう言いながらも、武詞は言い知れぬ不安を覚えたのだった。





「今日のリア充じゆうくんの研修はメディアコーナーなわけだが」

　そう言ってから、鳥とり居い一いち乃のは例のジト目で武詞を見てくる。

「どうみても満まん身しん創そう痍いです。本当にありがとうございました」

　メディアコーナーのレジに、一乃と武詞はいた。激しいタイプの音楽が流れていて、他ほかの売り場とは少し雰ふん囲い気きが違う。

「はい……」

　ネット言葉を織り込んで話す一乃に気の利きいた返しも出来ず、武詞はよろよろ歩く。

「なんでそんなに疲つかれてんの？」

「いや、実は……」

　一乃の質問に、武詞は昨日のことを振り返った。



「これとこれを読んでみて。あとこれ。避さけて通れない名作だから観みてみるべし」

　研修の二日目が終しゆう了りようした後、舞子はオススメな女性向け作品を武詞に貸してくれた。

「…………」

　漫まん画がと小説をあわせて数十冊。ドラマＣＤやＤＶＤなども数十枚。尋じん常じようではない量だ。

「是ぜ非ひ感想を聞かせてくれたまえ、少年」

　そう言って、舞子はにんまり笑った。



「で、徹てつ夜やでＢＬ漫画読んだりＢＬドラマＣＤを聴きいたりしていたと」

「はい……」

「ぶっちゃけどうだったのさ？」

「激げき烈れつでした」

　他に適切な表現が見つからない。なにしろ、細い目に肩かた幅はばの広い男性達が、くんずほぐれつしているのである。

「同情するなぁ。全わたしが泣いた。これだから腐女子はって感じ」

　涙なみだも見せずに、一乃が言う。

「いやまあ、折角のご厚意でしたし……うお、っと」

　言いかけて、武詞はふらついた。軽いめまいがしたのだ。

「大だい丈じよう夫ぶ？　まあ徹夜明けでバイトがキツいのは確定的に明らかってヤツだけど」

「は、はい……」

　実のところ、一日二日の徹夜など体力的な面ではどうということもない。受けているダメージは主に精神的なものである。実際の行為の描写は、非常にクるものがあった。

「頑がん張ばれ頑張れできるできる。もっと熱くなれよ」

　熱さをちっとも感じない口調と目線でそんなことを言うと、一乃はレジを出る。

「さて。んじゃわたしは棚たなメンテ行ってくるから。レジは任せたよ」

　ひらひらと手を振ると、一乃は売り場へと消えていった。

「あ、はい。了りよう解かいです」

　ネット言葉を使いまくる一乃だし、「ここは俺に任せて先へ行け」とでも言った方がウケるだろうか──などと考えてから、武詞はあることに気づいた。

（簡単な、お仕事……）

　もしかしたら、疲れている様子の武詞に気を遣つかってくれたのかもしれない。

（実は、結構優やさしい人なのかな）

　その口調から、皮肉っぽい性格を想像していたのだが、勘かん違ちがいだったようだ──

「……あ、いらっしゃいませー」

　お客さんがやってきた。武詞は慌あわてて対応する。

「ありがとうございましたっ」

「いらっしゃいませ！」

　お客さんが、次々にレジへとやってくる。

（売り上げが伸のび悩なやんでるみたいな話だったけど、繁はん盛じようしてるじゃないか）

　この賑にぎわいようからすると、どうやら売り上げの基準は相当に高い位置に設定されているのかもしれない。

「……ふう」

　ようやく捌さばききり、武詞は一息ついた。大変だったが、何とか流れを止めずにこなせた。

（結構、出来るようになってきたな）

　体力を著いちじるしく消しよう耗もうしていても、これなのだ。徐じよ々じよに上達しているらしい──

（……って、うお!?）

　武詞は仰ぎよう天てんした。一人の男性客が、カウンターの前で何かにじっくり見入っている。

（どうしたんだ……？）

　ちらりと、その視線の先に目をやってみる。

　男性客が見ているのは、カウンターの端はしに積まれているＣＤと、その解説が書かれたポップだった。ポップは「店員Ｔの今日のお薦すすめ」と題され、目に付くよう展示されている。

（店員Ｔのお薦めってことは、鳥居さんが書いたのかな？）

『今日の』ということは、日ひ替がわりで置いているようだ。

（やる気、あるんだな）

　朝礼の時の真ま面じ目めな態度は、本当に心からのものだったらしい。

「これ下さい」

　積まれているＣＤから一枚取ると、男性は持っていた商品と一いつ緒しよに差し出してきた。

「はい、ありがとうございます」

（店員のお薦めって、効果あるんだなー）

　手早く会計をしながら、そんなことを考える武詞。

「ありがとうございましたー」

　支し払はらいを済ませたお客さんを送り出すと、武詞は身を乗り出してポップを読んでみた。

『楽曲の背骨はヘヴィなギターをメインに据すえたメタリックなもので、かついい意味でアニソン的なキャッチーさ・盛り上がる熱さもしっかり織り込まれている。名曲である。

　ＨＩＳＨＯＷのパワフルで表現力豊かな歌や、Ｅ＝ＺＩＭＡのテクニカルかつメロディアスなギタープレイといったミュージシャンシップの高さも要注目。特にＥ＝ＺＩＭＡのソロが素す晴ばらしいので、少々解説しよう』

　ここまでは、武詞もなんとなく分かる。凄すさまじいのが、以降の部分である。

『まずはベンディングを使った和音で入り、ブルージーで泥どろ臭くささのあるフレーズを速はや弾びきも交えて披ひ露ろう、続けて転調しつつスウィープをキメているのだが、５弦げんスウィープの上じよう昇しようと下降に小さなスライドを挟はさんでいるのが素晴らしい。ギター弾きは濡ぬれる小こ技わざだ──』

　専門用語を駆使していて、今ひとつよく分からない。

『──のバッキングではスケールにないＧ♯の音を主体にしてスパイスを利きかせている。３分18秒のラン奏法のスピード感にも痺しびれるし、３分21秒からの高速フレーズの凄まじさは、彼がどれだけギターを弾いてきたかを雄ゆう弁べんに物語っている。やはり、ソロはバシっと速弾きしてヴィブラートでシメるのがいい！』

　しかし、こだわりは素人しろうとの武詞にも伝わってくる。熱気だ。熱気が文章に籠こもっている。さっきのお客さんが買って行ったのも、この熱さに惹ひかれたのだろう。

（後で、色々話聞いてみようかな……って、あれ？　そういや鳥居さんは？）

　さっき離はなれたまま、一乃が戻もどってきていない。棚メンテとは、要するに売れた商品の補ほ充じゆうや棚の整理などといった作業を指すのだが（商業コーナーにいた頃ころ佐希から聞いた）、それにしては少々時間がかかりすぎである。

（どこだ……？）

　見回してみるが、一乃の姿は見あたらない。どこか、死角になる位置にいるようだ。

　代わりに、さっきのお客さんが、立ち止まって何かを眺ながめている様子が目に入った。

（どうしたんだろ？）

　何かあったのだろうか。気になって、武詞は向かってみることにした。

「えーと……ゆーあー、いや、あーゆー……」

　コーナーの片かた隅すみに、一乃がいた。

「め……めいあい……うっじゅー……わっといず……」

　何やら、英語らしき言葉で喋しやべろうとしている。

「Ah……Uh……」

　彼女の前には、背の高い白人男性がいた。ど派手なアニメＴシャツを身に纏まとい、大きなリュックを背負っている。

「Quiero……ワタシ……ホシイ……」

　こちらも、何やら片言の日本語で喋ろうとしている。混じっている単語から察するに、スペイン語が使われている国から来た人なのだろう。

「ほんと、日本語でおｋだってばよ……」

　弱り果てた様子の一乃。

（なるほど、外国人のお客さんの相手で困っていたんだな）

　ようやく理由が分かった。言葉が通じず、苦労していたということのようだ。

（気が進まないなあ……）

　そう考えながら、武詞は前に進み出た。

　一体、どうして気が進まないのか。それは──

「puedo ayudarla?お手伝いしましようか？」

　──スペイン語が話せるなど、どう考えても普ふ通つうの高校生ではないからだ。

『おお、君！　言葉が通じるのかい!?』

　白人男性が、瞳を輝かせた。少々イントネーションに訛なまりが感じられるところからすると、スペイン語圏けんの国の出身ではあってもスペイン人ではなさそうだ。

『ええ、ある程度は。どうなさいましたか？』

『実はさ、日本に旅行に来たついでにとある同人ＣＤを買いたいと思ってたんだけど、そのタイトルを書いた紙をなくしてしまったんだ』

　すまなさそうに、白人男性が言う。

『タイトルは日本語で、よく覚えていなくて。カンジは難しいよ……』

『なるほど、そうでしたか』

　答えながら、武詞は考え込む。これは中々難しい問題だ。タイトルが分からないとなると、たとえ言葉が通じたとしても商品を探すのは困難である。

「ねえ、この外国人なんて言ってんの？」

　一乃が、そう訊たずねてきた。

「同人ＣＤを買いに来たらしいんですけど、タイトルが分からないらしいんです」

「ふむ」

　腕うでを組むと、一乃は白人男性をちらりと見やる。

「一体どんな感じの曲かとか、聞いてみてくんない？　ジャンルとか雰ふん囲い気きとか、何でもいいから覚えてることを全部言えって伝えて」

「はい、分かりました」

　頷うなずくと、武詞は白人男性にそれを伝えてみる。

『ボーカロイドのＣＤなんだ。歌っているのはミコで、曲は80年代のアリーナロックど真ん中って感じだよ。それなのにギターソロはどこか枯かれた感じでね、とても味わい深かったな。動画では、ミコがトラ目のレスポールを提さげてるイラストが使われてたと思う』

　そんな白人男性の答えを、一乃に話してみる。

「あー、あそこのサークルの新作かな」

　そう呟つぶやいて、一乃は歩いて行く。

「これじゃないかって聞いてみて」

　戻って来るなり、一乃は武詞にＣＤを渡わたしてきた。ジャケットは、緑色の髪かみをツインテールにした女の子が、広いステージの上でギターを弾きながら歌っているというものだ。

『estupendo!!素晴らしい！！　これだ！　これだよ！』

　見た途と端たん、白人男性は飛び上がりそうになった。

『うん、うんそうだ。この字だ。やっぱり間違いないよ』

　ＣＤのジャケットを見ながら、白人男性が何度も頷うなずく。

「間違いないみたいです。……凄すごいですね、これだけのヒントで探し当てるなんて」

　素直に驚おどろきの言葉を口にすると、一乃はほんの僅わずかだけ微笑ほほえんだ。

「どやぁ」





「あ、そういえば。鳥居さん」

　白人男性の支払いを済ませた後で、武詞は先さき程ほどのことを思い出した。

「レジに置いてある『店員Ｔのお薦め』って、あれ鳥居さんが書いたんですよね？」

「ん？　んむ」

「あれをじっと読んでから、ＣＤを買って行ったお客さんがいましたよ」

「……！」

　武詞が報告するなり、一乃は驚いたように目をぱちくりさせた。

「そうかぁ……ふふ……そうかぁ……」

　口元を緩ゆるめる一乃。珍めずらしく、表情らしい表情が浮うかんでいる。

「あらら～。それは良かったわね～」

　武詞の傍かたわらから、いきなり声がした。

「おわっ!?」

　桃見である。またしても、唐とう突とつな出現だ。

「商品が多いから～、そのまま出しちゃうと目立たないのよね～。だから～、こういう宣伝がとても大事なのよ～」

　言ってから、ちらりと一乃の方を見やる。

「一乃ちゃんは～、いいものを見み抜ぬいてプッシュしてくれるから助かるわ～。今は売り上げが伸のび悩なやんでいても～、一乃ちゃんに任せておけば絶対大だい丈じよう夫ぶ～」

「……ハズカシス」

　すると、一乃は俯うつむいてしまった。耳が僅かに赤いところを見ると、照れているらしい。

「……でも～、驚いたわね～。ボリビア訛りのスペイン語を話す人が来たのは初めてだわ～。南米の国の白人さんが来ること自体珍しいし～」

　そして、顎あごに指を当ててそんなことを呟く。

「ああ、なんか微び妙みように訛ってると思ったらボリビアの人だったのか……って、え？」

　今の言い様だと、桃見はさっきのお客さんがスペイン語を話していたことのみならず、その訛りがどこの国のものであるのかまで判別していたことになる。そんな離れ業わざ、本職の通訳や現地に駐ちゆう在ざいしている外交官でも中々難しいはずだ。

「あの、店長──」

　呼び止めて聞こうと思ったが、既すでに桃見は行ってしまった後だった。

「何者なんだ……」

　ますます謎なぞが深まる。あの桃見という人物、底が知れない。

「ところでリア充じゆうくん。ボカロとかアニソンとか興味あったりすんの？」

　一乃が、武詞にそんなことを訊ねてきた。

「ですねー」

　桃見の素す性じように思いを馳はせつつ、生返事をする。

「そかそか。んじゃまあ、今度お薦すすめＣＤ貸してあげるとすっかね」

「……あっ」

「あれとあれ、んーでもあれも外しがたいし……」

　時既に遅おそし。一乃は頭の中で武詞に貸すＣＤの選定を始めてしまっていた。





「おいしい……」

　昼休み。おにぎりを頬ほお張ばりながら、武詞はしみじみと呟いた。

「１００円コンビニのエビマヨおにぎりで、よくもまあそこまで幸せそうに出来るわね」

　そんな武詞を見て、佐希が呆あきれる。

「おつかれー」

　事務所に、舞子が入ってきた。

「おつかれですー。じゃ、わたし女性向けのレジ入ってますねー」

　入れ替かわりに、佐希が出て行った。お昼ご飯は、交代で取るのである。

「さーご飯ご飯」

　舞子はロッカーに行き、その中の一つから弁当包みを取り出す。

「そういや、朝霧さんってお弁当なんですね」

　武詞が言うと、舞子はくすりと微笑んだ。

「そうなのよー。女子力高いっしょ」

　得意げな様子で、舞子は武詞の向かいに座る。

「おや？　ところで武詞くんや。そのプレイヤーは何ぞ？」

　武詞の手元を見ながら、舞子が訊ねてきた。

「ああ、これですか？　鳥居さんが貸してくれたんです」

　──白人男性がやって来た次の日。一乃は大量のＣＤを貸してくれた。わざわざ使っていないポータブルＣＤプレイヤーまで持ってきてくれるという、至いたれり尽つくせりな感じだ。

「一枚一枚に解説が付いてて、それを読みながら聴きいてます」

　音楽について詳くわしくない武詞のために、わざわざ取っつきやすいよう工夫して書いたものらしい。そう言われてしまっては、熟読する他ほかない。

「ブルーレイもありました。ボーカロイドが海外でライブをやったもので。なんかステージ上に、ボーカロイドが歌う様子を映像で立体的に映し出すっていうアレです」

　そのブルーレイにも解説ライナーが付いていた。曰いわく、ライブと言っても歌＝ボーカロイドは音源を流している。だから演奏面で生っぽさを出す必要があり、バックの演奏陣じんは腕うで利ききを揃そろえている。曰く、客の入りは五千人以上だった。曰く、現地のファンの中には、ボーカロイドライブのマニュアル的なものを作って、周りに配ってた人がいた──などなど。

「あはは！　一乃らしいわねー」

　武詞の話を聞くなり、舞子は爆笑する。

「いきなり何十枚も貸されても困るわよねー。これだからボカロ厨ちゆうはって感じ」

　一乃が以前同じような事を言っていた所からすると、彼女達は実に気が合うのだろう。

「あはは……ん？」

　苦く笑しようしつつ見回すと、監かん視しカメラのモニターが目に留まった。

　カメラには商業コーナーのレジの様子が映されている。接客しているのは、園その花かだった。

「何やってるんだ……？」

　その園花の様子が、変である。何やら、携けい帯たい電でん話わを手にお客さんとポーズを決めている。

「特とく撮さつヒーローの決めポーズよ。ほら、携帯電話をベルトに嵌はめて変身するアレ」

　弁当を食べながら、舞子が言う。

「園花ちゃん、お客さんから大人気なのよー。可愛かわいいしノリいいし。特に特撮好きな人達からはアイドル扱あつかいでねー。あの子ヒーローものが好きで、語らせるとすごいのよ」

「ふむふむ、そうなんですか」

　アニメショップならではのマスコットキャラ、といった感じだろうか。

（しかし、特撮好きかー。なるほど、納なつ得とくだな）

　園花のあのテンションは、その辺に由来していたということらしい。

　画面の中の園花は、別のお客さんと話している。何か質問されたようだ。

「……ううん？」

　武詞は眉み間けんに皺しわを寄せた。心なしか、様子がおかしい。

　お客さんは、男性だった。興奮したように手を振ふりながら、何かをまくし立てている。対照的に、それまで元気だった園花がみるみるうちに萎い縮しゆくしていく。

「なんか変ね」

　箸はしを止めて、舞子も画面を注視した。武詞の気のせいなどではなかったようだ。

　園花が何かを言う度たびに、男性はヒートアップ。身振り手振りが、どんどん大きくなる。

　可哀かわい想そうなほどおろおろする園花。すると、男性は遂ついに何かが弾はじけたのか、レジカウンターを手でばんと叩たたいた。

「行ってきます」

　瞬しゆん間かん、武詞は事務所を飛び出した。もう見ていられない。

「ちょ、ちょっと武詞くん──」

　舞子が何か言ってくるが、振り向かず階段を駆かけ下り、商業コーナーへと飛び込む。

「あ、あんた──」

　入るなり、女性向けコーナーのレジにいる佐希と目があった。その表情から、彼女も園花のことを案じているというのが伝わってくる。レジの前にお客さんが沢たく山さん並んでいるところからすると、助けに行きたくても行けないといったところだろうか。

「僕が行きます」

　それだけ言って、武詞は商業コーナーのレジへと向かう。丁てい寧ねいな口調は、お客さんの前ということを意識してのことだ。

「いい加減にしろよ!?」

　武詞が駆けつけるよりも前に、そんな怒ど声せいが響ひびいた。店内が、しんと静まりかえる。

「そんな、あたしは──」

　消え入りそうな弱々しい声は、園花のものだ。

「なんで隠かくすんだよ！　あるんだろ!?　何考えてんだこの店は！」

　それに被かぶさるようにして、なおも怒鳴り声がする。

「お客様」

　小走りで駆けより、横合いから声を掛かける。

「ああ？　なんなの」

　わめき散らしていた男性が、武詞の方を向いてきた。

「お話は自分が伺うかがいます」

　言いつつ、少し距きよ離りを詰つめる。男性と園花の間に入るべく、プレッシャーを掛けるのだ。

「……はあ？」

　武詞を睨にらみ付けながらも、男性は何歩か後じさった。カウンターの中にいる園花と男性の間に、若じやつ干かんの隙すき間まが生まれる。

「いかがなさいましたか？」

　すかさず、武詞はそこに自分の体を滑すべり込ませた。

「あっ……」

　背後で、園花が息を呑のむ気配が伝わってくる。

「……昨日、ツイッターでこの漫まん画がの特典が残ってたってつぶやきを見たんだ」

　男性が漫画本を武詞に見せつけてきた。

「だから買いに来たのに、探しもせずに『ないでぇす』とか言うんだよ、そこのバイトが」

「……で、ですから、それは昨日の時点でなくなったんです」

　震ふるえる声で、園花が言い、

「嘘うそつくなよ！　そんな急になくなるわけ無いだろ！」

　男性は顔を真っ赤にする。

（ああ……そういうことか……）

　大体の事情は掴つかめた。いわゆる、クレーマーのようだ。アニメショップにも現れるとは。

「園花ちゃん、その特典って本当にないの？」

　一応、振り返って聞いてみる。

「ないよ。昨日の夜に最後の一個がなくなったって、朝、観月さんが言ってたよ」

　園花は必死で訴うつたえかけてくる。どう見ても、本当のことを言っているようにしか思えない。

「だから嘘つくなって！　面めん倒どくさがらずにちゃんと探せよ！　仕事なめてんのか!?」

　しかし、男性は欠片かけらも信用しようとしない。

「いえ、ですから……」

　なだめようとしたところで、男性は武詞の名札をじろじろと見てきた。

「あのさ、あんた若いみたいだけど社員？」

　そして、そんなことを言う。

「いえ、アルバイトですが……」

「バイトかよ」

　露ろ骨こつにバカにしたような口調でそう言ってくる男性。──つい、カチンとくる。

「おい、なんだよその顔は」

　男性が噛かみつくように言ってきた。内心が、表情に出てしまっていたようだ。

「……ったくよお！　この店はバイトにどんな教育してるんだ！　客商売の基本も分かって無いじゃないか！」

　言いたい放題の男性。

「お前じゃ話になんねーわ。責任者呼んで責任者」

　あくまで横おう柄へいな態度で、男性はそう命令してきた。もう武詞の顔も見ようとしない。明らかに──人間扱いされていない。

（このっ……）

　武詞の怒いかりが更に沸ふつ騰とうする。

「あぁ!?」

　その表情が伝わったのか、男性も一層憤ふん慨がいする。

「ふざけんな！」

　そして、武詞の胸ぐらを掴つかもうとしてきた。

「──おっと」

　武詞は瞬しゆん時じに身をかわし、相手の腕うでを取り、そのまま後ろ側へと回り込みねじり上げる。

「ぐっ、ぐ……!?」

　もがこうとする男性だが、身動きは取れていない。当然のことだ。そうなるように、極きめているのだから。

　──格好良く必殺技で敵を倒す必要はない。最低限の力で、相手を制圧するという目的を果たす。軍人にも似たそのスタイルこそ、トレジャーハンター流の戦い方だ。

「武詞くん、離して差し上げて。……お客様、店長の伏ふし山やま桃見です」

　取り押さえたところで、桃見が現れた。──普段とは、明らかに違う雰囲気を纏まとって。

「……はい」

　それに気圧され、武詞は技を解く。

「は？　誰が店長だって？　こんな時に冗談とかやめてくんない？　ほんとオタクって空気読めないよね」

　桃見を外見で判断したのだろう。男性は、あからさまに小こ馬ば鹿かにし始めた。

（いや、まずいよ……それ……）

　今までの怒りも忘れて、武詞は内心で男性を押しとどめようとする。

（今の店長は、なんか……怒おこらせるとヤバいというか……）

「いえいえ。冗談ではございません。正しよう真しん正しよう銘めい、わたくしがこの店を任されております」

　面おも立だち、背格好、その他変わっているところはないのに、明らかに違う。

「うちの店員が失礼を働きましたようで、まことに申し訳ありません」

　まるで、同じ絵をまったく別の人が描えがき直したかのような、そんな雰ふん囲い気き。

「ですが、他のお客様のご迷めい惑わくにもなりますので、大きな声を出すのは何なに卒とぞ控ひかえて頂けませんでしょうか」

「ああ？　なんだその態度？」

　未いまだ状じよう況きようを理解していないのか、男性が声を荒あららげる。

「何をエラそうに言ってんだ！　ほんと、オタク商売してる奴やつは常識がない──」

「控えて頂けませんでしょうか」

　──瞬間。

　──桃見の小さな体から、目に見えない何かが迸ほとばしった。

「ぐっ──」

　武詞はふらついた。意識が飛びかけたのだ。

（これ、って……覇は気き？）

　そうとしか表現出来ない。体の内に潜せん在ざいしている根源的な力、それが一瞬だけ解き放たれたかのようだ。

「あ、あわわ……」

　男性は、青ざめて後じさった。さすがに、何かを感じ取ったらしい。

「お客様、いかがなさいましたか？」

　落ち着き払はらった様子で、桃見が男性に近寄る。

「……ひっ!?」

　男性は悲鳴を上げた。それまでの尊大さはどこへやら、実に情けない有様である。

「お体の具合がよろしくないなら、裏で休まれますか？」

　丁寧な言葉に強きよう烈れつなプレッシャーを織り込みながら、桃見が問いかける。

「……かっ、かえる！」

　裏返った声でそう言うと、男性は何度も転びそうになりながら店を出て行った。

「ありがとうございました」

　男性の背中に、桃見が声を掛ける。圧倒的な余裕である。

「……色は多分覇は王おう色よねー」

　その姿に圧あつ倒とうされていると、舞子が話しかけてきた。

「あ、朝霧さん……」

「ごめんね、遅おそくなって。これから、ああいう客が来たらわたしか観月さんを呼んでね」

　ちらり、と舞子は桃見を見やる。

「……ま、最悪店長が出てきてくれるから大だい丈じよう夫ぶだけどね。普段どこにいるかは分からないけど、困った時には必ずやって来てくれる、頼たのもしい人なのよ」

（そういえば……何かあった時、いつも店長いたよな……）

　まっきーチャンスで困っていた時、外国人のお客さんの対応でてんやわんやだった時。いつも、そこには桃見の姿があった。どこにもいないのに、どこにでもいる。問題があれば、自動的に現れる──そんな存在なのだろうか。

「……食事から戻もどってみれば」

　武詞が思いを巡めぐらせていると、観月が現れた。

「店長、またやらかしましたね。あれだけ自重しなさいと言ったのに」

　溜ため息いき混じりに言うと、観月は桃見の頭にびしりとチョップを入れる。

「あう」

　途と端たん、先さき程ほどまでの凄すごみはどこへやら、桃見は目をぺけぽんにして首を竦すくめた。

「ごめんなさい～。園花ちゃんがいじめられてて、可哀かわい想そうだったから～」

「だからといって、無む闇やみに威い圧あつしてはいけません。あなたは新世界の海かい賊ぞくではなくてアニメショップの店長なんですよ。……さあ、続きはバックヤードでみっちりと」

「ひえ～。お許しを～」

　桃見が倉庫へと引きずられていく。

「さすがの店長も、観月女史には手も足も出ないのよねー」

　舞子がくすくす笑った。

「さて、武詞くん。商業のレジはわたしが見てるから、園花ちゃんをお願い」

　ちらり、と園花を見やりながら、舞子が言う。

「あ、はい。分かりました」

「園花ちゃん。お疲つかれ様ー。お昼行っていいわよ」

　明るくそう言うと、舞子はレジに入る。

「あ、はい……」

　しゅんとした様子で、園花はレジから出てきた。

「さ、行こうか」

　前に立って階段を上り、武詞は事務所へと向かう。

（……しかし、意外だな）

　後ろから付いてくる園花をちらちら振ふり返りながら、武詞はそう思った。

　なにしろ、武詞を遥はるかに上回るほどの怪かい力りきの持ち主である。それこそ、「悪は許さん！」とか言いながらお客さんを物理的にやっつけてしまいかねないところなのだが。

（実は、そういうの、苦手なのかな……？）

　考えながら、事務所の扉とびらを開ける。

「おつかれさまでーす……って、誰だれもいないか」

　よく考えると、店員はほとんど出払っている。無人なのも当然のことだ。

「さ、園花ちゃん。座って座って」

　ひとまず、先程まで舞子が座っていた椅い子すを勧すすめてみる。

「うん……」

　頷うなずくと、園花は席に座った。

「ご飯はどうするの？　コンビニ？　お弁当？　それとも外食？」

　とりあえず、当たり障さわりのない話題を振ってみる。仕事では先せん輩ぱいなのにちょっとくだけた感じで話しているのは、リラックスできるようにという意味を込こめてのことだ。

「…………」

　しかし、園花は黙だまり込んだままである。

（うーん……どうしたもんか……）

　武詞が考え込んでいると、

「へあっ！」

　園花はいきなりテーブルの上に飛び乗った。

「おわっ!?」

「申し訳ないっ！」

　仰ぎよう天てんする武詞の目の前で、園花はテーブルに額を打ち付けそうな勢いで土下座した。

「ぐはぁ！」

　というか実際にぶつけてしまった。めきりと凄すさまじい音が響ひびく。

「だ、大丈夫……？」

　おそるおそる聞いてみるが、園花は何も言わない。ひたすら土下座体勢を維い持じしている。

「……河内かわち園花、一生の不覚……！」

　園花は、少し涙なみだ声ごえになっていた。

「あたしが不ふ甲が斐いないばかりに、新入りくんに迷惑を掛かけて……」

　少しだけ顔を上げて武詞を見、園花はまた土下座の体勢に戻る。

「ああ、僕のことなら気にしないでよ」

　せいぜいクレーマーを取り押さえた。今回のＭＶＰは明らかに桃見だろう。

「ううん、そんなことない」

　土下座状態のまま、園花は頭を左右に振る。

「あたしのこと、かばってくれたもん」

「ん？　いや、それは普通のことだよ。同じ店員が困っていたら、助けるのはさ」

「あっ……」

　園花が、顔を上げた。驚おどろいたような瞳ひとみで、武詞をじっと見ている。

「キラキラしてる……」

「……へ？　どういうこと？」

　聞き返す武詞。なんだか、今ひとつそぐわしくない表現で自分を描びよう写しやされた気がする。

「新入りくんの強さにあたしは泣いた！　師し匠しよーと呼ばせて下さい！」

　園花は、真っ直すぐに武詞を見み据すえてそんなことを言ってきた。

「な、なんで俺のことを師匠……？」

　ますますもって困こん惑わくしてしまう。一体、どういうつもりなのか。

「その勇ゆう敢かんさ！　心の温かさ！　まさにヒーロー！」

「いや、いやいやいや」

　過大評価にも程がある。武詞は慌あわてて否定しようとしたのだが、

「よろしくね、師し匠しよー！」

　テーブルの上の園花は、にぱっと笑ってきたのだった。





　バイトを終え、店から出ると、武詞はうーんと伸のびをした。

（今日も色々あったなぁ……）

　そんなことを考えながら、店の前の通りを眺ながめる。

　宇宙人の本を売るおじいさんと、ゴスロリ服に身を包んだ女性がすれ違う。向かいの駐ちゆう車しや場じように、アニメキャラでデコレートされたワンボックスカーが停まっている。道行く青年の一団が、日曜朝の子供向けアニメについて熱く語り合っている。いつも通りの光景だ。

（……っておいおい！　待て待て待て！）

　そこで武詞は我に返った。今の光景を構成する要素は、どれもこれも一いつ般ぱん的ではないものばかりのはずだ。なぜ、自分はそこに突つっ込まなかったのか。

（俺……いつの間にか……慣らされてる……!?）

「ねー、師匠。どうしたのー？」

　愕がく然ぜんとしている武詞に、園花が話しかけてきた。私服姿である。

（わりと、格好は普ふ通つうなんだよな……）

　日ひ頃ごろから、園花は活動的な感じのファッションで統一している。特とく撮さつが好きでも、変身ベルトを巻いたり、戦隊ヒーロー柄がらの運うん動どう靴ぐつ（マジックテープ）を履はいたりはしないらしい。

「もしや、この街の平和を乱す者の気配を感じ取ったとか！　ゴルゴムの仕し業わざかー!?」

　しかし、言動についてはヒーローの影えい響きようが色いろ濃こい。

「いや、そういう悪の組織っぽいのは関かん与よしてないよ。単に俺の内面的な問題かな」

「ないめんてきな、もんだいかぁ」

　しばし考え込むと、園花はにっこり笑いかけてきた。

「師匠、頑がん張ばって！」

（む、ぐっ……!?）

　武詞の奥底で、何かが激しく揺ゆさぶられる。もしや、無む邪じや気きな心根と愛らしい笑顔えがおを持つこの少女から兄のように慕したわれるというのは、非常に幸せなことではないのか──

（……い、いや違ちがう！　俺は、俺はそんなんじゃない！）

　必死で理性を呼び戻す。違う、決してそんな変態的な趣しゆ味みなど持ってはいない。自分は、普通なのだ。断じて、ロリコンなどではない。

「じゃ、あたし帰るね！　しゅわーっち！」

　びっと手を上げて会え釈しやくすると、園花は凄すごい勢いで走り出す。

「元気になったみたいね」

　傍らで、そんな声がした。

　見やると、佐希がいた。吹き始めた風に髪をなびかせながら、園花の後ろ姿を見つめている。その顔に浮かんでいるのは、どこか安心したような表情だ。

「園花ちゃんがしょんぼりしてたら、店が暗くなっちゃうからね。本当に良かったわ」

　そこで、佐希は一いつ旦たん言葉を切り、

「……ありがと」

　ぽつりとそう付け加えた。

「えっ……」

　想像もしなかった一言に、武詞は狼ろう狽ばいする。

「園花ちゃんをかばってくれて、ありがとう。結構、やるじゃん」

「い……いや、たいしたことないよ」

　今まで無かったような、ストレートな褒ほめ言葉。戸と惑まどわずにはいられない。

「……なによ、その態度。わたしが褒めるとなんか問題でもあるの？」

　武詞の反応を見て、佐希は眉み間けんに皺しわを寄せる。

「別に、そんなことない、よ」

「ふうん。まあいいけど。……そういえば、研修どうだったの？」

　佐希が、訊たずねてきた。

「どうっ、て……そうだなあ……」

　研修が始まってからのことを、思い返してみる。

「個性的な人ばかりだけど、でも──なんか、みんないい人だなって思った」

　さりげなくお客さんの心を推おし量る舞子、一いつ生しよう懸けん命めい外国人とコミュニケーションを取ろうとしていた一乃。怯おびえながらも必死でクレームに対応していた園花に、どこにいるのか分からないのに困った時にはいつもやってきてくれる桃見。それぞれにパーソナリティは違うが、好きなものに真しん剣けんで、仕事に熱心という点で共通していた。

「……へえ」

　武詞の感想を聞くと、佐希は目をぱちくりさせた。

「そういうことを聞こうと思ったんじゃないけど……まあ、いいわ」



    

  
    
      　佐希は笑う。

「そうね。いい人ばっかりよね。だから、わたしこの店が好きなの」

　さあ、と風が吹いた。佐希の髪が、傾き始めた日の光を反映しながらなびく。それは、どこか──幻想的な光景。

「……ん、まあ、な。じゃ、帰るね」

　佐希から殊こと更さらに目を逸そらすと、武詞はすたすたと歩き出した。

「……あ、そう」

　佐希が唇くちびるを尖とがらせているようだが、気づかないふりをして足を速める。



　──まったく、調子が狂くるうことばかりだと思う。

　──佐希が優やさしかったり。

　──その笑顔が、とても可愛かわいかったりするなんて。



    

  
    
      　　色々大変だけど、やりがいがあるよ。挫くじけそうになったこともあるけどね。




「おいしい……」

　焼きそばパンを頬ほお張ばりながら、武たけ詞しはしみじみと呟つぶやく。

「あれれ、たっくん。もうドングリ生活はやめたの？」

　その様子を見た藍あい那なが、きょとんとした面おも持もちで聞いてきた。

「うむ。俺は購こう買ばいで買った焼きそばパンを食べるという普通な昼休みを送ることが出来るようになったのだ」

　早さつ速そくもらった収入に思いを馳はせ、武詞はにやつく。四月中ちゆう盤ばんからなので少ないが、まっとうに稼かせいだお金というのは実に誇ほこらしいものである。

「でも、それだけじゃ栄養偏かたよるよー」

　唇を緩ゆるめると、藍那は弁当箱の包みを解ほどいた。

「仕方ない。ちょっと食べさせてあげよう」

「やったー！」

　諸もろ手てを挙げ、武詞は喜ぶ。

「さてさて」

　蓋ふたを開けると、藍那は箸はし箱ばこも開け、お箸を手に取った。

「はい、あーん」

　そして、卵焼きを挟はさんで武詞の鼻先に差し出してくる。

「ん、ん？」

　武詞が戸と惑まどっていると、

「あーん」

　藍那は、なおも促うながしてくる。

「いや、俺自分で食べられるし──」

「食べさせてあげる、って言ったでしょ。ほら、だからあーん」

「うぬぬ……そういうことかよ……」

　恥ずかしいことこの上ないが、折角のお弁当である。ここは言うことに従うべきだろう。

「……仕方ないな」

　しぶしぶ、武詞は口を開ける。

「はい、あーん」

　にっこり笑うと、藍那はもう一方の手を添えながら箸を差し出してきた。

「む……」

　その箸をくわえ込み、

「……なんだこれはぁぁぁ！」

　瞬しゆん間かん、武詞は呻うめいた。

「うまいぞおおおお！」

　口の中が幸せで満たされる。藍那の料理は、頭に超ちようをつけて問題ない程ほどに美お味いしいのだ。

「もー、大げさだよぉ」

　照れたように笑うと、藍那は次のおかずを差し出してくる。

「はい、どうぞ。次は、藍那ちゃん特製のミートボールですよー」

「特製……!?　地球上にレンジでチンするやつ以外のミートボールが存在したとは……」

「あるよー。実は結構自信作だったり」

「……おおおっ！　うめー！　超うめー！」

　食べた瞬間、武詞は感動の声を上げる。

「……ふむー」

　武詞を見ながら、藍那は何やら目をしばたたかせた。

「なんだ、どうした？」

「たっくん、なんか変わったなーって」

　武詞をまじまじと見つめながら、藍那はそんなことを言う。

「変わった？　俺が？」

「そう。なんか、明るくなったっていうか、テンション高くなったっていうか」

「ああ……」

　ふむと頷うなずく武詞。思い当たる節はある。

「いや、多分それはもしかしたら、というかもしかしなくても……ん？」

　バイトの話をしようとしたところで、武詞は屋上の出入り口を見やった。何か、物音がしたのだ。ほんのかすかに、しかしはっきりと。

　──ふっ、と。扉とびらの隙すき間まに、鮮あざやかな艶つやの髪かみが一いつ瞬しゆん見え隠れした。

（あれ、は……？）

「どうしたの、たっくん？　何かあったの？」

　藍那が声を掛けてきた。どうも、彼女は気づいていないようだ。

「ええとだな……」

『３年Ｃ組の木き津づさん、３年Ｃ組の木津さん。職員室まで来て下さい』

　武詞が音のことを話そうとしたところで、校内放送がかかった。

「ありゃりゃ……ちょっと、行ってくるねー」

　腰こし掛かけていたベンチから立ち上がると、藍那は歩き去っていった。

「うーい」

　その背中を見送りながら、ふと考える。

（明日あした、バイトだな……）

　研修で経験も随ずい分ぶんと積んだ。いつまでも、新人気分でいるわけには──

（……あ、れ？）

　そこで武詞は気づいた。いつの間に、自分はこんなにやる気になっていたのか。

（どうしちゃったんだろ、俺）

　そもそもあのアルバイトは、佐さ希きに弱みを握にぎられ仕方なく始めた程度の話だったはずなのに、一体なぜなのだろうか。

（ううむ）

　考え込む武詞だが、答えは出なかった。





　次の日の朝。時間通り武詞は店の事務所に到とう着ちやくした。

「おはようございまーす」

「おはよ～」

　椅い子すに腰掛けた桃もも見みが、挨あい拶さつをしてきた。いつも通りに食パンを食べている。

「おはよう。君は時間に正確だな」

　机を挟んで桃見の向かいに座った観み月つきが、感心したように微笑ほほえむ。

「そんな君に連れん絡らくだ。研修は一いつ旦たん終しゆう了りよう。今日からは、商業に戻もどってくれ」

「分かりました。……でも、いいんですか？　他ほかにも部署があったと思うんですが」

「それはそうなんだけど～、古物は専門知識が必要だし～、成年向けや同人は担当の守もり絵えちゃんが中々時間合わないから～、とりあえずは商業コーナーに戻ってちょうだい～」

　武詞の疑問に、桃見はそう説明してきた。

「はい、分かりました。じゃ、勤きん怠たい押しますね」

　なるほどと納なつ得とくすると、武詞はパソコンを操作し、勤怠の画面を表示する。

『庫くら川かわ・ヒルヤスミノオクジョウデ・クラスメイトト・イチャツイテルマン・武詞』

「なにこれ！　ミドルネームがアップデートされてるし！　というか最も早はやマンである必要性が皆かい無むだよ！」

　武詞は頭を抱えた。

「リア充じゆう爆ばく散さんしろ」

　武詞の後ろに現れた一いち乃のが、ぼそりと言う。

「ねーねー。クラスメイトって女の子？　それとも男の子？　わたしとしては後者を熱ねつ烈れつに希望したいところなんだけども！」

　舞まい子こが、なんだか異様なテンションで詰つめ寄ってくる。

「師し匠しよー！　マンってことは、まさか師匠も変身ヒーローが好きだったり!?」

　園その花かは、ポイントがずれている。

「こら！　さてはお前の仕し業わざだな！」

　そんな面々を放置して、武詞は犯人と思おぼしき人間に詰め寄った。

「わたしじゃないわよ」

　容疑者──佐希は、ぷいっとそっぽを向く。

「１００円コンビニのサンドイッチで美味しい美味しいとか言ってるから、ロクなもの食べてないのかと思って何かおごってあげようと思って探してたら、クラスメイトと仲良くお昼ご飯食べてるところを見つけてイラついたとか、そんなことは全然無いから」

「犯人確定だよ！……てか、なに？　おごる？　どういうことだよ？」

「…………」

　きっと武詞を睨にらみ付けると、佐希は桃見につかつかと歩み寄る。

「アイツの名前、庫川・クラスメイトニ・ヒザマクラシテモラッテ・ヘラヘラシテタマン・武詞に変えて下さい」

「がってんしょうちのすけ～。哀かなしいけどこれ、佐希ちゃんのお願いなのよね～」

「なんと捏ねつ造ぞうまで始めている！　してもらってないよ膝ひざ枕まくらなんて！　というか店長！　世代を感じる台詞せりふと共に引き受けるのはやめて下さい！」

「武詞君。世代を感じるというのはどういう意味かしら？」

「しまった地じ雷らいを踏ふんだ！　言葉の綾あやです店長！　だから覇は気きを使わないでっ！」

「クラスメイトってどんな感じ？　お弁当作ってくれるとか、やっぱり小動物系で受けな感じ？」

「朝あさ霧ぎりさん！　あなた絶対変な妄もう想そうしてるでしょ！　普ふ通つうに女の子ですからそのクラスメイト！　あなたが期待している展開は万に一つも起こりえませんから！」

「つまり女の子と楽しくお昼ご飯と。まじありえなす。さすがにリア充は格が違ちがった」

「くそう！　なんだこの展開！　どう転んでもピンチに陥おちいってしまう！」

　頭を抱える武詞。えらいことになってしまっている。

「とにかく！　相手は……本当にただの幼おさな馴な染じみですから！」

「へえ。ただの幼馴染みなんだ。でも本当のところはどうなんでしょうね、庫川・オクジョウデ・オサナナジミトイチャツク・ソレガオレノジャスティス・武詞くん」

「遂ついにマンさえなくなったのか！……てか、何だよ今日は。随分と噛かみついてくるな」

　明らかに、様子が変である。武詞が藍那と話していたから、なんだというのか。

「べっつに。何でもないってば。……わたし、トイレ行ってきます」

　明らかに何でもないことはない様子でそう言うと、佐希は部屋を出て行った。

「おや、おやおや～？」

　含ふくみ笑いの舞子が、佐希が出て行った事務所の扉とびらと武詞とをちらちら見比べてくる。

「……何なんですか？」

「テンプレ反応乙おつ」

　一乃もそんなことを言ってきた。

「テンプレ？　反応？」

　余計に意味が分からなくなり、きょろきょろと周囲を見回してみる。

「ふむむ～」

　桃見は相変わらず食パンを食べていて、

「師匠はどのマンが好き!?」

　園花は未いまだにマンにこだわっている。

「さあ、そろそろ時間だ」

　観月がぽんぽんと手を叩たたいた。

「うーん……」

　ヒントを何も見み出いだせず、謎なぞは謎のままにする他ない武詞であった。



　　　□　　　　　□　　　　　□



　扉の外。

「うーん……」

　唸うなると、佐希は扉に背中からもたれかかった。

「……何してるんだろ、わたし」

　小さい声で呟つぶやき、難しい表情をして俯うつむく。

「なんで、わたし、アイツにあんな……」



　　　□　　　　　□　　　　　□



　昼休み。武詞は昼食を買って事務所に戻ってきた。

「戻りましたー」

「おかえり～」

　事務所には、いつも通り食パンにかじりつく桃見と、

「…………」

　難しい顔をして机に向かう佐希の姿があった。

（……ん？）

　桃見はともかくとして、佐希の様子がいつもと違う。仕事熱心な佐希だが、さすがに昼休みになってまであんな険しい表情で作業しているのは珍めずらしい。

（何してるんだろ）

　こっそり、後ろから覗のぞき込んでみる。

「うーん……」

　佐希が唸った。よほど集中しているのか、武詞が後ろにいるのにも気づいていない。

（……表、かな？）

　タイトルと、数字が書かれている。

「フルオタ……？」

　その中に、自分の好きな作品のタイトルを見つけ、武詞は思わず呟いてしまった。

「ひゃっ!?」

　佐希が、ひっくり返った声を上げて振ふり返ってくる。

「おわっ──」

　こちらを向いた佐希の顔、その近さにどきりとする武詞。

「な、何すんのよヘンタイ！」

　次の瞬しゆん間かん、佐希の手中にメガホンが出現した。

「うおっ!?」

　反射的に身を引いた武詞の鼻先を、メガホンの横なぎがざっくりとかすめた。

「ざっくりってなんだよ！　もし食らってたら俺どうなってたんだ!?」

　武詞が仰ぎよう天てんすると、

「わたしの背後から迫せまって何するつもりだったの!?」

　佐希が怒ど鳴なりつけてくる。

「別に何もしないよ！　えらく深刻な様子だったから、ちょっと覗いてみただけだし！　……で、一体何やってるの？　ポップ作ってる訳じゃなさそうだし」

「それ、は……」

　武詞の問いに、佐希はなぜか口ごもった。

「佐希ちゃんはね～、返本のリストを作ってるのよ～」

　桃見が、新たな食パンを手にしながら説明する。

「返本、って……あの、重いやつ？」

　武詞の脳のう裏りに、毎朝裏口に置いてある段ボール箱の姿が浮うかんだ。

「そうよ。棚たなを持ってる人間が、決めなくちゃいけないの」

　憂ゆう鬱うつそうな口ぶりで、佐希が言う。

「へえ」

「へえ……って、返本の意味分かってるの？」

　佐希は眉み間けんに皺しわを寄せる。武詞の反応が気に入らなかったらしい。

「いやあ、実はいまいち」

「……返本っていうのはね」

　呑のん気きな武詞に、佐希は言う。

「売れ残った商品を、取次に送り返す作業よ」

　どこか、突つき放すような口ぶりで。

「えっ──」

　武詞は息を呑のんだ。

「毎日沢たく山さん商品は入荷するし、棚のスペースには限界がある。──売れないものを、いつまでも置いておくことは出来ないのよ」

　佐希の言葉が纏まとう冷たさに、圧あつ倒とうされてしまう。

「……フルオタ、売れてないの？」

　信じられないことである。あれだけ面おも白しろい作品に、素す晴ばらしい特典まで付けているのだ。

「ええ。正直言って、非常に厳しいわね」

　返答は、明確だった。

「……いや、でも、でもさ！　まだ、出てから一か月も経たっていないのに……」

　絶句してから、何とか武詞は反論をひねり出す。

「ライトノベルは、初動──発売直後の売れ行きがとても重要なの」

　口を開いたのは、桃見だった。

「曜日にもよるけど、発売されてから数週間の動き方で判断するのが普通ね」

　話し方が、普ふ段だんと違う。その変化が、言葉に重みを伴ともなわせている。

「返本……って、どうなるんですか？」

「場合によって様々だし、最近返本制度自体を見直そうって動きもあるけど、現状では最終的に──断裁される可能性が高いわね」

「断裁……」

　今度こそ、完全に言葉を失った。

「刻んで、廃はい棄きされるのよ」

　だめ押しのように、佐希が付け加える。

「そんな、ひどい……」

　──購こう入にゆうしてから、武詞は三巻を読んだ。他ほかにこれ以上ないくらいに、読み込んだ。

「……あんなに、面白いのに！」

　だからこそ、言える。フルオタの三巻は、間ま違ちがいなく名作である。

　ストーリーのスリリングさやコミカルな掛かけ合い、エキサイティングなロボットバトルといった定番の要素を踏ふまえつつ、より展開が加速している。無論イラストも素晴らしく、読み終わるや否いなや特典の壁かべ紙がみを帯のＱＲコードからダウンロードしてしまったほどだ。

「何とか、ならないのか？」

　必死で訴うつたえかける。あの作品が細切れの紙くずにされてしまうなど、到とう底てい耐たえられない。

「ならないわよ。どうにもならないことなの」

　佐希が、首を横に振る。

「知ってる？　今ライトノベルってね、月百冊以上発売されてるの」

　その目に宿る、どこか哀かなしげな色合い。

「どうしても、生き残る作品と──そうでない作品に分かれてしまうのよ」

　そう言うと、佐希は武詞に背中を向けた。

「お昼ご飯買ってきます」

　そして、事務所を出て行ってしまう。

「あ、ちょっと──」

　呼び止めようとするが、佐希は振り返らず扉とびらを閉めてしまった。

「……武詞くん～」

　立ち尽つくす武詞に、桃見が話しかけてくる。

「佐希ちゃんを責めないであげて～。彼女も辛つらいのよ～」

「…………」

　それに何も言えず、武詞は佐希が出て行った扉を見つめる他なかった。





「ふう……」

　次の日の朝。武詞は浮かない気分のまま、搬はん入にゆうの作業を始めようとしていた。

「荷物あるところ！　正義の雄お叫たけびありー！」

　対照的に、園花は元気いっぱいである。

「あれれ？　師匠、どうしたの？　シオシオになってるよー？」

　武詞のおかしな様子に気づいたか、園花がとことこ駆かけ寄ってきた。

「いや、別に……なんでもないよ」

　本当は、ちっともそんなことはなかった。昨日、佐希から返本の話を聞かされてからというもの、ずっと気持ちが沈しずんだままだったのだ。夜も、あまり眠ねむれなかったほどだ。

（はなめのイラストが、断裁されるなんて……）

　美しい表紙や、魅み力りよく的な口絵、味わい深い文中イラスト。紡つむがれる文章、それらすべてが、刻まれてしまう。想像しただけでも、胸が苦しくなってしまう。

（……今まで、考えた事もなかったな）

　バイトを始める前も、始めてからも。売れなかった商品、売れ残った商品の行く末は、気にしたこともなかった。まさか──こんなに残ざん酷こくな結末が、用意されていたなんて。

「きーたぞ、われらーのー、そのーかーちゃーんー！」

　大量の荷物を抱かかえ、階段を駆け上がっていく園花。彼女は、こんな葛かつ藤とうとも無む縁えんそうだ。

「……と。返本、渡わたさないとな」

　気を取り直すと、入り口の端はしに置かれた段ボール箱の一つを持ち上げる。

「お、っと……」

　途と端たん、ずっしりとした重さが武詞の両りよう腕うでにのしかかってくる。

「…………」

　ふと、武詞は段ボール箱を地面に下ろし、中を覗いてみた。

（いっぱい、だな）

　中には、漫まん画がや小説がぎっしりと詰つめ込まれている。

　一つ一つの作品は、どれも面白そうだったり、表紙が魅力的だったりする。作った人の気持ちがこもっていることが、これでもかと言わんばかりに伝わってくる。

（それでも、売れなかったんだな……）

　この箱が重いのは、単に沢山詰められているからではないだろう。売れずに返本されてしまう作品の無念が詰まっているというのも、大きいに違いない。

（売れなかった……それだけで……）

　どうにもやりきれない。こうして、日々商品に直じかに接しているからこそ感じるのだ。聞こえるのだ。──作品達の、悔くやしさが。

（フルオタも、こうなっちゃうのかな……）

　なんと辛いことだろう。売れていない、ただその一点で全すべてを否定され、不必要なものとして売り場から追いやられる──

（……そうだ！）

　──武詞の脳裏に、一つのアイデアが閃ひらめいた。

（簡単なことじゃないか！）

　──そう、売れてないというのなら。

「売れればいいんだ……！」

「ふむむ？」

　階段を駆け下りてきた園花が、武詞を見るなりきょとんとしてくる。

「どうしたの、師匠？　今度はワキワキになってるー」

「ふふふ」

　そんな園花に、武詞はにやりと笑いかけて見せた。

「もう大だい丈じよう夫ぶだ。──問題ない」





「フルオタを、売りたい？」

　昼休みの事務所。武詞の提案を聞くなり、佐希は眉まゆをひそめた。

「もう一度、シリーズ全部を特集するんだ。フルオタがどれだけ素晴らしい作品なのかアピールすれば、きっと買ってもらえると思うんだ。まだ、三巻までしか出てないんだし」

　そんな佐希に、武詞は自分の考えを訴えかける。

「言いたいことは、分からないでもないけど」

　しかし、佐希の反応は思わしいものではなかった。

「藤ふじ江えファンタスティックはね、他にアニメ化が決まった作品があったりして棚たなが一いつ杯ぱいなの。いくら三巻だけでも、フルオタのシリーズ全部を展開するスペースなんてないわよ」

「そこを、なんとか……」

　必死で食い下がるが、佐希は首を横に振ふるばかりである。

「そもそも、先月発売の三巻はともかくとして、一巻と二巻の在庫は大してないし。コーナー展開するのなら、追加発注する必要があるのよ。一応その権限はあるけど──」

「よし、じゃあそのツイカハッチュウってのを早さつ速そく！」

「だから、待ちなさいってば」

　身を乗り出さんばかりなテンションの武詞に、佐希は指を突きつけてきた。

「もし売れなければ、どうなると思う？　返本制度のおかげで店側の損失はそんなにないけれど、『発注した本が売れなかった、売れ残った』っていう事実は残るのよ」

　武詞の目を見ながら、佐希は続ける。

「売れない作品を無理矢理発注した──なんてことになったら、店長や観月さんが上から何を言われるか分かったもんじゃないわ」

「それ、は──」

　武詞は言葉に詰まる。確かに、佐希の言う通りな面もある。

（名案だと、思ったのに……）

　気持ちが、一気にしなびていく。やはり駄だ目めなのか、為なす術すべなく、フルオタが返本されていく様子を見守る他ないのか──

「……仕方ないわね。分かったわよ」

　ふう、と息をつきながら、佐希はそう言った。

「えっ……？」

　己おのれの耳を疑う。

「わたしから店長に掛け合ってみるわ。言っとくけど、あんまり期待しないでね。わたしはただのアルバイトなんだから。無理だって言われたらそこまでよ」

「いい、の……？」

　信じられない。いきなり意見が変わっている。一体どうしたというのか。

「まあ……分かるのよ」

　佐希は、ふと遠くを見るような目をした。

「この作品を、もっと沢たく山さんの人に届けたい。この作品の魅力を、伝えたい。この作品にふさわしい評価を、得てほしい。アニメショップの店員なら、誰だれでも考えることなの」

　そして、武詞を見て微笑ほほえむ。

「あんたがそれだけ本気になってるっていうなら、応おう援えんしてあげるわよ。同じ店員として」

「っ……」

　どきり、と。武詞の胸が高鳴った。

（な、なんだよ……なんなんだよ……）

　ここまで、味方してくれるとは思わなかった。こんなに優やさしい笑顔を向けてくれるとは。

「……な、なによ。別に、わたしは──」

「話は～、聞かせてもらったぞ～。ガラッ」

　佐希が何か言いかけたところで、わざわざ擬音をつけて桃見が事務所に入ってきた。

「ひゃっ!?」

　鉢はち合あわせした佐希が、裏返った声を上げる。

「わたしが許可します～。一巻と二巻、それぞれ必要なだけ追加発注してＯＫよ～」

「えっ……!?」

　驚おどろいたのは、むしろ武詞よりも佐希の方だった。

「いいん、ですか……？」

「勿もち論ろんよ～」

　目を丸くしている佐希に、桃見は胸を叩たたいて見せた。

「シリーズ一つプッシュ出来ないようじゃ～、専門店の名が泣くわ～」

　そして、桃見は武詞に向き直ってくる。

「責任はわたしが持ちます。……好きなように、やってごらんなさい」

　笑顔で、かつ真っ直すぐな眼まな差ざしで。桃見が言う。

「……はいっ！」

　その視線と言葉を正面から受け止めて、武詞は頷うなずいたのだった。





（はてさて……）

　バイトを終え、勤きん怠たいを押してから、武詞はうむむと腕うでを組んだ。半ば勢いでああ言ったものの、具体的に何をするのかといった方策は全くの未定なのだ。

「どうしたもんかなー……」

「おつかれー！」

　考え込む武詞の背中に、いきなり何かがぶつかってきた。

「うごほごほっ！」

　その激げき烈れつな破は壊かい力に、武詞は思わずむせる。

「師匠、どうしたの？　難しい顔してー」

　園花である。というか、この言葉通りの意味でのパワフルさは彼女以外にあり得ない。

「また、強きよう烈れつな一いち撃げきだね……」

　叩かれた部分を押さえながら、武詞は呻うめく。

「鍛きたえてますからー！」

　園花は得意げな様子である。

「俺の背中は、太たい鼓こじゃ、ないんだよ……」

「ねーねー、師匠。これから暇ひま？」

　よろめく武詞に、園花が訊たずねてきた。

「んー？　別に用事はないけど……」

「おー！」

　武詞の返事を聞くなり、園花は目を輝かがやかせる。

「じゃあじゃあ、買い物に付き合ってー！」

「買い物？　うん、別にいいけど──あ、そうだ！」

　ぴーんと、武詞は名案を思いついた。

「その買い物って、どこに？」

「マロンブックスー。特典が欲ほしくて！」

「それって、別のアニメショップだよね？　ならさ、ちょっとお願いしていいかな？」

「お願い？　なにー？」

　目をぱちくりさせる園花に、武詞は両手を合わせた。

「あのさ、他ほかのアニメショップにも連れて行ってくれない？」

「いいけど、なんでー？」

　不思議そうな面おも持もちで、園花が理由を聞いてくる。

「今度さ、うーん……コーナーを作ることになってさ」

　そこで、武詞は自分の考えを説明してみる。

「それで、色々と研究したいなと思ってさ。他の店の様子も見てこようと思って」

　普ふ通つう、コーナーとはどう作るのか。それを実物に触ふれて勉強しようというわけだ。

「ふむふむ、かしこまり～！」

　納なつ得とくいった、という風に園花は頷き、

「それじゃ早速！　レディーゴー！」

　そして、元気いっぱいに駆かけ出す。

（よーし、俺も──）

「ああ、少しいい？」

　武詞が後に続こうとしたところで、佐希に呼び止められた。

「ん、何？」

　足を止めて振り返る。

「コーナーのことだけど、説明を──」

「ほらほら！　師匠！　早く行こーよー！」

　佐希が口を開いたところで、園花が武詞の手をぎゅっと握にぎりしめてきた。

「うわっ……!?」

　思わず武詞は硬こう直ちよくする。

（や、やわらかい……！）

　あれだけ力持ちで元気な園花だが、手の感かん触しよくはとても女の子っぽい。いや、女の子の手を握った経験がほとんどないので自信はあまりないのだが。

「……ふーん。あっそう。そういうことなのね」

　狼狽うろたえる武詞を見ながら、佐希が目を細める。

「いや、誤解だ！　これはただ──おわっ!?」

「エンジン絶好調っ！　マジだよー！」

　武詞に言い訳する間も与あたえず、何かの決め台詞ぜりふを叫さけびながら園花は走り出した。

「うひゃああ!?」

　為す術もなく、引きずられていく武詞であった。





　とらのまきの入っているビルの隣となりには、レアゲームの専門店がある。

「ふいー」

　その店の前に置かれた灰皿の側そばで、一乃が仕事上がりの一服をしていた。

「……ん？」

　煙草たばこを半ばまで吸ったところで、一乃はふと目をしばたたかせる。

「あれは……」

　彼女の視線の先には、仲良く話しながら、とらのまきが入っているビルの一階──すなわちゲーマードの店内へと入っていく武詞と園花の姿があった。

「ちょっとちょっと！　今の見た!?」

　小声で言いながら一乃の元に駆け寄ってきたのは、舞子だった。

「見た見た」

　店先を見やりつつ、一乃は吸いかけの煙草を灰皿にぐにぐにと押しつける。

「これはワクテカせざるを得ない」

　そこには、こそこそと店の中の様子を窺うかがう佐希がいた。





「ここがゲーマードだよー。師匠は来たことある？」

「いや、初めてみたいなもんだね。とらに最初に来た時、間ま違ちがえて入っちゃって以来だ」

「あははは！　あるあるー！」

　わいわい言いながら、二人は店内を見て回っていた。

「グッズが多いなぁ」

　中まで入ってみて、最初に浮うかんだ感想はそれだった。下した敷じきやキーホルダー、抱だき枕まくらカバーといった分かりやすいものから、缶かん詰づめに湯ゆ呑のみに座ざ布ぶ団とんといった意外なものまで、とにかく多種多様なグッズが陳ちん列れつされている。

「うんうん！　ゲマはグッズ多いよねー」

　略りやく称しようで店を呼びながら、園花はあっちの棚たなへこっちの棚へと目まぐるしく見て回る。

「……ふむふむ。西せい方ほうやボカロのものまであるんだな」

　そんな園花はさておいて、グッズの棚を見ながら武詞は感心する。一いつ般ぱん的な商業作品のみならず、様々なジャンルのものが置かれているのだ。

（やっぱり、グッズって大事なんだな……）

　改めて、そんなことを考える。かつてイラストカードに目の色を変えていた武詞だが、まったくもって普通のことだったようだ。

（特典を、重視してみるか……）

　あのイラストカードはまだ残っていたはずだ。前面に押し出すと、いいかも知れない。

（……ん？）

　ふと、武詞は店内に見覚えのある顔を見つけた。

（あの人は……）

　髪かみを頭の後ろで二つに縛しばるという髪型。間違いない、親切にしてくれたあの店員さんだ。

（なんだか、懐なつかしいな……）

　たった一か月くらい前なのに、随ずい分ぶんと前のことのように感じる。

（今思えば、結構普通の人だったんだなぁ）

　とらのまきの店員達とは、大違いだった。マンガ的な怪かい力りきの持ち主でもなければ、マニアックな腐ふ女じよ子しという感じでもない。ネット言葉を駆く使しして話すこともなければ、メガホンで殴なぐりかかってくることもない。

「……？」

　視線に気づいたのか、店員さんが武詞の方を見てくる。

「あ、ども」

　少し会え釈しやくしてみる。

「ひっ……！」

　すると、店員さんは悲鳴を上げて後じさった。

「え？　あれ？」

　顔を忘れられてしまったのだろうか。

「ええと、この前間違えた時に、親切にして頂いた者で……」

　慌あわてて、歩み寄りながら自己紹しよう介かいをしてみる。

「きゃああああ！」

　すると、女性は大きな悲鳴を上げた。

「やめて！　私に乱暴する気でしょう？　エロ同人みたいに！　エロ同人みたいに！」

「ええええ!?」

　予想外の事態に武詞は狼ろう狽ばいする。

「マジかよ……」

「やだ、現実とフィクションの区別がつかない人……？」

　お客さん達がひそひそと言葉を交かわす。

「ちょ、待っ──」

「師匠……？」

　言い訳しようとしたところで、武詞はふと後ろからただならぬ気配を感じた。

「そんな、嘘うそだよね……？」

　気配の主は、園花だった。何かのキャラクターのボールペンを手にして立っている。

「騙だましてたの？　ヒーローだと思ったのに……あたしのこと、裏切ったの……？」

　虚うつろな瞳ひとみ。ぶるぶると震ふるえている体。不気味過ぎる雰ふん囲い気きが感じられる。

「違う、これは間違いなんだ！　俺は騙してなんて──」

「オンドゥルルラギッタンディスカー！」

　とんでもない滑かつ舌ぜつと共に、園花が突つっ込んできた。繰くり出されるのは、強烈な体当たり。

「ばぐはっ!?」

　かわしきれず、武詞は吹ふっ飛んで転がる。

「たとえ大仏様が許しても、園花ちゃんが許さないー！」

　園花は、なおも追つい撃げきするつもりのようだ。

「ちょ、まっ──」

「ぷ、ぷぷぷ……」

　武詞が成敗されるかに見えたその瞬しゆん間かん、どこからか忍しのび笑いが聞こえてきた。

「くく、あはははは！」

　やがて、忍び笑いは爆ばく笑しようへと変化する。

「えっ……？」

　声のする方を見ると、さっきの店員さんがいた。目め尻じりに涙なみだを浮かべ、笑い転げている。

「あ、れ……？」

　様子が明らかに違う。訳が分からず、武詞は呆ぼう然ぜんとする。

「ご、ごめ、ごめんなさいねー……面白いから、つい……」

　荒あらい息をつきながら、店員さんは謝ってきた。

「……まさか、玲れ美みの知り合いだったの？　もう、おどかさないでよ……てっきり、拉ら致ちされてコスプレさせられた上で性せい欲よくのはけ口にされちゃうのかとばっかり……」

　その光景を見ながら、店員さんがぐむむと唸うなる。

「え、えっ……？」

「ほらほら、落ち着いて。素数を数えるんだー」

　混乱する武詞に、店員さんはなおもくすくす笑いつつ、そんなことを言ってくる。

「あなた達は、一体……？」

　ようやく身を起こしつつ、武詞は改めて唖あ然ぜんとする。

　──同じ顔の店員さんが、二人いる。髪型まで、そっくりなのだ。

「ふふふー。種明かししましょうか」

　それまで爆笑していた方の店員さんが、もう一人の店員さんの腕うでに抱きつく。

「明るくてポジティブなわたしは越こし部べ玲美。んで、暗くて被ひ害がい妄もう想そう気味なこっちが姉の越部絵え美みでーす」

「脳天気でおバカな妹と、思し慮りよ深ぶかく感受性豊かな姉の間違いでしょう」

　絵美という名前らしい店員さんが、不満そうな顔で訂てい正せいした。

「もしかして、双ふた子ご……？」

「せーいかい！」

　玲美と名乗った明るい方の店員さんが、びっと親指を立ててくる。

「だったら、どうして早く言ってくれないんですか……もう、えらい目に遭あいましたよ」

「ごめんごめーん。お姉ちゃんの反応も君の反応も面おも白しろかったからついつい」

　むくれる武詞を見ながら、玲美はけたけた笑う。

（くっ……全然普ふ通つうじゃない……！）

　甘かった。やはり、アニメショップの店員というのは曲くせ者ものばかりなのだ──

「お前の罪をかぞえろー！」

「へっ？」

　振ふり返ると、猛もう然ぜんと突っ込んでくる園花の姿があった。

「し、しまった！」

　そう言えば、こっちの問題をちっとも解決していなかった。

「いや、誤解なんだ園花ちゃん！　つまり今のは──げはっ！」

　再び体当たりを受け、武詞は吹っ飛んだのだった。

「いやー、面白かったね一乃さんや」

「腹筋崩ほう壊かい。ゲマの双子店員は有名なんだけど、リア充じゆうくんは知らなかったと思われ」

　ゲーマードを後にすると、舞子と一乃が揃そろってニヤつく。

「ほんとに……びっくりさせるんだから……」

　一方、佐希はメガホンを手にむくれていた。

「ふふーん。びっくりしたんだ。ドン引きしたんじゃなくて」

　舞子が笑い、

「さては、あの双子店員ともフラグが立つんじゃないかって不安に襲おそわれたとか」

　一乃が頷うなずく。

「ちっ、違います！」

「すっかり佐希ちゃんが嫉しつ妬と要員化してるね。どうしてこうなった……」

「いや、エッチなアクシデントでルート分ぶん岐きはお約束でしょ。細かく書き込んでると尺が足りなくなるし。いやー妄もう想そうがはかどるわー」

「だから違います！　わたしは攻こう略りやくキャラじゃありません！」

　もう一度叫さけぶと、佐希はふと俯うつむく。

「わたし、知ってたんです」

「知ってた？」

「何を？」

　舞子と一乃が、揃って疑ぎ問もん符ふをぴこぴこさせた。

「それは──」

　ぽつり、ぽつりと。佐希は話し始める。





「ここがマロンブックスー」

　建物の前で、園花が戦隊ヒーローのブルー辺りのポーズを決める。

「おお、なるほどなー」

　そこも慣れてきたところなので突っ込みも入れず、武詞は建物を見上げる。

「すっごいなぁ……」

　ビルの壁かべ一面に、マスコットキャラとおぼしき緑髪の女の子がどかーんと描えがかれている。何というかもう、お前らかかってこいと言わんばかりの外装だ。

「ちなみに、お店が入ってるのは二階。一階や三階には別のお店が入ってるんだよー」

「ふむふむ」

　雑居具合が、とらのまきのビルと似ている。色々なものが渾こん然ぜん一体となって圧縮されているこの感じは、ある意味一いつ本ぽん橋ばしという街のお約束なのだろうか。

「お、エスカレーターなんだ」

　建物に入るなり、武詞は驚おどろいた。

「そそ。ここのお店は上りも下りもエスカレーターだよー」

　説明しながら、園花はエスカレーターにぴょこんと乗る。

「といっても、狭せまさは似てるよなぁ」

　園花に続きながら、苦く笑しようする。一人分で精せい一いつ杯ぱいの幅はばは、とらのまきの階段より狭い。

「……あとは、この辺の感じも似てるよなー」

　チラシ的なものが沢たく山さん貼はられた壁を見ながら、武詞は呟つぶやく。

「階段上ってる時って暇ひまだもんねぇ」

　何気ない園花の一言。それに、武詞は再び閃ひらめいた。

（……そうか。なるほどな）

　空いている時間を、お客さんへのアピールに使う。細かいが、実に有効なやり方だ。

（何かに使えるかもなぁ）

　武詞がそう考えたところで、二階に到とう着ちやくした。

「お、広いな」

　第一印象は、そんな感じだった。店の入り口の前は広々としたスペースになっていて、モニターが置いてあったり、床ゆかに美少女ゲームの宣材が貼り付けられていたりしている。

「ほら、早く行こうよー！」

　観察していると、園花が武詞の手をがっしと掴つかんで引っ張ってきた。

「痛い、痛い痛い痛い！」

　凄すさまじい握あく力りよくである。武詞は悲鳴を上げる。

「そ、そんな急がなくても！　お願いだから待って──」

「ふんごー!?」

　途と端たん、野太く籠こもった声が武詞の耳を貫つらぬいた。

「そ、そこの貴様ー！　俺の嫁よめに何をしているー！」

　一人の小太りな男性が、武詞達の前に立ちふさがっている。エプロンをしている所から見て、このマロンブックスの店員さんだろうか。

「三次ロリに手を出す不ふ逞ていの輩やからめ！　そんなことだから非実在青少年が規制されるというのだ！　この湯ゆ川かわ太たい地じが──」

「るせぇよキモブタ」

　太地と名乗った男性の後ろから、一人の女性が現れた。太地と同じエプロンをしている。

「店の入り口で騒さわぐな。無む駄だにクソ暑いんだよ」

　忌いま々いましげにそう言うと、女性は手にしたバールのようなもので太地を殴なぐりつける。

「あべし！」

　べきりという嫌いやな音と共に、太地は地面に転がった。

（こ……怖こわい……）

　あまりのヴァイオレンスさに、武詞は震ふるえ上がる。

「ま、待ちたまえ由ゆ良らくん！　さすがにそれで殴るのは危険──」

「四の五の言わずにさっさと働けよ。仕事しねえオタとか人間未満だっつーの」

　二度、三度。由良と呼ばれた女性は、繰くり返しバールのようなもので太地を叩たたきのめす。

「くやしい……でも感じちゃう！　ビクビクッ」

　若じやつ干かん命に関かかわりそうな気がしないでもない打だ撃げきなのだが、太地は恍こう惚こつの表情である。

「……キモすぎて言葉もないわ」

　由良は、勢いをつけた一撃を叩き込んだ。

「ぐふっ……」

　うめき声を上げて、太地は動かなくなる。

「すいませんでした。処理しておきますんで」

　ぺこりと頭を下げると、女性は気絶したままの太地を引きずっていった。

「い、今のは一体……」

「んー。なんかねー、あのおじさん園花のことをお嫁さんっていうんだー。その度たびに、あのお姉さんに叩かれてるのー」

　園花が無む邪じや気きに説明する。事態を大して理解してない様子だ。

「そうか、うん、よく分かったよ……」

　深く突つっ込まない方がいいだろう。そう判断して、武詞は話題を変えることにする。

「園花ちゃん、マロンブックスの特典が目当てだっけ。漫まん画がも読むんだね」

「だよー。別に特とく撮さつ限定じゃないのだ！」

　積まれている山の一番上から漫画を取りつつ、園花は頷く。

「ま、そうだよね。特撮とか、小さい男の子が見るもんだし」

　──特に、悪意も深い意味もなかった。武詞としては、本当に何気ない一言だった。

「……師し匠しよー？」

　──だからこそ、地じ雷らいを踏ふんでしまったということに気づくのが遅おくれた。

「あ、いや──」

　園花の目に、見覚えのある光が宿っている。マニアが自分の専門分野について語る時に放つ、あの独特の煌きらめき。

「確かに、子供受けは気にしなくちゃいけないの。玩がん具ぐメーカーが、最大手のスポンサーとして企き画かく段階から制作に関わってるからね。子供が欲ほしがる玩具を用意する必要はある。

　だから、携けい帯たい電でん話わや電車みたいな子供に人気のあるアイテムをモチーフにしたり、宇宙探査機とか昆こん虫ちゆうの王者とか、その時々でブームになっている要素を取り入れたり、ゲームと連動させたり。毎回毎回、色々な工く夫ふうがされてるんだね。

　でも、一方で、物語も決してないがしろにされてない。いわゆる『大人でも楽しめるストーリー』っていうのも、しっかり考えて作られてるんだよ」

　そして流れ出す、凄まじいまでの蘊うん蓄ちく。

「ドラマ重視で特撮を見るという行こう為いは、今や一つの在あり方として確立されているからね。それに応じて、シナリオをその場その場の流れを読んで柔じゆう軟なんに変えていく『ライブ感』を重視したり、『続きは映画で！』なんていう衝しよう撃げきのラストで放送を終わらせたり、これまでの『特撮』の概がい念ねんを覆くつがえす数々の仕し掛かけが用意されることになって──」

　それを止める術すべを、武詞は持ち合わせていなかった。





「久々に見たわー、園花ちゃんの『変身』」

「稲生いのうがフィギュア絡がらみでやらかして以来かも」

　エスカレーターを下りつつ、舞子と一乃が語り合う。その後ろには、無言の佐希がいる。

「まあ、それはさておくとして。さっきの話の続き、聞かせてくれたまえよー。ほれほれ」

　ちらり、と。舞子が振ふり返る。

「……それは、ですね」

　少し躊躇ためらいがちな様子で、佐希は口を開いた。

「わたし、知ってたんです。その……ぶつかる前から、あいつのこと」

「伏ふく線せんキタコレ」

　きゅぴーんと、一乃が目を輝かがやかせる。

「実は同じ孤こ児じ院いんで育ったとか、実は子供の頃ころ仲が良かったんだけど、当時は今と違ちがってボーイッシュだったから未いまだに気づいてもらってないとかですね分かります」

「どっちも違います。わたしのリアルはラノベに侵しん食しよくされてません。……知ってたというのは、あいつの趣しゆ味みのことです。わたし、学校で図書委員やってて。その当番でよく昼休みに学校の図書室にいるんですけど。前から、時々あいつのことを見かけてたんですよ」

「ほほう。それでそれで？」

　腕うで組ぐみをした一乃が、身を乗り出すような体勢で促うながす。

「最初は、『高校デビューの仕方』みたいな本読んでて、俺をリア充じゆうにしてくれーみたいなタイプかと思ってたんですけど、ある時いきなりフルオタの一巻を借りてて」

　そう言って、ふと佐希は遠い目をする。

「後から貸出カード見たら、貸出期限ぎりぎりまで借りて、そこから延長願いを出して、その期限が来たら一いつ旦たん返へん却きやくしてからまた借りてたんですよ。ハマりすぎだろーみたいな。

　で、二巻が入ってからも同じように借りまくってたんですけど、しばらくしてからぱたりとそれが止まって。どうしたんだろーと思った時に、放課後のパソコンルームでフルオタのファンサイト見てるのを見つけたんですね。で、借りなくなったのは自分で買い揃そろえたんだなーって分かって」

　その笑顔えがおは、どこか嬉うれしそうである。

「……だから、応おう援えんしてあげようと思ったんです。そんなに好きな作品だったら──守りたい、と思うのが自然でしょ？」

「なるほどねー」

「おｋ把は握あく」

　舞子と一乃はうむうむと頷うなずき合うと、

『これは新しい』

　声を合わせてそんなことを言った。

「……どういうことなんですか？」

　怪け訝げんそうにする佐希に向かって、二人はにんまりと笑う。

「いやあ、ラノベ読んでるだけで惚ほれられるとか斬ざん新しんですのう」

「これが噂うわさのチョロイン……！」

「ち、違います！　アイツは、他ほかにもいいところがあって──」

　頬ほおを赤らめて反論する佐希だが、

「へえ。好感度アップなポイントが」

「他にもあったと？」

　息がぴったりな二人により、より厳しい立場に追い込まれてしまう。

「も、もう！　好きに妄もう想そうすればいいじゃないですか！……って、そんなことより！　あの二人、まだ一いつ緒しよに歩き回るつもりなの……？」

　むりやり話を打ち切ってから、佐希は眉まゆをひそめる。

「このルート……さては、アニメルト行きって感じね。完全にオタ的デートコースじゃない」

　むーと佐希が呻く。

「間違いがあっちゃ駄だ目めだからね。ほんと、アイツはやらしいんだし……」

　そして、ぶつぶつ言いながら歩き出す。

「まだ尾び行こうする気満々な件について」

「しーっ。言わないのが優やさしさというものなのだよ、一乃クン」

　そんな佐希の後ろで、一乃と舞子がひそひそ話をしたのだった。





　通りは、アーケードになっていた。並んでいる店は、電器屋からエッチなビデオを売っているらしきところまで、バラエティ豊かを通り越こしてしっちゃかめっちゃかだ。

「はい、到とう着ちやく！」

　そんな街中を駆かけていた園花が、やがて足を止めた。

「ここが、アニメルト一本橋だよっ」

「どうもどうも、案内ありがとう」

　お礼を言いつつ、中を覗のぞき込んでみる。

　──壁かべ際ぎわに雑誌が並んでいたり、中央部分に新刊台があるのゲーマードと似ている。違うところと言えば、入り口のすぐ側そばにレジがあることだろうか。

「ここは三階建てで、全フロアがアニメルトなんだよ」

　店の中に足を踏み入れながら、園花が解説する。

「おー、すごいね」

　感かん嘆たんする武詞である。とらのまきを含ふくめて、今まで見てきた店の中で一番の規模だ。

「さてさて。この店の特とく徴ちようはどんな感じなの？」

　自らも店に入りつつ、武詞は園花に訊たずねてみた。

「そだねー。結構女性向けに強いとか舞子さんが言ってたかなー。あとメディアコーナーが広いんだよね。一乃さんは来る度たびに羨うらやましがってるよ」

「ふむふむ」

　一つ一つの話は面おも白しろい。目を皿のようにして棚たなをチェックする舞子や、ぶすっとした顔で愚ぐ痴ちる一乃の姿が目に浮うかぶようだ。

（でも、今一決め手に欠けるなぁ。何かもう少しネタがあれば──）

「……ふむ!?」

　いきなり、武詞はひっくり返った声を上げた。目の前を、ゴスロリっぽい服に猫ねこ耳みみを合わせるという二次元的なファッションに身を包んだ女性が通り過ぎたのだ。

「いらっしゃいませ」

　少し無愛想な感じで、女性が挨あい拶さつしてくる。どうやら、店員さんらしい。

「あ、ああ……ども……」

　仰ぎよう天てんしつつ、とりあえず会え釈しやくを返してみた。この格好、何かのイベントなのだろうか。

「受け取りなさい、愚ぐ民みん」

　武詞に、コスプレ店員さんは小さな紙を差し出してきた。

「……は、はあ」

　気け圧おされながら受け取ってみると、それは名めい刺しだった。「Ｃ．Ｎ．コスプレネーム水みず間まかのん」と可愛らしいフォントで書かれていて、下にはブログやらＳＮＳやらのＵＲＬが載のっている。

「我が純白の迷めい宮きゆうへようこそ。現実と夢の狭はざ間まにたゆたう幻まぼろしの中を、流離さすらうといいわ」

　何やら中二病っぽい台詞せりふを残し、店員さんは去っていく。何か元ネタがあるのだろうか。

（か、可愛い……）

　それはさておくとして、思わず見とれてしまう。実に素す晴ばらしい。

「……ねえ、師し匠しよー」

　鼻の下を伸ばしている武詞を、園花がじっと見てきた。

「もしかして、師し匠しよーってコスプレしてる女の子が趣味だったり？」

「んぐっ!?」

　思わずびくりとする。

「ふーん。やっぱりね。じゃあ、あたしもしてあげよう！」

　園花が、えへんと胸を張る。

（園花ちゃんが、コスプレ……!?）

　武詞の頭の中で、妄もう想そうが膨らむ。

（体操服？　スクール水着？　それとも意表を突いて……軍服とか！）

「怪かい人じん？　星人？　それとも意表を突いて……円えん盤ばん生物とか！」

　武詞の妄想を、園花はあっという間に打ち砕いてきた。

「園花ちゃん……残念だけど、多分それはコスプレと言うより着ぐるみ──」

　そこで、武詞は自分の妄想が危険なことに気づいた。

「──お、俺は一体……!?」

　マロンブックスの店員さんと同レベルのまずさだ。何ということだろう。

（き、気を取り直して！　冷静に！……しかしコスプレかぁ。実際活いかせないかなぁ）

　たとえば、フルオタの登場人物の格好を、店員の誰かにしてもらうというのはどうか。

（ふむ……）

　武詞の脳のう裏りに、佐希が浮かぶ。髪かみは長いし、ヒロインのはなめの格好が似合いそうだ。先っぽをリボンで留めて、内うちん代だい高校の制服を着せて、メガホンの代わりにハリセンを──

（中々イケてるかも……っておいおい！　何考えてるんだ俺！）

　危あやういところで、我を取り戻もどす。何が哀かなしくて、佐希でそんな妄想まがいのことをしないといけないのか。おかしい。絶対におかしい。

「てか、あれ俺姉じゃない？」

　一人でパニックを起こす武詞の耳に、ふとそんな話し声が飛び込んできた。

「だよねー」

「ちょ、リアル白猫たん降臨？」

　お客さんが、口々に話している。男女の別なく、表情は一様に愉ゆ快かいそうである。

（……あ、そっか）

　その光景を眺ながめているうちに、武詞は腑ふに落ちるものを感じた。

（みんな、楽しいんだ）



    

  
    
      　作品の中から飛び出してきたかのような服装の人達がいることによる、非現実的な空気。そこには、フィクションの世界を少しだけ現実に近づけるようなわくわく感があるのだ。

（非現実、か……）

　わざわざコスプレしなくても、他に手はあるかもしれない。

「よーし、よしよしよし……」

　なんだか、色々固まってきた。

「ふふふ……見てろよ……」

　確かな手て応ごたえと共に、呟つぶやく。

「絶対──フルオタを売ってやるぞ！」





　──一週間後。開店前のとらのまき店内。

「で、コーナーは出来たの？」

　両りよう腕うでを組んで、佐希が聞いてきた。

「ああ。これが……俺のコーナーだ」

　ライトノベルコーナーの一角。平台を使って、ずらりとフルオタシリーズを並べている。新しく入荷した既き刊かんと新刊を合わせて、一気に展開したのだ。

「基本的には表紙を前面に押し出してみた。これは、とらのまきの棚を参考にしたんだ」

　やはり、表紙というのはライトノベルにとって重要な要素だ。アピールしない手はない。

「ふーん」

　さほど感心した様子もなく、佐希はただ頷く。

（ちぇっ……なんだよ、反応薄うすいな）

　少し不満に思いながらも、武詞は説明を続ける。

「三巻特典のイラストカードも、台を使って目立つようにしている。とらのまきで買えばレアなアイテムも手に入る、ってことをアピールするわけだね」

　まずは、ゲーマードで学んだポイントだ。グッズも揃えたいという、マニア心・オタク魂だましいに火を付けるのである。ソーシャルゲームやカードゲーム、アイドルＣＤの限定版にいたるまで、コレクション要素は大ヒットコンテンツの重要なポイントなのだ。

「こうして、既刊は持っているけど……という人は勿もち論ろん、新規のお客さんにも『これ欲しいな』と思わせて、三巻までを一気買いしてもらおうって作戦だ」

「なるほどね」

　相変わらず、気のない返事をしながら佐希はイラストカードを眺める。

「次は、これ。目に付きやすい部分にポップを立ててみたんだ。こうすればさ、そもそもライトノベル売り場を通り過ぎるだけだった人の目に留まるかもしれない」

　こちらは、マロンブックスのエスカレーターから得たヒントを元にしたものだ。お客さんにとって空き時間の移動中を上う手まく使い、こちらに振り向いてもらうのである。広告戦略の基本は、まず目立つこと。振り向かせてナンボのものなのだ。

「これ、あんたが書いたの？」

　ポップを見ながら、佐希が聞いてくる。

「そうだよ。とらのまきは勿論、他の店てん舗ぽのポップも参考にして書いてみたんだ」

『あなた、戦争ラブコメ好きでしょ？』このポップにも結構自信があったりする。テーマは、シンプルイズベスト。目立つこと、という部分にも関わってくるのだが、やはり人の心を掴つかむのは短く簡単なものなのだ。「科学と魔ま術じゆつが交差するとき、物語は始まる」や「デートしてデレさせろ！」から、「I'm Lovin' It」や「お正月を写そう」まで、キャッチフレーズを思い浮かべれば分かりやすい。

「置く場所にも気をつけたんだよ」

　いわゆる、視線の誘ゆう導どうである。これも、エスカーレーターの広告に繋つながるところだ。

（後は、アニメルトでのヒントを活かせたら言うことなかったんだけど……）

　ふと、そんなことを考える。

　──結局、アニメルトで見聞きしたことをコーナー作りに反映させられなかった。まさか本当に佐希にコスプレさせるわけにもいかず、かといって代だい替たい案あんも浮かばなかったのだ。

（まあ、それ抜ぬきでもしっかりしたコーナーが作れたし、いいかな）

　そう思い直す。何せ初めての経験だ。何もかもが上手くいくということもないだろう。

「…………」

　佐希は、押し黙だまっていた。無言で、ポップやコーナーを見ている。

（……ははーん。分かったぞ）

　にやりとする。どうやら、想像以上にいい出来で、圧あつ倒とうされているのだろう。

「お～、完成したのね～」

　食パンを両手で持った桃見が、どこからともなくぴょこっと現れた。

「ふむふむ～。なるほど～」

　コーナーを見ながら、桃見は頷うなずく。中々良さげな反応である。

「さて～。それじゃあ～、そろそろ朝礼の時間だし～、事務所に行きましょうか～」

　そう言って、桃見はとことことコーナーから離はなれていった。

（……あれ？）

　少し、武詞は怪け訝げんに思う。──桃見は、コーナーの感想を口にしてくれなかった。

（なんなんだろ）

　考えてみるが、今ひとつ理由がはっきり分からない。

（……ま、文句ないってことなんだろう。きっと）

　仕方ないので、そう自分を納得させつつ、武詞はコーナーを後にしたのだった。





「いらっしゃいま、せ──」

　一人のお客さんがフルオタの三巻を持ってきたのは、バイトが始まってすぐの事だった。

（……お！　おお！　おおお！　やった！）

　武詞は内心で快かい哉さいを叫さけぶ。

「特典の、西にし季き童どう子じ先生描かき下ろしイラストカード、お付けしますね」

　必要以上に詳くわしい説明をつけつつ、袋ふくろの中にイラストカードを入れる。

「ありがとうございましたっ」

　支し払はらいを済ませ、離れていくお客さんに頭を下げる。

（売れた！　俺の作ったコーナーで、売れた……！）

　今までの人生で、あまり味わったことのない感情。──達成感、というものだろうか。

（ずっと苦労するばっかりで、やりがいみたいなのは……あんまりなかったしな……）

　過去が脳裏で明めい滅めつする。どれもこれもひどい目に遭あった思い出ばかりだが、今となっては割と笑って流せそうだ。

（おっ、また来た！）

　次に来たお客さんも、やはりフルオタの三巻を持っていた。

（これは、いよいよマジか……!?）

　テンションが上がる。

　もしかしたら、今日この日から、フルオタが大ヒットしたりするのではないか。帯に『シリーズ一千万部突とつ破ぱ！』とか書かれた上に、コミカライズ・アニメ化・実写化とメディアミックスもガンガン行われるのだ。想像しただけでわくわくしてくる。

（漫まん画が家かさんは、誰になるだろう。やっぱり、おなじ藤江の月刊ドラグーンエイジで描いてる人？　てか、声優さんも気になるぞ。宗そう輔すけの声とか、どんな感じがいいかなー？）

「ふふ、ふふふ……」

　お客さんが不気味がっているのにも構わず、武詞は含ふくみ笑いを漏もらす。

（さあ、売れろ売れろー！）





　──しかし。そんな武詞の期待とは裏腹に、売れ行きはぱったりと止まってしまった。

（あ、あれ……？）

　拍ひよう子し抜ぬけする。

（……いや、いや。まだ分からないぞ）

　あくまで、止まったのは商業コーナーのレジに限っての話である。たとえ商業コーナーの商品でも、女性向けやメディアのレジに持って行くお客さんは沢たく山さんいる。

　つまり、武詞が気づいていないだけで、実はバンバン売れている可能性もあるのだ。いや、そのはずだ。そう、あってほしい。

「庫川くん」

　焦しよう燥そうが頂点に達しかけたところで、観月がレジに現れた。

「お疲つかれ様。レジはわたしが見ているから、昼ご飯を食べてくるといいよ」

「はいっ、お願いします」

　レジを観月に任せると、武詞はダッシュでフルオタコーナーへと向かい、

「……えっ」

　そして、凍こおり付く。

「減ってない……!?」

　三巻が少し減っているだけ、既刊はほぼそのままである。

（な、なんでだ。どうして……？）

　混乱しながらも、少し離れたところからコーナーを見守る。

　一人のお客さんが現れた。周りの棚たなを眺めながら、コーナーへと歩いてきている。

（よし、止まってくれ……！）

　周囲を見回しているということは、漠ばく然ぜんとながらも色々な商品に興味があるはずだ。となると、フルオタを手に取るということも十分に考えられる。

（そう、そのまま、そのまま──）

　作業しているふりをしつつ、武詞はコーナーの様子を窺うかがう。

（真っ直すぐ、真っ直ぐ）

　お客さんに願いをかける。どうか、足を止めてほしい。

（そこで……止まって！）

　──しかし。

　──武詞の願いも虚むなしく、お客さんはフルオタコーナーを通り過ぎていってしまった。

　それからも、お客さんは次々訪おとずれる。が、誰だれも足を止めない。ただ、歩き去っていく。

（そ、んな……）

　視線も向けず。

　興味の欠片かけらも示さず。

　まるで、最初から見えてさえいないかのように。

（うそ、だろ……）

　鈍にぶく重い感覚が、武詞の体を突つき抜けていく。

　辛つらいというのとは違ちがう。哀かなしいというわけでもない。

　ただ──苦い。

（なん、だ……この気持ち……）

　またも、初めて味わう気分だった。先さき程ほどと違って、落ち着いて分ぶん析せきすることも出来ない。

　ただ、自分のコーナーが無視された──その事実だけが、ずしりとのしかかってくる。

（い、や……まだ分からない、分からないぞ）

　必死で自分を励はげます。まだ昼の十二時頃ごろ、開店からさほど経たっていない。武詞が今日のアルバイトを終える頃には、もっと売れているはずだ──





　結論から言うと、売れたのは僅わずかに三冊だった。それも、全すべて三巻である。追加発注してもらってまで揃そろえた既刊は──ただの一冊も、動くことはなかった。

「どう、して……」

　事務所で勤きん怠たいを押してから、武詞はフルオタコーナーの前に立ち尽つくしていた。

　相変わらず、お客さんは誰も立ち止まらない。ポップに目を向ける人さえもほとんどいない。一体──何がいけないというのか。

「……お疲れ様」

　佐希が現れた。視線は、売れ残ったフルオタの山に注がれている。

「──い、いや、これは、違うんだ」

　口をついたのは、言い訳にもならない言い訳だった。

「こんなはずじゃ、なかった。売れるはずだったんだ」

　佐希は、何も言わない。朝と同じように、無言でコーナーを見やっている。

「……どうして」

　武詞は唇くちびるを噛かむ。

「どうして売れないんだ。研究して、ちゃんとコーナーを作ったはずだったのに──」

「……それは、ね」

　初めて、佐希が口を開いた。

「普ふ通つうなのよ」

　飛び出したのは、予想さえしていなかった言葉。

「どういう、ことなの？」

　理解出来ない。なぜか苛いら立だつ。

「決まってるじゃない」

　武詞の内心に気づく様子もなく、佐希はなおも言う。

「普通のコーナーじゃ、意味がないのよ。コーナーとして力不足なの」

「わけ、分かんないよ！」

　気がつくと、食ってかかっていた。

「普通って、つまりコーナーとして問題ないってことだろ。妙みように浮ういたりしないで、周りと釣つり合いが取れてるってことだろ」

　一気にまくしたてる。感情の歯止めが、利きかなくなり始めている。

「変な感じで調和乱して、周囲から悪目立ちするより──ずっと素す晴ばらしいじゃないか！」

「……一いつ般ぱん論としては、あんたの言うことも分からないでもないわ。でも、違うのよ」

　対照的に、佐希は冷静だった。

「いい？　棚っていうのはね、ちょっと別なのよ。調和とか、釣り合いとか。そういうのは一いつ旦たん捨てた方がいいの。言ってること、分かる？　つまり──」

　──腹が、立つ程に。

「普通の、何がいけないんだ！」

「えっ──」

「何が、ダメなんだよ！」

　息を呑のむ佐希に、武詞はなおも詰つめ寄る。佐希の言う事を、どうしても認めたくない。

　──ずっと、普通であろうとしてきた。普通なのが、最も良い状態だと信じてきた。それが駄だ目めなんて、あり得ない、あってはいけない──

「は～い、そこまで～」

　すっ、と。二人の間に、桃見が割って入ってきた。

「武詞くん～、お店の中で大きな声はよろしくないわよ～」

　両手を腰こしに当てて、桃見は叱しかってくる。

「あっ……」

　我に返る武詞。

「……帰ります。お疲れ様でした」

　そう言い残して、佐希は足早に去っていった。

「…………」

　為なす術すべなく、武詞はその背中を見送る。

（これ、は……まずいな……）

　一気に頭が冷えていく。同時に、自分のやってしまったことを理解する。

　考えてみれば、佐希は佐希なりにアドバイスしようとしてくれていたのだ。決して怒おこらず、根気よく、話しかけてくれていたのだ。それに怒ど鳴なるなんて──最悪だろう。

（参ったなあ……）

　武詞は肩かたを落とした。

　今日は日曜日だ。次のアルバイトは週末だから、しばらく間が空く。この気まずい状じよう況きようのまま、一週間を過ごさないといけないのだ。

「ふぅ……」

　がっくりどんよりしている武詞の前で、桃見が何やら考え込んでいる。

「……よ～し！」

　やがて、桃見はぽむと手を合わせた。

「ここは～、わたしが一ひと肌はだ脱ぬいであげましょう～」

　そして、そんなことを言う。

「店長……？」

「今から～、わたしとちょっとお出かけしましょうか～」

「へ？」

　武詞はきょとんとする。

「いいからいいから～」

「で、でも……僕はともかく、店長はまだ仕事が──」

「も～。お出かけするったら～、するの～」

　びっ、と。桃見は指を立ててきた。

「店長の言うことを～、聞きなさぁ～い」





「ご主人様、お嬢じよう様さま。お帰りなさいませ！」

　桃見に連れてこられたのは、メイドさんの沢山いる店だった。

「ここはいわゆる……メイド喫きつ茶さ!?」

　無論、足を踏ふみ入れるのは初めての経験である。

「違うわよ～。メイドさんがいるけど～、ここはレストラン～」

　メイドさんに席まで案内してもらいながら、桃見は説明してくる。

「そ、そうなんですか……」

　桃見の後について歩きつつ、周りのテーブルを見み渡わたしてみる。

（確かに、そんな感じだな……）

　なるほど、お客さんはそれぞれ料理を食べている。しかも、よく聞くケチャップでハートを描えがいたオムレツとかではなく、何やら本格的なものばかりである。

「こちらの席へどうぞ」

　メイドさんが武詞達を案内してくれたのは、壁かべ際ぎわにある二人がけの席だった。

「ありがと～」

　笑顔えがおで礼を言うと、桃見は椅い子すに腰こし掛かける。

「では、メニューがお決まりになったら、そちらのベルでお呼び下さいませ」

　スカートの裾すそをつまんで軽く腰を折るという、この上なく王道の仕草でもって会え釈しやくすると、メイドさんはテーブルを離はなれていった。

「何でも頼たのんでいいわよ～。わたしは頼むもの決まってるから～」

　そう言うと、桃見はメニューを差し出してくる。

「ども、ありがとうございます」

　軽く頭を下げてから、武詞はメニューを開いた。

（正直、あんまり食しよく欲よく無いんだけど……）

　佐希とのことが引っかかっていて、今一元気が湧わいてこないのだ。

（でも、折角おごってくれるって言ってくれてるのに頼まないのも悪いよなぁ……）

　ちらり、と。桃見の様子を窺うかがう。

（仕事、いいのかなぁ）

　桃見は大だい丈じよう夫ぶ、と言っていたが、本当なのだろうか。まだ営業時間中なのに、仮にも店の責任者がこんなところで休きゆう憩けいしていて、本当に問題はないのか──

「……ん～？　心配しなくても～、お店なら大丈夫よ～」

　顔に出てしまっていたのか、桃見がにっこりと笑いかけてきた。

「だって～、観月ちゃんに任せてきてあるもの～。……彼女は最強よ～」

「……ん？」

　桃見の言葉に、武詞は引っかかるものを覚える。聞いたことが──否いな、読んだ事がある。

「──あ！　それもしかして……いや絶対フルオタですね!?」

　最新刊に出てくる台詞せりふだ。言ったのは、潜せん水すい艦かん『デ・ドウナン』の船長にして、同時にはなめと並ぶもう一人のヒロインであるエリサ・マンティッサ。管制室を乗っ取った敵かたき役やくに対して言い放った、とても印象的な一言だ。

「店長、フルオタ読んでるんですか？」

「ええ～。入荷する商品の内容は～、大体把は握あくしてるわよ～」

「そんな、まさか」

　いくら何でも不可能な話である。『商品』となると、小説や漫まん画がに加えて音楽ＣＤやアニメＤＶＤまで含ふくまれるわけで、一日が二十四時間しか無い以上物理的に不可能だろう。

「……まさ、か」

　笑おうとして、武詞は失敗した。なぜか、桃見なら出来そうな気がしてしまったのだ。

「面おも白しろいわよね～、フルオタ～。ロボットものとしても～、アクションとしても～、ラブコメとしても～、オタクものとしても読めるのよ～。エンターテイメントのお手本よね～」

　そんな武詞の内心に気づいているのかいないのか、桃見は笑顔で語る。

「……はい」

　力なく相あい槌づちを打つ。仲間を見つけて嬉うれしいはずなのに、今一気分が盛り上がらない。

「……あのね～」

　桃見が、少し首を傾かしげながら武詞の顔を覗のぞき込んでくる。

「武詞くんは～、知らないだろうけど～。佐希ちゃんも～、フルオタが好きなのよ～」

「えっ……？」

「うん～。一巻を庵あん波ば店で一番にチェックしたのもあの子だし～」

　これは驚かずにはいられない初耳の話だ。

「じゃあ、もしかして……」

　武詞の脳のう裏りに、返本リストを作っていた時の佐希の表情が蘇よみがえる。あれは、ただ悩なやんでいたのではなく、本当に辛つらい思いをしていたのだ。

「くっ、そ……」

　テーブルの上で、拳こぶしを握にぎりしめる。売ることが出来なかったことが、売れるコーナーを作れなかったことが、余計に──悔くやしい。

「……ふふ～。他人のためにも悔しがれるなんて～、武詞くんは良い子ね～」

　そう言うと、桃見は武詞の拳を自らの両手で優やさしく包んできた。

「わっ──」

　温かく、柔やわらかい感かん触しよく。どきりとしてしまう武詞である。

「佐希ちゃんが言ってたこと～、覚えてる～？」

「言ってた、こと……？」

「コーナーについて～、言ってたことよ～」

「……はい。覚えてます」

『普ふ通つうのコーナーじゃ、意味がないのよ』──佐希は、そう言っていた。普通であることを一番の目的として生きてきた武詞には理解不能で、反発さえしてしまった。

「武詞くんのコーナーは～、決して駄目なわけじゃないのよ～。むしろ～、良く出来ているの～。１００点満点で言えば～、80点くらいよ～」

「えっ……？」

　意外な言葉に、きょとんとする武詞。随ずい分ぶんと、評価が高い。

「展開の仕方～。強調すべきポイント～。既き存そんのものをよく研究しているのが伝わってきたわ～。観察力、鍛きたえられてるわね～。観月ちゃんや舞子ちゃんも、感心していたわよ～」

　褒ほめられるのは、嬉しい。しかし、武詞は素す直なおに喜べなかった。

「……でも、その。売れなかったじゃないですか」

　自分で口にして、再び苦い感覚が蘇る。

　お客さんは、ほとんど足を止めてくれなかった。もし桃見の言う通りであれば、もっとしっかりとした結果が出るのではないか。

「そこが～、佐希ちゃんの指し摘てきしたところよ～」

　俯うつむく武詞に、桃見が言う。

「既存のものを研究したけど～、そこからのプラスアルファがなかった～。だから～、目立たなかったの～。ちゃんと作られた棚たななら～、どこの店にでもあるわけだからね～」

「そう、だったのか……」

　考えたこともない、視点。しかし、納なつ得とくがいく。

「他ほかの棚にはない個性と～、問答無用で目を引きつけるインパクト～。それに気を配れば～、お客さんの心を掴つかむ棚になるよ～。基本的なところは～、しっかり押さえてるもの～」

　重ねて、助言してくれる桃見。

「個性と、インパクト……」

　──瞬しゆん間かん。武詞の脳裏に、一つのアイデアが生まれた。

（こ……）

　閃ひらめき、などと簡単な言葉で言い表せるものではない。空から降りてきたような、同時に自分の中から浮うかび上がってきたような、そんな感覚だ。

（これは……）

　ほんの数秒で、一気にアイデアがまとまっていく。

「そうそう～。精神を加速させろ～」

　にこにことしながら桃見が何か言っているが、武詞の耳には入らない。物もの凄すごい勢いで進む思考に、全すべての感覚を奪うばわれてしまっている。

　予算。資料。技術。材料。労力。時間。諸要素を計算する。

（これは……いける！）

　自信──否、確信である。全ての推測が、全ての面で、『可能』と告げている。

「……あ、でも……」

　そこで、急に不安になった。

　今の思いつきは、控ひかえめに言っても無茶である。いくら何でも、やり過ぎかもしれない。

「何をしてもいいのよ。君の思うままにやりなさい」

　ぎゅっ、と。桃見が武詞の手を握ってきた。

「あなたには、あなたなりの良さが必ずあるわ。自信を持って、それを発揮して」

「それ、は──」

　鮮やかに蘇よみがえるのは、校舎の屋上の光景と、そこで幼おさな馴な染じみが口にした言葉。

　──たっくんはたっくんだよ。たっくんならではのいいところが沢たく山さんあるんだから、それを大事にしてみたら？

　彼女が言ったこと、彼女が伝えたかったこと。それが今になって分かる。

「佐希ちゃんが言ってたでしょう？」

　黙り込む武詞に、桃見はだめ押しを繰り出してきた。

「あの店は、好きなものが好きでいられる場所だって。……それは店員にとっても同じ。変に遠慮せず、人目も気にせず、他人の評価も気にせず、好きなものを好きだという気持ちを、思いっきり表現していいのよ」

「……っ！」

　──武詞は、熱くなった。

　全身を駆かけ巡めぐる熱。血管を沸わき立たせ、鼓こ動どうを加速させ、目の前に火花を飛び散らせる。

「俺、俺──行きます！」

　武詞は、立ち上がった。

　じっとしていられない。このままだと破は裂れつしてしまう。今すぐにでも、取りかかりたい。

「行ってらっしゃい～」

　そんな武詞の思いを受け止めたように、桃見は手を振ふってくる。

「はいっ！」

「心で棚を作れ～」

　駆け出す武詞の背中に、桃見はそんな励はげましを投げかけてきたのだった。





「うむうむ～。元気な少年はいいわね～」

　武詞が飛び出していった店の出入り口を眺ながめながら、桃見はしきりに頷うなずいた。

「あの……お嬢じよう様さま？　ご主人様は……？」

　メイドさんの一人が、不思議そうに訊たずねる。

「ううん、いいのよ～」

　そう言うと、桃見はにこにこ笑顔でメイドさんを見上げた。

「いつものを～、お願い～」

「はいっ」

　メモを取り出すメイドさん。

「キュートなハニートーストと、ピザでも食ってろトーストと、天空の城トーストですね」

「うん～」

「かしこまりました」

　会え釈しやくをして、メイドさんは去っていく。

「さてさて～。何が出てくるのかしら～」

　一人になってから、桃見は楽しげな様子でそう呟つぶやいた。





「……あっ、いたいた」

　武詞の背後で、声がした。

「珍めずらしいね、たっくん。昼休み以外にも図書室に来るなんて」

　藍那である。

「あぁ」

　生返事をしながら、武詞は本のページをめくる。

「むっ……冷たいー」

　横に座ってくる藍那。

「あぁ」

　生返事をしながら、武詞は本のページをめくる。

「んもー……何の本を読んでるの？」

　覗のぞき込んでくる藍那。

「あぁ」

　生返事をしながら、武詞は本のページをめくる。

「『いちから始める塗と装そう術、日曜大工から現場作業まで』……どうしたの？　リフォームのアルバイトでも始めるの？」

　訊ねてくる藍那。

「あぁ」

　生返事をしながら、武詞は本のページをめくる。

「んもー。たっくんったら、集中するとこうなんだから。……わたし、先帰るねー。あんまり無理しちゃだめだぞー。じゃ、ばいばーい」

　溜ため息いきをついて立ち上がり、去っていく藍那。

「あぁ」

　生返事をしながら、武詞は本のページをめくる。

「ちょっと、あんた」

　話しかけてくる藍那。

「あぁ」

　生返事をしながら、武詞は本のページをめくる。

「……ああじゃないわよ」

　ばっ、と。ページの上に手が差し出された。細い指に、綺き麗れいに磨みがかれた爪つめ。

「……んぁ？」

　武詞は顔を上げる。

「もう時間よ」

　佐希だった。顔の横の髪かみをピンで留め、赤いフレームの眼鏡を掛かけている。

「時間……？」

　首だけを動かして、壁かべの時計を見る。

「……あ」

　佐希の言う通りだった。もう下校時間寸前である。

「というか、残ってるのあんただけよ。下校の放送もとっくに流れたのよ」

「そう、だったのか……」

　気づかなかった。ついさっき、藍那が終礼終わってすぐ云うん々ぬんという話をしていたような気がするのに、実際には随ずい分ぶんと時間が経たってしまっていたようだ。

「あきれた。そんなに必死で何読んでたのよ」

　佐希が、藍那と同じように本を覗き込んでくる。

「……こんな技術関係の本、メモも取らないで良く読めるわね」

　驚おどろいたように、佐希が呟いた。

「メモはいらないよ。全部頭に入れてる」

　言いながら、本を閉じる。最低限必要な知識は手に入った。後は実じつ践せんするのみである。

「えっ……嘘うそでしょ？」

　佐希が、目を見開いた。

「ほんとほんと」

　武詞が何でもないことのように答えると、佐希は目をぱちくりさせた。

「物覚えが早いとは思ってたけど……結構凄すごかったのね、あんた……」

「へへ、まーね。……んじゃ、本戻もどしてくるわ」

　本を閉じ、小こ脇わきに抱かかえて立ち上がる武詞。

「……あ、そうだ」

　そこで、武詞はふと立ち止まった。佐希に、一言言っておかないといけないことがある。

「えっ、と……」

　言葉に詰つまる。お礼を言わないといけなかった時とは違ちがう、居い心地ごこちの悪さ。

「……はい？」

　怪け訝げんそうな佐希の顔が見えた。目を逸そらしたいが、しかし真っ直ぐ見み据すえる。やってしまったことから逃にげるわけにはいかない。

「この前は、ごめん」

　勇気を振り絞しぼって、言葉を口にする。

「折角アドバイスしてもらったのに、何か逆切れしたみたいになっちゃって」

「…………」

　佐希は、驚いたように目を見開き黙だまり込んだ。

「……ごめん」

　もう一度謝り、武詞も黙る。これ以上言葉を重ねると、全てが嘘くさくなってしまう。

　佐希が俯うつむいた。表情は窺うかがえない。

　あるいは、蒸し返されて嫌いやな思いをしているのかもしれない。インスタントな決心が挫くじけ、後こう悔かいしそうになる。水に流そうと話しかけてくれたのだとしたら、完全に逆効果だ。下手なことは言わず、何事もなかったように接すべきだったのでは──

「いいのよ、気にしなくて」

　ようやく、佐希が顔を上げてくる。

「わたしの言い方も悪かったもの」

　浮うかんでいるのは、優やさしい笑えみ。

「わたしこそ、ごめんなさい。売れなくてショックを受けてるところに、あんな言われ方したら……いい気、しないよね」

「いや、そんな……いいんだよ。悪いのは俺だし」

　──正直に言おう。死ぬほど嬉うれしい。どうしてか分からないが、こうして佐希が優しい言葉をかけてくれるだけで、激しい何かが胸の中で湧わき立つのだ。

「フルオタのことは、……その、残念だったけど」

　少し言いにくそうにしながら、佐希が続ける。

「コーナーの作り方自体は悪くなかったし、最近は仕事のミスもないし。あんまり気落ちしなくても、いいんじゃない」

　また、励ましてくれている。嬉しい。とても嬉しい──けれども。

「……いや」

　武詞は首を横に振ふる。そうしなければ、ならない。

「もう一度だけ、フルオタをコーナー展開するよ」

「えっ……本当に？」

　佐希が心配そうな表情をする。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　だからこそ、堂々と答えてみせる。

「まだ頑がん張ばれそうだから──いや、頑張れるから」

　胸を張って、宣言してみせる。

「次は必ず売れるコーナーを作ってみせるから、見ててくれよ」

「あっ──」

　息を呑のむ佐希。

「んじゃ、俺行くから。またな」

　にこりと笑いかけてから、武詞はその場を立ち去ったのだった。





「……何よ、何なのよもう」

　一人残され、佐希は呟く。

「格好つけちゃって。ばか」

　口元を、僅わずかに緩ゆるめながら。





「おしっ！」

　武詞は材料に向かい合う。何だか入ってしまった気合いが、溢あふれそうになっている。

　下準備にもしっかり時間を割さき、後は作業に入るのみである。

「状じよう況きようを開始する！」

　決め台詞ぜりふと共に、武詞は工具を手にした。

　まずは、部品を作る作業である。材料──すなわち木材を必要な形やサイズにカットしていくのだ。

　ぎこぎことのこぎりを引く。久々の作業だ。最後にやったのは、北極海を渡るためのいかだを造つくった時以来だろうか。

「…………」

　あまり楽しい思い出ではない。言うまでもない話だが、北極海はいかだで渡るような海ではない。頑張って作ったいかだはあっという間に流氷と激げき突とつして木こっ端ぱ微み塵じんになり、武詞達は危あやうくおぼれ死にかけた。

（いかんいかん）

　暗い気分を振り払い、作業を再開する武詞だった。





「おしっ！」

　次の日。武詞は材料と部品に向かい合う。徹夜明けだが、何だか入ってしまった気合いは、今も充じゆう実じつしている。

　工程は順調。作業は予定通りに進んでいる。しかし、ここでスピードを緩ゆるめる事はない。

「獲え物ものを前に舌なめずりは、三流のすることだ」

　決め台詞と共に、武詞はラッカーを手にした。

（さて、と）

　次は塗と装そう。目標は、木製の部品を金属に見せることである。おそらく一番の山場だ。

（とはいえ、実はあんまり得意じゃないんだよな……）

　木材を切ってものをつくることは多かったため、技術もそれなりに身につけていたのだが、塗装については不得手な武詞である。

（使えりゃそれでいいって感じだったからなぁ。宝探しの道具は）

　実用性優先、仕上がりについては二の次というのがトレジャーハンターの基本なので、見栄えを意識して行う作業はあまり経験を積んでいないのだ。

（適当にやりゃあいいってもんじゃないんだよなぁ……）

　綺き麗れい、という状態に対する感性が必要となる。

（しかし、やらないわけにはいかないわけで）

　今回作ろうとしているものは、見栄えが肝きもである。塗装一つで明暗が分かれるのだ。

（頑張るかー）

　よしと頷うなずき、武詞は作業を開始した。

　本で読んだ内容を頭の中で反はん芻すうしながら、部品の一つに塗料を吹き付けていく。

（うーん……）

　しかし、五分の一も塗ぬらないうちに、武詞の手は止まってしまった。何というか、想像以上にいまいちな出来なのだ。

（やっぱり、プラモデルとかの本を読んだ方が良かったかな……）

　図書室で読んだ本は、基本的過ぎたのかもしれない。もう少し、実践的なものを参考にした方が良かったかもしれない。

（といっても、今いま更さら遅いなぁ）

　今から勉強し直しというのは、少々時間がかかりすぎる。得た知識を、試し行こう錯さく誤ごしつつ活かしていく他ないだろう。

　幸い材料には余裕があるので、失敗したとしてもまた作り直せばいい。そう腹をくくって、武詞は作業を再開した。

　新しい部品を手に取り、再び塗り始める。慣れなくて上う手まくいかないのなら、慣れるまで繰くり返しやるだけのことだ。



「おしっ……」

　次の日。武詞は部品とがらくたに向かい合う。二日徹てつ夜やは堪こたえるが、まだ残っている気合いが武詞を立たせている。

　部品は、ずしりとした重厚ヘヴイさを纏まとい、ぎらりとした金属質メタリツクな輝かがやきを放っていた。ぱっと見、木材のようには感じられない。

　作り上げた部品を大量に浪ろう費ひしながらも、武詞は一晩掛けて何とかそれらしい塗り方を編み出した。一流のプラモデル制作者──モデラーと呼ぶらしい──だと、もっと凄すごいことが出来るのだろうが、まあ付け焼き刃としては十分過ぎるクオリティには達している。

（それは、いいんだけど……）

　しかし、今ひとつ明るくなれない。慣れない塗装作業のせいもあり、かなり工程が遅れてしまったのだ。

（よっ、と……）

　一歩踏み出した瞬しゆん間かん、体の芯しんの部分辺りでずしりとした何かが軋きしんだ。溜たまった疲ひ労ろうが、その存在を主張している。

「ほんと体力落ちたなあ……」

　決め台詞と言うより三み十そ路じの男性のようなぼやきと共に、武詞は紙やすりを手にした。

　次の作業が、このやすりがけである。ぎざぎざになっている部分や材料の毛羽立ちを整えるのだ。

（普通、塗装よりこっちが先らしいんだよな……しまったな……）

　順番を間違えてしまったわけだ。いかにも素人しろうとな失敗である。

（とりあえず、やってみるか……）

　まあ塗装も上手くいったことだし、こちらもやれば何とかなるはずだ。

　やすりを手に、こする。こする。黙々と、こする。凹おう凸とつが徐じよ々じよに揃そろい、部品はより整った形へと姿を変えていく。

（ふむ……）

　実に単純かつ緩やかなペースの作業だが、それだけになぜかハマってしまう。紙やすりを取り替え、なおもごしごしとやすりがけを続ける。

「……ん」

　どれだけ時間が経たっただろう。ふと、武詞は我に返った。

「あっ……!?」

　そして、愕がく然ぜんとする。やすりをかけ過ぎたのだ。凹凸を揃えるという段階を通り越こして、塗装が剥がれてしまっている。

「やってしまった……」

　呻うめきながら、天を仰あおぐ。塗り直すとむらが出るだろうから、もうこの部品はおじゃんである。もう一度木材の切り出しからやり直さなければいけない。

（あーあ……）

　肩かたを落としながら、武詞はのこぎりを手にしたのだった。



「お、おーし……」

　次の日。武詞は部品に向かい合う。三日徹夜は相当に厳しく、気合いもそろそろ底をつきそうだ。

　作業は大詰めの段階を迎むかえていた。本来なら、休息を取るにはいいタイミングであるはずなのだが、やすりがけに端たんを発する遅ち延えんもあり、のんびりしている時間的余裕はないのだ。

「…………」

　何か台詞を吐はくこともなく、武詞は作業に取りかかる。

　部品の仮組み立てだ。組み合わせに問題はないのか、ちゃんと立つのか、実際に組み立ててみてテストしてみるのだ。

「よっ……」

　部品を、はめ込んでいく。一つ一つ、丁てい寧ねいに──

「……あっ!?」

　組み立てを半ばまで進めたところで、武詞は悲鳴を上げた。部品の組み合わせを、うっかり失敗してしまったのだ。

「うわ、あー……もう、なんでだよ……！」

　半分裏返った声で言いながら、武詞はがっくりと座り込む。

「どうするのさ……」

　かなり致ち命めい的てきである。取り戻すには、相当な時間と労力が必要になる。

「うう……」

　分かってはいても、壁に貼はってあるカレンダーを見やってしまう。何度見ても、変更はないというのに。

（無理だった……とは言えないよなぁ）

　桃見や佐希の前で、自信満々に言ってのけたことを思い出す。今更、間に合いませんでしたなんていうのはあまりにみっともなさすぎる。

　更に言うと、発売日の問題もある。そろそろ発売日から一か月経つわけで、佐希の言う初動を考こう慮りよに入れると、状況はより厳しくなる。同じ出版社の次の新刊が入荷する時期でもあるわけで、それよりも先に展開させたい。

（やっぱり、作り直すしかないのかな……）

　──いいか武詞。こういう時こそ実はチャンスなんだ。──危機とは人を成長させるための炭水化物！　それを栄養として吸収し、自みずからの力とすることで、人は大きくなる！

　その時。父の言葉が、蘇よみがえってきた。

（呑のん気きな言葉だよ……）

　吸収し、自らの力とする。言うだけなら簡単だ。しかし、実際危地に陥おちいってみると、どうにもならない──

「……そう、か！」

　──ならない、はずなのに。今この瞬間、とんでもない閃ひらめきが武詞に生まれた。

　今の失敗。訪れた危機。それを活かすことで、よりすごいことが──出来る。

「へへ」

　思わず、苦く笑しようしてしまう。

「……親父おやじに、感謝する日が来るとはね」

　のこぎり、やすり、ラッカー、その他諸もろ々もろの工具が散らばっている部屋を見回す。

「間に合う……？」

　自分に問いかける。出来るのか、出来ないのか。やるのか、やらないのか。

「……ああ、問題ない」

　自分で答える。出来る。やってみせる。必ず──形にしてみせる。





「……遅おそい」

　店の入り口の前で、佐希は腕うでを組み仁に王おう立ちしていた。

「佐希ちゃーん。もうミーティング始まるわよー」

　後ろから、舞子が声を掛かける。

「……はい」

　返事をしながらも、しかし佐希はその場を離はなれようとしない。

「もう、何やってるのよ……」

　佐希がそう呟いたところで、一つの人ひと影かげが少し離れたところの角に現れた。

「お、武詞くんやっと来たかー」

　人影を見るなり、舞子が言う。

「……もう」

　ほっとしたように、小さく息をつく佐希。

「あれ？　なんか様子が違わない？」

　武詞が近づいて来るにつれ、舞子が呟いた。

「ええ、そうですね。なんでしょ、あれ……」

　佐希も、目をぱちくりさせる。

　まず外見。何やらいつもと違う大きなバッグを肩かたから提さげている。

　そして雰ふん囲い気き。凄みとも不気味ともつかない気配が、全身から陽炎かげろうの如ごとく漂ただよっている。

「……遅おくれて、すいません」

　二人の元に歩み寄ってくると、武詞は頭を下げた。

「……大丈夫？」

　舞子の問いに、武詞はにやりと笑う。

「大丈夫です。完成──しましたから」





　──搬はん入にゆうは～、しなくていいわよ～。コーナー作りに～、集中してＯＫ～！

　桃見の言葉を、武詞は思い返す。おそらくは、特例中の特例だろう。

（ちゃんと、やらないと……）

　よしと頷うなずき、武詞はカバンを開ける。

　中に入っているのは、パーツ。持ち運びやすいように、分解したものである。

　そのパーツを取り出すと、武詞は組み立てを始めた。

（よし、ここだな）

　立たせるのは、陳ちん列れつ台だいの上。同じ床ゆかの上に立っていると、人間どうしても触さわりたくなるのだが、台の上に置くだけで心理的な距きよ離りが生まれ、壊こわれる危険性を少しでも下げられる。

（落ち着いて、落ち着いて……）

　自分に言い聞かせながら、組み立てを進める。一度家でリハーサルをかねて形にはしているが、だからといって安心は出来ない。最後の最後まで、気も手も抜ぬいてはならない。

　慎しん重ちように、しかし手早く。冷静に、しかし急いで。武詞は作業を進める。

（よし、よし……）

　一つ一つ組み上がるごとに、わくわくする。頭の中で描えがいていたものが形になる、その過程が素す晴ばらしく楽しい。

（あと、少し……！）

　体力は限界寸前なのに、疲ひ労ろうは全く感じなかった。気力が、武詞の体を動かしている。

「……出来た！」

　──そして。頭の部分をはめ込んだ瞬間、武詞は歓かん声せいを上げてしまった。

（やれることは、全部やった）

　心の底から、そう思える。最初にコーナーを作った時とは段だん違ちがいの、充じゆう実じつした満足感。

（後は……他ほかの人に伝わるかどうかだな……）

　とはいえ、結局まだ『完成』しただけである。自分の感動が伝わるのか。この興奮を分かち合えるのか。それを成し遂とげて、初めて『完成』は『達成』へと変わるのだ。

（……ん？）

　武詞は、背後に人の気配を感じた。

　一人、二人。徐じよ々じよに増えている。武詞の声を聞いて、集まってきたのだろう。

　──今なら、分かる。最初のコーナーを見た時の佐希や桃見の反応は、「良く出来ているが、これでは心こころ許もとないようにも思える」という意味があったのだろう。

　もし。振り向いた時、同じ表情をしていたら。これを見て、同じ反応をされたら。

（ちょっと、キツいよなあ……）

　情けないと思う。あれだけ自信満々だったのに、完成させてから不安になるとは。

　背後の気配は、沢たく山さんに増えていた。おそらく、今いる店員の全すべてが集まったのだろう。

　その割に、誰だれも何も言わない。黙だまりこくっている。

（まさ、か……）

　何も言わない──つまり、出来としてはいまいちということなのか。

（そんな、いや、でも……）

　──とん、とん。武詞の肩が叩たたかれた。

「…………」

　すぐには、振り返れなかった。もし、ダメだったとしたら。そう考えると──

　──とん、とん、ととととん。

「へっ──」

　──ぼんぼんぼんばんぼこぼこ！

「い、いたたた！　なんなんですか！」

　肩を激しく叩かれ、武詞は振り返った。

「ちょっとちょっと、何なのよこれ！」

　肩を叩いていたのは、舞子だった。武詞が作ったものを見上げて──否いな、見入っている。

「なんだこれは……たまげたなぁ……」

　舞子の傍かたわらには、一乃がいる。その視線は、舞子と同じようにコーナーに釘くぎ付づけである。

「いや、確かに驚おどろいたよ。完全に予想外だ」

　観月でさえ、目を見開いていた。しかも口まで半開きである。

「うおおおお！」

　とんでもない声を上げたのは、園花だ。

「師匠師匠！　これ、これなんなの!?」

　コーナーを指差しながら、園花が聞いてくる。

「これは──」

　今、自分が完成させたものの名前を、口にする武詞。

「ＤＲＸ―７『アッパレスト』。フルオタク・パニック！　に登場するロボットだよ」

　──これが、武詞の作っていたものだ。主人公が乗るマシンの１／５フィギュアである。

　基本の材料は木。勿もち論ろん原作では木製でなく金属製なため、塗と装そうの質感にこだわることでロボットらしさを出している。本で勉強した部分だ。

　完全な設定図が公開されているわけではなく、イラストから図面を起こしているため、細部はかなり想像で補っていたりする。しかし、大筋では間違っていないはずだ。

　──フルオタの一つの魅み力りよくとして、ロボットアクションというものがある。そこを全面的にプッシュするための手法として、本当にロボットを作ってみたというわけだ。

「すごいすごいすごーい！　超ちようカッコいい！」

　園花がまた叫さけぶ。

「えっ……？」

　武詞は自分の耳を疑った。今、園花が口にしたのは──褒ほめ言葉、ではないのか。

「ねーねーねー！　これ、六身合体とかするのー!?」

　目をきらきらさせて、訊たずねてくる園花。

「いや、どっちかっていうとリアルロボット系だからその手のギミックはないけど……」

　答えつつ、武詞は気け圧おされる。予想外の反応過ぎて、今ひとつ理解出来ない。

「てか、あっぱれ？　そんな名前なの？」

　続いて、舞子が聞いてきた。

「あ、それは読者の考えた名前なんです。一巻のあとがきで名前を募ぼ集しゆうして、作者さん達がその中から選んだのがこれで」

　一巻は後追いであり、リアルタイムで参加出来なかったため、武詞は未いまだに残念に思っていたりするエピソードである。

「へえ、面おも白しろいわね」

　舞子が笑う。

「わたしロボットとかあんま興味ないんだけど、なんか読んでみたくなってきちゃった」

「激しく同意ー」

　舞子の言葉に、一乃も頷いた。

「えっ、えっ……」

　二人の言葉に、武詞は驚きよう愕がくする。それは、それはつまり──

「武詞くん～！」

　状じよう況きようを飲み込み始める武詞に、桃見が話しかけてきた。

「すごいじゃない～。まさかここまでやるとは思ってなかったわ～」

　随分と興奮気味である。

「これはいけるわよ～！　わたしも今の仕事を始めて長いけど～、ここまで気合いの入ったコーナーは滅めつ多たにないわよ～！」

「──っ」

　胸が、いっぱいになった。熱いものが込こみあげてくる。

（……っと、危ない危ない！）

　危あやうく、その熱いものが目から排はい出しゆつされそうになった。まだそうなってしまうには早いし、何より──女性ばかりの状況で『それ』は、あまりに恥はずかしい。

「ロボット！　ロボット！」

　園花が異様なテンションでアッパレストの周りを駆かけ回る。

「触っちゃ……駄だ目めだよね。うーんでも触りたい──」

『ラジャー。ラン、モード４。ＢＭＳＡ、３・５。コンプリート』

　すると、いきなりロボットが微び妙みように籠こもった音声で『話した』。

「ひょえええ!?」

　園花が仰ぎよう天てんする。

「ちょいと武詞くん！　今の何!?」

　舞子が、泡あわを食った様子で聞いてきた。

「このロボット、喋しやべるＡＩを積んでるって設定なんですよ。だから、お客さんが近づいたらセンサーで反応して音声が出るようにしたんです。台詞せりふはいくつか用意してあります」

　──ロボットを組み立てる時、失敗して胴どう体たいの部分を歪ゆがめてしまった。その時に、思いついて搭とう載さいしたのだ。反応を見る限り、やって大正解だったようだ。

「すごいわねー。てかセンサー反応とか、何そのプロっぽいテクニック」

「神技術すぎワロタ」

　舞子と一乃が、それぞれに感心した様子で言う。

「い、いやそんな……」

　どう反応していいのか分からず、戸と惑まどう武詞。何しろ褒められた経験があまりないのだ。

「大したものだね……一体、どうやってその技術を身につけたんだい？」

　観月が、聞いてきた。

「いやまあ、なんて言うか……親の仕事の手伝いをしてて、自然と機械のことやら手先を使った作業やらが変に上達してしまいまして……」

「師匠、すっごおおおおい！」

　途と端たん、園花が歓声を上げた。

「英才教育だったのね～」

「ただ者じゃないとは思っていたが、なる程ほどそういうことか」

　桃見も、観月も。

「さすがのお姉さんも感心だわー」

「歪みねぇな」

　舞子も、一乃も、武詞の経歴を笑ったり不気味がったりしなかった。

　ただ、純じゆん粋すいに──褒めてくれた。

「……！」

　抑おさえ込んだものが、また溢あふれそうになる。自分は、自分の力は──認められているのか。

「ちなみに、その積んであるＡＩのコールサインは『ダル』よね」

　武詞が黙り込んだところで、アッパレストについての補足が入った。

「声の籠もった感じとか、小説で書かれてたまんまじゃない」

　佐希である。

「うん、そんな感じになるように、自分で録音して加工したんだけど……」

「ぶっ」

　武詞が答えた途端、佐希は身も蓋ふたもない吹ふき出し方をした。

「な、なんだよ」

『ムダドライバ、起動確かく認にんしました』

　その時、再びアッパレストが喋った。

「きゃははは！」

　同時に、佐希が笑い転げる。

「だからなんだよっ」

「だって、だって！　あんたこれ、一人で誰もいないところでぼそぼそ録音してたんでしょ？　『起動確認しました。キリッ』みたいな感じで。もーだめー！　ありえないー！」

「そりゃま、そうだけど……いいだろー別に」

　ふてくされる武詞。加工するのは結構大変だったのだ。何も笑うことはないではないか。

「うん～。いいわよ～」

　桃見が頷うなずいた。

「このくらいやりたい放題なのがいいのよ～。ありえないお話を書いたフィクションを特集するんだから～、ありえないくらいのコーナー展開しちゃうくらいで丁度いいのよ～」

「あっ──」

　そんな桃見の言葉に、武詞はアニメルトで見た光景を思い出した。

　──店員さんが、キャラクターのコスプレをしているという様子。そこから武詞は、非現実だからこそお客さんが楽しめるというヒントを得た。最初にコーナーを作った時には活かせず、がむしゃらにやっているうちに達成していたらしい。

（試ためしにやってみるのって、大事なんだな……）

「ごめんごめん、面白い、面白いよ」

　そんなことを考えていると、佐希が涙なみだを拭ぬぐいながら言った。

「説得力ないなぁ……」

「もー、ほんとだってば！」

　そう言うと、佐希は武詞に近づき、手で、武詞の胸辺りをぽんっと押してくる。

「うおっ……！」

　思いも寄らない距きよ離りの近さ。触ふれられた箇か所しよに伝わってくる柔やわらかさ。髪かみから漂ただよう、甘い香かおり。武詞の胸は高鳴り、そして──比ひ喩ゆ表現ではなく、本当にくらっときた。

（あっ……やべ……）

　四日連続の徹てつ夜やに加えて、栄養源はドングリ程度。本当に、ギリギリだったのだ。そこに、認められた興奮や女の子と近づいたドキドキが加わって、遂ついに限界が来たようだ。

　床ゆかが近づいてくる。いや、違ちがう。これは自分が床に倒たおれ込んでいるのだ。

　周囲でみんなが騒さわいでいるのを感じながら、武詞は意識を失った。



    

  
    
      　　ないない！　いや、喋ったりするけどそういう関係にはならないから！




　──ふ、と。武たけ詞しは目を開いた。

「……あれ？　ここ、は……？」

　見覚えのある天てん井じよう。掛かけられている布ふ団とんの感かん触しよく。間違いない、これは武詞の部屋だ。

「お、目が覚めたわね」

　視界に、佐さ希きの顔が飛び込んできた。

「え？　え？　なに、どうなってるの？」

　狼狽うろたえる武詞。自分の部屋に佐希の顔。ありえない組み合わせである。

「覚えてないの？　あんた、コーナーを完成させた途端ひっくり返ったのよ」

　呆あきれたような佐希の言葉が、武詞の記き憶おくを呼び覚ましていく。

「そうか、そうだったのか……って、やべ！　バイトが──」

　慌あわてて体を起こそうとして、ふらふらと倒れ込む。

「ちょっと、今いま更さら無理しないの。もう夜なんだし、大人しくしてなさい」

「夜……？」

　壁かべに掛けてある時計を見やると、時計の短針は九を差していた。

「なんだ……」

　脱だつ力りよくしてしまう。随ずい分ぶんと長い間倒れてしまっていたらしい。

「救急車を呼ぼうかって話にもなったんだけど、よく見たらぐーぐーいびきかいて寝ねてるんだもん。店長の車であんたの家まで送ってもらったの」

「そうか、俺寝てたのか……」

　寝不足が続いていたのは事実だが、我ながらマンガ的なぶっ倒れ方である。

「ほんと、人ひと騒さわがせね。ちょっと触さわった途端ひっくり返ったりして。一いち乃のさんなんて、『必殺技わざ、イリーガルユースオブハンズ。相手は死ぬ』とかいって茶化してくるし」

　佐希が、むーっとむくれた。

「うむむ……すまん」

　しょんぼり肩かたを落とす。店の人にも、佐希にも随分と迷めい惑わくを掛けてしまったようだ。

「コーナー作るために頑がん張ばるのはいいけど、無理しすぎて体壊こわしちゃ意味ないのよ」

　こんこんと説教してくる佐希。

「反省してるよ……って、そうだ！」

　そこで、武詞は肝かん心じんなことを思い出した。

「フルオタ！　フルオタはどうなったの!?」

「……んー」

　すると、佐希は黙だまり込んだ。

「駄だ目め、だったのか……？」

　力が抜ぬける。あのロボットをもってしても、やはり売ることはかなわなかったのか。

「その、わたしもあんたにつきっきりだったから直接は見てないんだけど……」

　もたもたとスマートフォンを操作すると、佐希は差し出してくる。

「出来た出来た。ほら、見てみて」

「……？」

　身を起こして受け取る。

　スマートフォンには、ツイッターの検けん索さく画面が表示されていた。





コミックとらのまき庵あん波ば店@maki_anba

　好評頂いております、１／５アッパレストを別角度から♪　ロボット好きにはたまらないディティールの作り込みですよ☆twipic...



悪戦スター@axe_and_star

　とらのまき庵波店。自分も撮さつ影えいしてみた。twipic...



お前の革命ジョーク@taroimo666

　くそわろたｗｗｗｗ何このクオリティｗｗｗｗｗ RT:@Voodoo_Whodo　とらのまき庵波店。自分も撮影してみた。twipic...



ディッシュマスター@mutekino_saraarai

　フルオタク・パニック！　一巻～三巻購こう入にゆう。店員さんの気合いが入りすぎたディスプレイに惹ひかれました。庵波店行ける人は行ってみよう。





　そこには、武詞のコーナーがインターネットを通じて広がる瞬しゆん間かんが表示されていた。

「店のアカウントで宣伝しつつ、お客さんにも自由に写真撮とってもらったの。普ふ通つう店内の撮影は禁止なんだけど、店長が特別に許可を出したのよ。そしたらもう一気に広まって」

　横からスマートフォンを覗のぞき込みつつ、佐希が言う。

「じゃあ、もしかして……売れたのか？」

　画面に見入ったまま、武詞は訊たずねた。

「貸してちょうだい」

　佐希は直接答えず、武詞に手を差し出してくる。

「えーと、写メは……こうかな」

　おぼつかない手つきでいじると、佐希は再びスマートフォンを渡わたしてきた。

「ほら。舞まい子こさんが撮ってくれたわよ」

　そこに表示されているのは、一枚の写真。

「これ、は──」

　写真に写されていたのは、ロボットだけを残して、何も置かれていない棚たな。棚の前には、無表情でピースしている一乃と何かのヒーローのポーズを決める園その花かがいる。

「在庫は一冊残らず売れたそうよ。更さらに追加発注もかけてるから」

「本当、に……？」

　信じられない。前回はほとんど売れなかったのに。

「本当よ」

　唖あ然ぜんとする武詞に、佐希が微笑ほほえみかけてきた。

「おつかれさま。最高のコーナー展開だったよ」

「…………」

　ぱったりと、武詞はまた横になる。

「そう、なんだ……」

　しんみりと、嬉うれしさが染み渡っていく。やって良かった。心の底から──そう思う。

「……ああ、そうそう。台所借りていい？」

　ふと、佐希が言った。

「ん？　別にいいけど……なんで？」

「いいから、ちょっと待ってなさい」

　言い残して、佐希は去っていく。

「なんだ……？」

　横になったまま、武詞は首を傾かしげる。

　──どれくらいの時間が経たったろう。何やらいい匂においが漂ってきた。

「はーい。お待たせ」

　お盆ぼんに茶ちや碗わんを載のせて、佐希が来た。茶碗から、ほかほかと湯気が立っている。

「とりあえず、おかゆ作ったわよ。そのやつれようだとロクに食べてないんだろうし」

「えっ、いや、そんな悪いよ」

　狼狽えてしまう武詞。

「遠えん慮りよしないの。というかもう作っちゃったんだから、大人しく食べなさい」

　ぴしゃりと言うと、佐希は武詞が寝ている布団の傍かたわらにおぼんを置き、自分も座った。

「……うん。ありがとう」

　素す直なおに、好意に甘えることにする。

「じゃ、いただき──うお」

　体を起こそうとして、武詞はふらついた。めまいがしたのだ。

「やだ、ちょっと大だい丈じよう夫ぶ？」

　気き遣づかわしげに、佐希が聞いてくる。

「ああ、うん……ちょっと貧血気味みたい」

「もー……仕方ないなぁ」

　そう言うと、佐希は茶碗とスプーンを手に取った。

「別に、こぼされるとヤだから、それだけだからね」

　そして、スプーンでおかゆをすくい、ふーふーと息を吹ふきかけて冷まし、

「……ほら」

　武詞の顔の前に突つきつけてきた。

「んなっ!?」

　仰ぎよう天てんする武詞。

「お……お前……体の具合でも悪いのか……？」

「いや、体調悪いのはあんたでしょ。……なに、イヤだって言うの？」

　むーっと佐希はむくれ、

「……あの幼おさな馴な染じみの子には、あーんしてもらうくせに。わたしのはイヤなんだ」

　そして、すねたようにそう言ってきた。

「えっ……!?」

　どきりとしてしまう。今の言葉は、一体──どういう意味なのだろう？

「…………」

　スプーンを突きつけたまま、佐希は何も言わない。これは、もう──従うしかあるまい。

「分かったよ、食べるよ」

　武詞はスプーンをくわえ込み、

「……ふむ」

　叫さけんだりすることもなく、ぽつりと頷うなずく。

「あれ？　美お味いしくなかった？」

　心配そうに、佐希が聞いてきた。

「……」

　静かに、武詞は首を振ふる。

「……いや、うまい」

　──横に、振ってみせる。

　実際の所、上手くはない。ちょっぴり焦げているし、味付けも繊せん細さいさに欠けている。

　しかし、その一方で。色々なものが伝わってくる。

　たとえば、煮に込こみすぎたおかゆそのものから。どうしてそうなったのかと聞きたくなる、佐希の指に巻かれた絆ばん創そう膏こうから。佐希が、一いつ生しよう懸けん命めい武詞のために作ってくれたことが伝わってくる。だから──美う味まいのだ。

「そう、良かった。……ほら、どうぞ」

　ほっとしたように笑うと、佐希はまたスプーンでおかゆをすくい、差し出してくる。

「ったく、恥はずかしいな……」

　口ではそんなことを言いつつ、武詞は再びスプーンをくわえ込んだ。





「あー……うまかった」

　結局おかわりして、茶碗二膳ぜん分食べてしまった。

「作り置きあるから、欲ほしかったらまた食べたらいいよ」

　そう言うと、佐希はお盆に茶碗とスプーンを載せて立ち上がる。

「そろそろ帰るね。明日あしたはゆっくり休みなさい。休みでいいって店長も言ってたし」

「おお、分かった」

　言って、武詞は立ち上がる。

「ん？　見送りならいいよ」

「いやいや、それくらいやらないと」

　運んでもらって、看病してもらって、ご飯まで作ってもらったのだ。

「よっと」

　立ち上がろうとする武詞。栄養も補給したし、もう軽快に動けるはずだ──

「……あ、れ？」

　というのは、大きな勘かん違ちがいだった。未いまだ武詞の体は本調子とはほど遠く、急に立ち上がるという作業をこなすにあたって必要なエネルギーは全く足りていなかったのだ。

「い、いかん──」

　俗ぞくに言う立ちくらみを起こし、武詞はふらつく。

「えっ、ちょっと……きゃっ!?」

　そのまま、武詞は佐希を巻き込んで倒たおれ込む。

「い、たたた……」

　何がどうなってしまったのか、分からない。ただ一つ確かなのは、手のひらに収まりきらないほどのふにふにと柔やわらかい感覚──

「……あれ？」

　何か、物もの凄すごくイヤな予感と幸せな感覚に同時に襲おそわれ、武詞は自分の手先を見やった。

「おわああああ!?」

　そこにあったのは、佐希の胸。出会った時と全く同じ体勢で、武詞は佐希の胸を揉もみしだいてしまっていた。

「何すんのよ、このヘンタイ！」

　武詞を突き飛ばすと、佐希はどこからともなくメガホンを取り出して構える。

「あ、いや、今のは──」



    

  
    
      「問答無用！」

「ぐはっ！」

　メガホンの一いち撃げきを受け、武詞はごろごろと部屋の床ゆかを転がった。

（うあー……なんてこった……）

　これで佐希が無言で出て行けば、また最初に戻ってしまった感じである。何だか、とても残念だ──

「もう……」

　しかし。佐希は、そこに留とどまっていた。少し頬ほおを赤らめて、横目で武詞を見て。

「……よね。あんたは……なんだから」

　佐希が小声で何かを言う。

「へ？」

　きょとんとして聞き返す。

「聞こえなかったのかしら。ならもう一回言うわよ」

　ふうと息をつくと、佐希は武詞に向き直ってきた。

「しっかりしてよね。あんたは……アニメショップの店員なんだから」



    

  
    
      　受信Ｅメール　一件

『件名：‥店長です～

　本文：‥コーナー展開お疲つかれ様～。素晴らしい出来だったよ～。攻こう守しゆ共にパーペキ～☆

　そんな武詞くんに～、お知らせがあります～。観み月つきちゃんとの相談の結果～、なな～なんと～！　藤ふじ江えファンタスティック文庫の棚たなを～、お任せしちゃうことになりました～！　さあ～、40秒で支し度たくしな～！

　というのはウソだけど～（笑）でも～、藤江の棚を任せるのはマジです～。本気と書いてマジと読む！　みたいな（笑）がんば～☆』



    

  
    
      
　あとがき




　初めまして。あるいは、お久しぶりです。尼あま野のゆたかです。

　我々にとってとても身近だけれども、その一方で詳くわしいところはよく分からない、アニメショップという空間。それを作品の舞台にしようというのが、この『フロムエース』の出発点でした。

　書くにあたっては、本当に沢たく山さんの人にご協力を頂きました。今回あとがきのスペースが二ページ分しかないので、早さつ速そく謝辞に移らせて頂きたいと思います。





　まず、取材に協力して下さったコミックとらのあななんば店様。店内は勿もち論ろん、舞台裏の事務所やバックヤードの部分まで見せて頂けました。ご協力、感謝しております。

　なんば店のＵ田様、Ｙ下様、Ｉ東様。取材の際、お忙しい中お邪じや魔ましたにもかかわらず、色々と面おも白しろいお話を聞かせて下さって、ありがとうございました。

　同じくなんば店のＫ本様、Ｓ村様、Ｔ澤様、Ｎ山様、Ｆ田様、Ｍ岡様、Ｍ田様、Ｈ田様にはわざわざ居酒屋までおいで頂き、お話を沢山伺うかがいました。Ｈ田様は、他の様々な面でもあれこれと尽じん力りよくして頂けまして……なんとお礼を申し上げたものやら！

　協力して頂いた、アニメショップの皆様。こんな企画に乗ってくれるなんて嬉うれしいぜ！

「フルオタク・パニック！」などという不ふ遜そん極まりないパロディを快く許可して下さった、賀が東とう招しよう二じ先生、四し季き童どう子じ先生。本当に恐きよう縮しゆくです。今この文章を書いている間も、恐おそれ多さのあまり動どう悸き息切れが激しいです。

　担当のＭ井さん。何度も終電がなくなるまで打ち合わせにお付き合いさせてしまい、申し訳ありませんでした。過労で寿じゆ命みようが縮んだらごめんなさい。その分長生きします☆

　瑠る奈な璃り亜あさん。タイトなスケジュールの中、素す晴ばらしいイラストをありがとうございました。サキちゃん先生など細々した要望にも見事すぎる絵で応えて頂けて、シビれました。

　家族のみんな、特にこの小説の元となる閃ひらめきをくれた上の妹のＹ子。おおきに。

　応援してくれた友人のみんな。とりわけ、小ネタの検証に協力してくれた老眼さん、Ｎ村さん、Ｙ尾くんには心の底からサンクス。

　あれ!?　この行を含めてあと三行しかない!?　なんてこった！

　というわけで！　最後は勿論この本を買って読んで下さった読者の皆様！　ありがとう！

二〇一二年九月　　　　尼野　ゆたか



    

  
    
      フロムエース１

可愛かわいすぎるクラスメイトとバイトするんだけど、何なにか質しつ問もんある？



尼あま野のゆたか
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